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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　その日、店に金きん髪ぱつ碧へき眼がんの異国の客が紅こう怜れい藍らんを訪ねてやってきた。

「一いち見げんのお客様で、綿織物の貿易商だそうです。薬の処方のことで、どうしても若様に相談に乗っていただきたいと」

　怜藍を呼びに来た使用人が言った。

　ここ青せい江こう省は外洋に面し、国内最大の貿易拠きよ点てんでもあるから、外国人というのはさほど珍めずらしくはない。

　さらに言えば、『百ひやく明めい堂どう』は青江省でもっとも名の知れた老舗しにせの薬やく舗ほで、宮きゆう廷てい御ご用よう達たしの品も扱あつかう名店である。異国の商人が噂うわさを聞いて店を訪おとずれるのは、不思議なことではなかった。

　しかし、『百明堂』の若わか旦だん那な、怜藍を名指しで訪れる者はそう多くはない。しかも用件が「薬の処方」と聞いて、怜藍はおおよそのことを悟さとった。

「お客様を奥の客間にお通ししなさい。その際、あまり他ほかの人の目に触ふれないように。お茶は、お前が運んでおくれ」

　若い使用人も、客の目的がわかったようだ。それ以上は何も聞かず、はいと返事をして店に戻もどって行った。自室に一人残った怜藍は、ほっとため息をつく。

「今日は休もうと思っていたが、仕方がないな」

　卓たくに置かれた苦い薬湯を一息に飲み干して、のろのろと立ち上がった。実を言えば、朝から体調が思わしくなかったのだ。

　手鏡を覗のぞいて、身なりがきちんと整っているか検分する。覗いた顔がいかにも気だるそうな表情をしていたから、慌あわてて顔を引き締しめた。

　怜藍は、かつて青江省一の美女と謳うたわれた母親にそっくりだと言われている。

　色白の細ほそ面おもてにすらりと通った鼻び梁りよう、紅を刷はいたような唇くちびると目め尻じりの切れ上がった双そう眸ぼうは、美人画から抜ぬけ出たようだと言われ、当世風に長く伸のばした黒く艶つややかな髪かみを、今は編み込んで肩かたに垂らしていた。

　店に出るにはいささか華か美びな、鮮あざやかな藍あい色いろの袍ほう服ぶくを着ているのは、怜藍目当てに来る客へのお愛あい想そだった。店が繁はん盛じようするなら、自ら客寄せになることも厭いとわない。

　容色は母から、商人としての逞たくましさは父から受け継ついだ。ちょっとやそっとでは店を休むことはないが、月に一度必ず訪れるこの身体からだの変調には、毎度のことながら辟へき易えきさせられる。

　全身がだるく、熱っぽい。風邪かぜにも似ているが、身体の奥が疼うずくような感覚は「発情」の印だった。

　鏡に映った顔は、普ふ段だんよりも頰ほおや唇に赤みが差していて、心なしか目が潤うるんでいた。薬湯を飲んだので、追っ付け身体の火ほ照てりは冷めるだろうが、だるさはなかなか抜けきらない。

　今日から始まってあと五日ほど、この不自由な状態を強しいられるのだ。

　それでも、どうしても起き上がれないくらいひどい時以外は、店に出るようにしていた。

　店が忙いそがしいから、というのもあるが、毎月決まった時期に休んでいては、周囲の者たちに怜藍の体質が知られてしまうからだ。

「まったく、厄やつ介かいな身体だ」

　うんざりするが、これも持って生まれたものだから仕方がない。それに今から会う客は恐おそらく、怜藍と同じ悩なやみを抱かかえているはずだ。

　これは、同類としては見過ごしておけない。そこで怜藍は、気だるい身体を奮い立たせて店に向かうのだった。










　人には、雌し雄ゆうという性別の他に、第二の性が存在する。

　正しくは男にだけ、存在した。女はこうした区分を持たない。

　稀まれに、第二の性を持って生まれる女もあるというが、彼女たちは生まれつき身体が弱く、成人するまで育つことはまずないのだという。

　よってこれは、男だけの性であった。

　この性は、三種に区別される。一つは「之シ」、もう一つは「几キ」、そしてそれ以外の、「なにものでもないただの男」という性。

　世の中の男性のほとんどはこの三番目に属し、他の多くの動物の雌雄と同様、雄おすであるという以外にこれといった特とく徴ちようを持たない。

　怜藍たちが「之」と呼ぶ第一の性は、この国の人口のほんの一割程度だと言われている。同じく「几」と呼ばれる第二の性はさらに少ない。一割にも満たない希少な種だった。

　そしてこの「几」という性は、生態上、人が生活を送る上で様々な障害をもたらし、非常に生きにくい特性を持っていた。昔から国や地域を問わず、被ひ差別的な扱いを受けてきた存在でもある。

「ですが、キーディング様。あなたは『几き子し』ではありませんね」

　怜藍が円卓に座ってお茶を勧すすめながらそう切り出すと、異国の客は碧眼をぱちぱちとしばたたいた。

「キシ？　とは何ですか？」

　キーディングは、訛なまりの少ない流りゆう暢ちような言葉で問う。この綿織物の商人は、年は三十そこそこ、金髪に碧眼の紳しん士しだった。着ている洋服も上等で、身なりに隙すきがない。明るく潑はつ剌らつとして自信に満ち溢あふれており、とても怜藍と同じ悩みを抱えているようには見えなかった。

　この男、通された店の奥の応接室で怜藍を見るなり、

「あなたが『百明堂』の若様ですか。なるほど、噂にたがわずお美しい」

　などと言い、女性に対するように怜藍の手を取って接せつ吻ぷんしようとしたのだ。怜藍は先に気配を察し、すんでのところで手を振ふり払はらったが。

「『几子』というのは、『几』の性を持つ人という意味です。これに対し、『之』の性を持つ人を『之し人じん』と呼びます。キーディング様のお国では、『アルファ』や『オメガ』と呼ぶそうですが」

　怜藍は円卓に置かれた紙と筆を取ると、そこにさらさらと文字を書きつけて見せた。
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　キーディングはその文字をじっと見つめる。

「失礼ながら、キーディング様はこちらの、『之』、『之人』とお見受けしました」

　これはただの推測だが、あながち間ま違ちがってはいないはずだ。大おお柄がらで逞しい体たい軀く、男性的で優すぐれた容姿、自信に満ち溢れた表情や立ち居振る舞まいは『之人』によく見られる特徴である。

　彼らは生まれながらに容姿や体格、頭脳などあらゆる面で優れている場合が多い。

　よって古今東西どの社会においても、『之人』が自然と身分階層の上層を占しめるようになる。

　我が煌こう国こく五百年の歴史を紐ひも解といても、文ぶん献けんに載のり後世に語り継がれる偉い人じんは決まって『之人』とされていた。

　歴代の皇こう帝ていも『之人』がほとんどを占めている。現皇帝、後ご慶けい帝も『之人』である。

「仰おつしやるとおり、私はアルファです。今日あなたをお訪ねしたのは、妻の薬を処方していただくためです」

　妻というが、相手は男性だろう。彼の妻は『オメガ』つまり『几子』なのだ。怜藍がそう尋たずねると、キーディングはうなずいて表情を曇くもらせた。

「妻は今、発情期のために家で臥ふせっています。もともと、薬の効きにくい体質ではあったのですが、母国を離はなれて環かん境きようが変わったせいか、国から持参した薬が次し第だいに効かなくなりました。こちらの国の薬もあれこれ取り寄せて試ためしてはみたのですが、どれも身体に合わないようで」

「それは大変でしたね。さぞご苦労をされたことでしょう」

　怜藍は思わず痛ましい顔になった。危険も多い航海を経て妻を連れてきたのは、恐らく『几子』である妻を母国に残しておけない事情があったのだろう。

『几子』が生きていく上でもっとも困るのが、この発情期だった。これは女の月の物と同じように、年とし頃ごろになると毎月必ず訪れるようになる。

　身体が熱く熟うれ、繁はん殖しよくのために強い性的欲求を覚えるのだ。さらに『几子』の身体は効率よく性交を行うために、ある種の雄を惹ひきつける香かおりを発するようになる。

　普通の男性は、ただの甘いいい香りとしか感じない。しかし『之人』にとっては違う。

『之人』には『几子』のような発情期はないが、しかし『几子』の発情の香りにあてられた時、彼らも同じく発情の熱に侵おかされるようになる。

　たとえ普段は聖人君子と呼ばれようと、どんな立派な『之人』でも、例外なく理性を失い、『几子』と性交することしか考えられない獣けものに変わってしまう。

　男という性でありながら、この『几子』だけは、『之人』と交わることによって女のように子供を生なすことができるのだった。

　互たがいの種が希少だからだろうか、二つの性は本能で強く惹き合って交わろうとする。

　このため『几子』は発情期が来ると、『之人』を惑まどわさないように家の奥深くにこもり、時期が過ぎるのを待たねばならなかった。

　昔から伝わる、発情を抑おさえる薬草や食べ物もあるが、効果には個人差がある。薬舗でもこうした薬草などを調合して売っているが、そもそも『几子』の数が少ないため、取り扱あつかう店は限られていた。

　たまたまこの性を生まれ持ったというだけで、どうしてこうも不自由な生活を強いられなければならないのか。しかも、まるで『之人』を惑わす淫いん婦ぷのように言われ、差別を受ける。

「実はまだ、妻とは番つがっていません。私の国では、神前で婚こん姻いんの誓ちかいを立ててから番つがいになるのが習わしなのです。しかし、そうする前に私が船に乗ることが決まってしまいました。それもあって、よく効く薬がないかと探していたのです」

　その話を聞いて、怜藍は納なつ得とくした。だからキーディングの妻は、余計に苦しんでいるのだ。

『几子』の発情の香りは、『之人』であれば誰だれ彼かれ構わず惹きつけてしまうが、番の関係を持てば、『几子』は番った相手にしか発情しなくなる。

　不ふ慮りよの事故を防ぐためにも、『之人』の伴はん侶りよを見つけて番になる方が『几子』は生きやすい。

　発情期は身体からだが加か齢れいで衰おとろえるまで続くが、少なくとも意に染まぬ相手と性交したり、発情した相手に乱暴される心配はない。

　番の関係は、発情による性交の際、『之人』が『几子』の首の後ろを嚙かむことで成立する。

　しかし、それぞれの土地や国の習しゆう俗ぞく、宗教上の理由から、伴侶を見つけても容易に番になれない場合があった。

　同じ生き辛づらさを抱える怜藍からしてみれば、そんな慣習や祈いのっても助けてくれぬ神など糞くそくらえと言いたいところだが、人にはそれぞれの価値観があるものだ。それにそもそも、相手はお客様なのだし。

「こちらの『百明堂』は、オメガのための薬をたくさん扱っていて、宮きゆう廷ていにも納めていると聞きました。特に若わか旦だん那な、怜藍殿どのは薬方に詳くわしく、一人一人の身体に合った薬を処方してくださるとか」

　キーディングがそれまでの自信に満ちた空気を消し、縋すがるような表情をしたので、怜藍は安心させるように微笑ほほえんでみせた。

「ええ。まずは、ごく一いつ般ぱん的な薬を処方しましょう。多くの方の身体に合って、なおかつ副作用の少ない薬方です。ひとまずこれを持ってお帰りください。そうして今回の発情期が終わったら、奥様と一いつ緒しよに店にいらしてください。同じ『几子』といっても、体質は様々です。奥様の体質を見て、その身体に合った薬を処方しましょう。そうすればきっと、普ふ通つうの人と同じ平安な生活を送れるようになりますよ」

　──私のように。

　怜藍はその言葉を飲み込んだ。

　特別な性を持って生まれたこの身を、決して恥はじてはいない。だが他人は無責任で残ざん酷こくだ。怜藍が『几子』だと知ったら、人々は彼に対する見方を変えるだろう。

　そうすれば、商売にも差し障さわりが出る。怜藍はだから、発情期の今でも、ごく普通のふりをしなくてはならなかった。

　キーディングの表情が、わずかに明るくなった。大だい丈じよう夫ぶ、と怜藍は励はげましを視線に込めて微笑む。彼の伴侶は近いうちに、すっかり良くなるだろう。自分が処方した薬を飲めば、もう毎月、家の奥深くにこもって怯おびえながら暮らさなくてもよくなる。

　怜藍には自信があった。薬舗の跡あと取とりとして生まれ、そんな自分が『几子』だとわかった時から、我が身を実験台にして様々な処方を試してきたのだ。

　ゆえに、『百明堂』ではどんな『几子』にも合う薬を処方してもらえると、評判になった。

　個人的な悩なやみはあるが、怜藍はこの仕事にやりがいを感じている。自分の同類とその周囲の人々の苦しみを取り除くこと、これが怜藍の望みだった。










　この世で男と生まれた場合、それがただの男ならいいが、『之人』や『几子』に生まれつくと、様々なしがらみに囚とらわれてしまう。『几子』は特に生き辛い。

　だからここ煌の国では、後こう継けい者しやの能力が重要視される皇族や貴族を除いて、平民の男性たちはその第二の性を容易に明かさない習わしだった。

　縁えん談だんや、あるいは怜藍のように『几子』や『之人』の薬方を行う場合は別として、他人に性別を尋ねるのは無礼とされている。

　それで『几子』などは特に、普通の男のふりをして生きる者も多かった。『几子』だというだけで、色いろ眼鏡めがねで見られるからである。

　怜藍も『几子』であることを明かしていない。『几子』や『之人』は、その特性から自おのずと人に知られてしまうことが多いが、怜藍はまだ子供の頃から細心の注意を払い、発情期の際には家にある薬を飲んで症しよう状じようを抑えていたから、幸いにもまだ世間には知られていなかった。

　学問はいつでも周りの生徒より秀ひいでていたし、身体つきも決して逞たくましいとはいえないものの、女性的というほど華きや奢しやではない。

　陰かげで人一倍勉強し、身体を鍛きたえて努力を怠おこたらなかったからだが、そのせいで今では怜藍が『之人』ではないかと噂うわさする声さえある。そうした誤解を、怜藍も家の者もあえて否定せずにいた。

　しかし、怜藍も今年で二十一歳になる。大きな商家の嫡ちやく男なんとあれば、そろそろ身を固めなければならない年頃である。

　従来であれば、十代のうちにどこかの『之人』の家に嫁とついでいるところだ。

　特に紅家は名のある商家だから、怜藍が『几子』だとわかれば、方々の貴族や富家から縁談が舞まい込むだろう。『之人』以上に希少な『几子』は、被ひ差別的な扱いを受けると同時に、特別な子宝を与あたえてくれる者として縁談には事欠かなかった。

　というのは、『之人』は女の腹より、『几子』の腹からよく生まれるという俗説があるせいだ。

　どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるか怜藍は知らない。しかし、特権階級の人々は優すぐれた『之人』の跡あと継つぎを得るために、時には金で『几子』を買うこともあるという。

　特に皇族は、『几子』を少なくとも一人、妻に持つことが義務とされている。皇帝などは後宮に最低でも何人の『几子』を持たなければならないと、法で定められているのだとか。

　嫁いだ先で幸せになれるのかどうかわからないが、社会的な地位や生きやすさを考えれば、この国ではやはり、『之人』に縁づくのが『几子』の幸せと言えた。

　しかし、怜藍は店主の一人息子むすこである。すでに若旦那として父の不在の際には店の采さい配はいを振ふることもあるし、何より『几子』の薬方の知識において怜藍の右に出る者はいない。

　紅家には他ほかに店を継げる男子はなく、父も怜藍を跡継ぎにするつもりでいる。

　恐おそらくは女の妻を娶めとって普通の男として跡継ぎを作ることになるだろう。『几子』に嫁いでもいいという女があればだが。

　自分でも『百明堂』の跡取りとして、能力には問題がないと思っている。周囲も認めてくれているのに、この生まれついての性がいつも邪じや魔まをする。

（それでも私には自分の身体に合う薬があるから、まだ良い方なのだろうな）

　先ほどの、キーディングの妻のことを思いながらため息をつく。彼も彼の妻も、慣れない異国の地で苦労をしたらしい。妻は発情期でない時も、家の外に出たがらないのだという。

　それを聞いた怜藍は、近いうちにキーディングの家を訪ね、そこで妻の薬方を行うと約束した。普段は往おう診しんなどやっていないので、特別だ。

（あの子と同じ境きよう遇ぐうだと思うと、放ほうってもおけないしな）

　その日、怜藍はキーディングの薬方を終えると、あとを店の者に任せ、早めに自宅へ戻もどった。

　自宅の屋や敷しきは店の裏手にあり、店の裏口と繫つながっている。店を出て屋敷の庭に入ると、使用人たちが怜藍に気づくより早く、真っ白い小さな犬が駆かけ寄ってきた。

「阿あ兎と。いい子にしてたか？」

　つい数時間前に別れたばかりだが、愛犬の阿兎はちぎれんばかりに尻尾しつぽを振って飛び跳はねる。怜藍もふわふわとした綿の塊かたまりのような愛犬を抱だき上げた。

「従兄にいさん、お帰りなさい」

　阿兎を追いかけるようにして、一人の少年が駆け寄ってきた。

　従弟いとこの藍らん羽うである。怜藍によく似た艶つややかな黒くろ髪かみを肩かたまで伸のばし、裾すその短い袍ほう服ぶくに長なが袴ばかまと少年らしい装よそおいをしている。

　怜藍の父は三人兄弟の長男だった。この屋敷には長男一家、それに父の末の弟である三男一家が暮らしていた。藍羽は叔父おじの一人息子だ。次男の一家は、怜藍が生まれる前に暖簾のれん分けし、今は華か京きようで『百明堂』を経営している。

「藍羽。起きていて大丈夫なのか」

「はい、もうすっかり。朝、従兄さんの薬を飲んだら、途と端たんに良くなりました」

「そうか。それなら、やはりあの配合がお前に合っているんだろうな」

　藍羽は普段通りに動き回れるのが嬉うれしいのだろう、ぴょんぴょんと飛び跳ねるように怜藍の後を付いてくる。

　十四歳になる藍羽は、十二の時に初めての発情を迎むかえた。彼も『几子』だったのである。

　紅家は代々、どういうわけか『几子』が生まれることが多い。父の代にはいなかったが、祖父の代にも一人、それ以前にも普通より『几子』が生まれる頻ひん度どは高かったと聞く。怜藍にも理由はよくわからないが、たぶん、そういう血統なのだろう。

　それでも『几子』が同じ世代に二人も生まれるというのは、滅めつ多たにないことだ。これが周囲に知れたら、『百明堂』は別の意味で有名になる。幸い、この事実はいまだ秘ひ匿とくされていたが。

　ただし、藍羽のことは別だ。

　彼は初めての発情を迎えて以来、この二年間、ほとんど屋敷の外に出たことはなかった。出たくとも出られないのだ。屋敷の門の前に立つと呼吸が苦しくなり、脂あぶら汗あせが出て身体からだが動かなくなる。これでも庭に出られるようになっただけましで、二年前は自室から一歩も外に出られない状態だった。

　藍羽の発情の始まりは最悪だった。

　彼はそれまで家庭教師を付けず、近所の私し塾じゆくに通っていたが、その塾内で突とつ然ぜんに発情し、『之人』であった教師に襲おそわれた。近くにいた助手や生徒が止めに入って最悪の事態は免まぬがれたものの、力ずくで乱暴された藍羽は怪け我がを負ってしばらく寝ね込こんだ。

　怪我が治って起き上がれるようになっても、暴行を受けた記き憶おくが蘇よみがえって、しばらくは部屋の外に出ることさえままならなかった。

　これは不幸な事故で、理性を失った『之人』の教師にも、ましてこんな形で己おのれの性を知った藍羽にも、咎とがはない。

　しかし噂は瞬またたく間に広がり、藍羽が『几子』であることは街中に知られてしまった。そのことがいっそう、藍羽の不安を駆り立て、屋敷の外へ出ることを躊ちゆう躇ちよさせている。件くだんの教師は噂に耐たえ切れず塾を畳たたみ、街を出た。それから藍羽は、『之人』ではない家庭教師に就ついて自宅で学んでいる。

　怜藍は、この年の離はなれた従弟を家族の誰だれより溺でき愛あいしており、それだけに藍羽が可か哀わいそうでならなかった。同じ『几子』でありながら、彼だけが辛つらい目に遭あっているという、負い目もある。

　だから怜藍は何においても藍羽の身体を気にかけ、発情を抑おさえる薬方に注力した。

　十代の『几子』は、発情期の体調が大人よりも不安定だ。できる限りその苦しみを緩かん和わするように、藍羽の発情期が訪おとずれると、怜藍は毎日彼の体調を診みて薬の処方を変え、研究し続けていた。

　その甲か斐いあって、この頃ごろはたまに気分のすぐれない日はあるにせよ、ほぼ普ふ段だん通りの生活を送れるようになっている。

　いつか、彼の心の傷が癒いえ、外を出歩ける日がくるようにと願っていた。

「それで？　今日は私に何か、話したいことがあるんだろう」

　後ろをぴょこぴょこ付いてくる藍羽に、怜藍は水を向ける。

　藍羽がこうして、店から帰る怜藍を待ちかねたように出迎える時は、決まって何か話したいことがあるのだ。彼もまた、従兄いとこの怜藍を一番に慕したっていて、相談ごとや悩なやみごと、それに嬉しいことも、両親よりもまず先に怜藍に話した。

　今日はなんだろう。得意の詩作を先生に褒ほめられたとか。藍羽は詩が得意で、若じやく輩はいながら青江省で有名な詩の先生の門下で教えを受けていた。屋敷を出られず直接教わることはできないので、書簡にしたためてやり取りをしている。

「詩のことか？　呉ごさんの本屋が、お前の詩を出版したいと言っていたが」

「あれは、お断りしました。『几子』の吟ぎんじた詩だと、面おも白しろおかしく売ろうとしているので。そんなことではなくて、あの、伯父おじさんのことで……」

「父さんの？」

　いったい何だろう。『百明堂』の店主である怜藍の父は、怜藍が若わか旦だん那なと呼ばれるようになってからは店に出る機会が減り、自宅で帳ちよう簿ぼを確かく認にんしたり、薬の原料の買い付けを指示したり、夜は街の旦那衆や役人、有力者たちとの宴えん席せきに出て人脈を築くことに専念していた。

　何でもはきはきと物を言う藍羽が、口ごもるのも珍めずらしかった。よほど言いにくいことか、込み入った話らしい。

「藍羽、お前もお昼はまだだね？　それなら、私の部屋で一いつ緒しよに食べよう」

　自室で二人きりならば、話もしやすいだろう。怜藍の提案に、藍羽は安あん堵どの表情を見せた。

　屋敷に入ると、母と叔母おばが出迎えてくれた。父と叔父は街の商人らの会合に出かけている。怜藍は使用人に言って、二人分の食事を自室に運ばせ、藍羽と二人きりで話があるからと人ひと払ばらいをした。

「今日はお前の好きな白身魚があるよ」

　怜藍の部屋で二人きりになると、何事か思い悩んでいるふうな藍羽にとりあえず食事を勧すすめた。しばらくは怜藍が今日の客の話などをして、食事を続けた。

「……どうやら私に、縁えん談だんが来ているようなのです」

　藍羽がようやく重い口を開いたのは、食事を終えてゆっくりとお茶を飲み始めた頃だった。

「縁談？　嫁とつぎ先ということか？　そんな馬ば鹿かな」

　どこの家も、『几子』は早く『之人』と縁づいて番つがいとなることを望んでいる。そのため、発情期を迎えたばかりの十代前半のうちから、嫁ぎ先を探すことも珍しいことではない。

　しかし、父も叔父も藍羽が外出もままならないことを知っている。『之人』には並々ならぬ恐きよう怖ふ心があり、それを克こく服ふくしないうちから縁談を持ちかけるなど、考えられなかった。

　叔父はもちろん、怜藍の父も甥おいの藍羽を息子むすこ同然に可愛かわいがっているのだ。実際この二年の間、近きん隣りんの貴族や有力者たちが縁談を持ち込んできたが、すべからく断っている。しかも怜藍に相談もなく縁談を進めるなど、にわかには信じがたい。

「今日、二の伯父さんから縁談の件で手紙が届いたのです。それまでも、私や従兄さんに内緒で何度もやり取りをしていたようで」

「二の伯父」というのは、華京で『百明堂』を営む、怜藍の父のすぐ下の弟である。

「それはまた……怪あやしいな」

　思っていた以上に厄やつ介かいな話のようだ。嫌いやな予感がした。

「伯父さんと父さんが部屋で話しているのを、通りがかりにたまたま聞いてしまったんです。ただの縁談ではなく、皇族への輿こし入いれの話でした」

「皇族……輿入れだと？」

「しかも、帝みかどの第三皇子だとか」

　思いもよらない話に、怜藍は目を見開いた。皇族も大勢いるが、よりにもよって第三皇子との縁談とは。

「なぜそんな高貴なお方の縁談が、我が家に持ち込まれるのだろう」

　いくら『几子』が希少とはいえ、皇こう帝ていやその皇子たちが住まう華京ならば、もっと身分の相応ふさわしい相手がいくらもいるはずである。

　紅家は宮きゆう廷ていに薬を納める老舗しにせの商家で、地方ではそれなりに力を持っているとはいえ、所しよ詮せんは一いつ介かいの商人なのだ。どうしてわざわざ、遠方の商家から娶めとろうというのか。

「詳くわしくはわかりませんが、どうも二の伯父さんが、私の心の病気を心配して、誰かに相談したようなのです」

　昔の出来事が傷となって、藍羽はいまだに外に出られない。不ふ憫びんに思っているのは二番目の叔父も同じで、定期的にこちらによこす手紙ではいつも、藍羽の様子を気にかけていた。

　だがそれが仇あだとなったのか。二の叔父の相談相手から、青江省の紅という商人の家に『几子』がいる、という話が宮中に伝わってしまった。

「みんな、あれこれ手を尽つくして話を止めてもらおうとしたようですが。すでに縁談はかなり進んでいるようでした」

　怜藍の父と藍羽の父が、揃そろって苦く悩のうしているのを藍羽は目にしたのだという。

「困ったことになったな」

　現皇帝、後慶帝には皇子や皇女が十数人いると聞くが、第三皇子と言ったら、皇位継けい承しようの上位にいるのではないか。場合によっては、次期皇帝となる可能性もある。

　そんな相手に、何ら妃きさきとしての教育を受けていない商人の息子むすこが嫁ぐなど、想像するだけで恐おそろしい話だった。

　紅家には金はあるが、国の中ちゆう枢すうに及およぶ権力はない。後ろ盾だてもないまま藍羽が皇家に輿入れして、果たして幸せになれるのか。

　しかも藍羽は『之人』に恐怖を覚え、いまだ家から出られない身の上なのだ。まだあどけなさの残る十四歳の従弟いとこが、味方もなく一人ぼっちで家を出されることを想像しただけで、胸がキリキリと締しめつけられた。

　さりとて皇家からの縁談など、断れるはずもない。承しよう諾だくするより他ほかに選せん択たく肢しはなく、だからこそ父や叔父おじは、怜藍と藍羽に話すことができなかったのだろう。

　本来なら、この縁談を受けるのは怜藍だったはずだ。結けつ婚こんには適てき齢れいだし、藍羽のように『之人』に対して恐怖心もない。

　しかし怜藍がすでに跡あと継つぎとして店に出ていたがために、藍羽が縁談を受ける羽目になった。

「これから、第三皇子の使いの方たちが華京を発たつそうです。縁談の前に一度、私の顔を見に来るのだと」

　第三皇子に近い者が、正式に事を進める前に、実際に藍羽に会って検分しようというのだ。問題がなければ、そのまま華京に連れて行くのに違ちがいない。

「そこまで話が進んでいたか」

　ならばもういまさら、なかったことにはできまい。怜藍もさすがに弱り果てて唸うなると、藍羽はみるみる心細そうになった。

「恐れ多い、私などにはもったいない縁談なのは、わかっているのです。……でも怖こわい」

「藍羽」

　震ふるえる薄うすい肩かたを、怜藍は優やさしく抱だいた。藍羽もまた、怜藍の胸に幼い子供のように取り縋すがる。

「大だい丈じよう夫ぶ。お前は何も心配しなくていい」

「従兄にいさん……」

　腕うでの中で嗚お咽えつが聞こえて、怜藍は思わずその身体からだを抱きしめた。

「私に任せておきなさい。お前を宮中になどやりはしないから」

　家族の誰だれより大切な、可愛い従弟。藍羽を何としても守らなくては。そのためにはどうすればよいのだろう。怜藍は従弟を抱きしめながら、必死に頭を働かせた。










　怜藍が藍羽の縁談を知った一月後。

『百明堂』はいつもと変わらず客を迎むかえていたが、その裏で紅家の者たちは、密ひそかに使者を迎える準備を行っていた。

　使用人たちにも都から使者が来るとは伝えてあるが、何のためにかは打ち明けていない。縁談の話は紅家の家族だけの秘密であり、使者は宮中に納める薬を検分するために来るのだと伝えてあった。

　さらに、使者は紅家の本宅ではなく、五里ほど離はなれた丘きゆう陵りよう地帯にある、別べつ荘そうで迎えることになっている。それは別荘の方が人目につきにくいからで、街の人々に藍羽の縁談話が広がるのを防ぐためであった。

　怜藍と藍羽が偶ぐう然ぜん耳にした数日後、父と叔父が家族に縁談の話を打ち明けると、母も叔母も騒そう然ぜんとなった。

　叔母はその場で泣き出してしまった。外出もままならない息子が、その心の傷も癒いえないまま遠い華京へ嫁がなければならないのを思って、あまりに不憫になったのだろう。母は「そんな縁談、断ってしまいましょうよ」と猛もう反はん対たいした。

「天子様だか皇子様だか知らないけど、こっちの事情も聞かないで輿入れだなんて、ありがた迷めい惑わくですよ。これから来るそのお使いとやらも、途と中ちゆうで追い返してしまえばいいんだわ」

「そんなこと、大声で言うもんじゃないよ」

　気の強い母が語気荒あらく言うのを、父がなだめる。しかし内心では父も、追い返してしまえればどんなにいいかと思っているだろう。

　そこで怜藍は家族に、思い切って縁談を潰つぶすことを提案した。父と叔父はそんなことできるわけがないと反対したが、母と叔母は怜藍を全面的に支持すると言う。

　当事者の藍羽が、家族に迷惑をかけたくないが、そんなことになったらきっと自死してしまう……というようなことを婉えん曲きよくで控ひかえめな表現で伝えたので、父も叔父も怜藍の提案を飲まざるを得なくなった。

　家族の了りよう解かいを得た怜藍は、使者を別荘で迎えることにしてその準備を進めた。

　もともと別荘は避ひ暑しよのための屋や敷しきで、夏の間は大切な客をここに迎えることもある。都からの客を泊とめるのに支障はないだろう。

　速すみやかに早はや飛び脚きやくを出して、道中の使者にも伝えてある。地理的に、別荘地は華京からこの街に入る手前にあるから、使者たちは紅家の本宅に寄ることなく、別荘地へ直接赴おもむくことになるはずだ。

　別荘で使者を迎え、そこでどうにか破談にする。

　藍羽は外出もままならず輿入れできないと正せい攻こう法ほうで伝えるか、賄賂わいろを渡わたすか。荒っぽいやり方だが、藍羽が己おのれの行く末を悲観して死んだことにするか。

　街中だと藍羽が死んだという話はすぐに広まってしまうが、別荘なら情報が途絶しているので、使者が帰った後に生き返ってもバレる心配はない。華京から青江省は遠く、破談の後に宮中にまで藍羽の生死が届くとは思えない。

　どういうやり方を取るか、使者の人となりを見み極きわめてからだと怜藍は考えていた。

「それでは、父さん、母さん、叔父さん。私はこれから別荘に行って参ります」

　客を迎える準備をあらかた終えたある日、怜藍は本宅を出て別荘に向かうことになった。

　もうそろそろ、使者の一行がこちらに到とう着ちやくする頃ころだ。

　すでに、叔母と藍羽が先に別荘に入っている。店があるので家族全員が一度に赴くことはできず、まず若主人の怜藍が先に行って使者を待つことになった。

「店のことは任せて、藍羽のことをくれぐれも頼たのむ」

　最初は計画が上手うまく行くのかと気を揉もんでいた父と叔父だったが、腹を括くくったのか、怜藍の留守に『几子』の客が来ても応対できるように、仕事の引き継ぎも協力してくれた。

　家族に見送られ、怜藍は供を一人だけ連れて自宅を出た。

　必要なものはすべて別荘に送ってあるから、荷物もさほどない。あまり人目につかないよう、馬車は使わず、使用人とそれぞれ鞍くらを付けた馬に乗って別荘へ向かった。

（さて、ここからが正念場だ。何としてでも破談にしなければ）

　もしも考えていた手段で破談にできなかった時は、最後の手段として怜藍自身が藍羽の代わりに嫁とつぐことも考えている。みんな反対するだろう。だが、年少でさらに過去の傷を抱かかえる藍羽より、自分の方がまだ過か酷こくな環かん境きように耐たえられるはずだ。

（とはいえ、最悪の事態は何としても免まぬがれたい）

　別荘までの道中、怜藍は平静を装よそおいながら密かに、決意を新たにしていた。

　街を出て、民家もまばらになった埃ほこりっぽい道を一時ほど歩く。

　やがて、それまで平へい坦たんだった道がなだらかな坂になった。丘おかの向こうが紅家の別荘だ。道は途中で二つに分かれ、怜藍たちが別荘に続く脇わき道みちへ馬を進めようとした時だった。

「もし。そこの方」

　突とつ然ぜんどこからか声が上がって、怜藍はびっくりした。辺りには人の通りがなく、誰もいないと思っていたからだ。

　しかしよく見ると、分ぶん岐き路の脇にある大きな木の木こ陰かげに、馬が二頭括りつけられており、そのそばで男が二人、休んでいた。

　片方はいかにも人夫風の、短く刈かった髪かみに質素な労働着を着た中年の男だった。もう一人は墨すみ色いろの袍ほう服ぶくを着て、長く伸のばした髪を後ろで束ねている。年は怜藍よりいくらか上だろうか。若い長身の男だった。

　声をかけてきたのはこの若い方で、怜藍が馬を止めると、こちらに駆かけ足で近づいてきた。

「失礼ですが、紅家の方でしょうか」

　丁てい寧ねいで、物もの腰ごしの柔やわらかな口調だった。

「ええ、そうですが」

　怜藍は応こたえて、近づいてくる男を見つめる。いや、見つめたつもりはなかったが、気づけば目が離せなくなっていた。

　不思議な、既き視し感かんのような感覚が、男を見た瞬しゆん間かんから怜藍の頭の中に駆け巡めぐっていた。

　この男に見覚えはない。会うのは今が初めてのはずなのに、斜しや面めんを駆け上がって近づいてくる彼の姿に、得も言われぬ懐なつかしさを覚える。

　見み惚とれるほどの美び丈じよう夫ふだった。

　遠目にもわかる長身で、たっぷりとした袍服の上からも、均整の取れた逞たくましい身体つきが見て取れる。まるでひとかどの武人のような隆りゆう々りゆうとした体たい軀くの持ち主なのに、不思議とむさ苦しさがなかった。むしろ、その立ち姿には華はながある。地味な身なりなのに垢あか抜ぬけていて、雅みやびというのは、こういう男の様を言うのだろう。

　顔立ちも端整だった。くっきりとした切れ長の目に、鼻筋がすらりと通っている。男らしい凜り々りしさと艶あでやかさが入り混じった、まるで役者のような美び貌ぼうだ。

　怜藍は一時、我われを忘れてその男に見惚れた。

　一方で、相手もまた足を止め、怜藍を見つめている。はじめは笑えみを含ふくんでいた切れ長の目が、今は驚おどろいたように見開かれていた。

「──あなたは、紅藍羽殿どのですか？」

　こちらを呆ぼう然ぜんと見つめたまま、男は尋たずねた。その問いかけに、怜藍はハッと我に返ってまばたきする。

　その名前を知っていて、紅家の別荘に向かっている。もしやこの男は、第三皇子の使者ではあるまいか。

「いいえ。私は藍羽の従兄いとこ、紅家の長男で紅怜藍と申します」

　藍羽ではないと聞いた途端、男の表情が気のせいか、どこか安あん堵どしたように見えた。

「ああ、よかった。申し遅おくれました。私は華京からの使者で、黄こう小しよう龍りゆうと申します」

　小龍は役人とは思えない、腰の低い丁寧な所作で、商人の怜藍に名を名乗った。怜藍と使用人が慌あわてて馬上から降りようとするのを、「どうぞそのまま」と、やんわりと止とどめる。

「早文で別荘地のことを知りましたが、道中で地図を落としてしまい、道に迷ってしまったのです。ここで紅家の方に会えて良かった」

「そうでしたか。こちらが場所を変えたせいで、無用なご苦労をおかけしました。ところで、都からのお使いというのは、小龍様おひとりなのでしょうか」

「いえ。上司らはこの手前の宿場に待たせています」

　第三皇子の使者が人夫と二人だけ、というのを訝いぶかしく思っていたが、それで腑ふに落ちた。

　小龍の話によれば、使者は小龍以外にも上司と同どう僚りようが三名いるのだという。他ほかに、旅の途中で雇やとった人夫が数名。　>>>♥

　青江省までは辿たどり着いたが、その先の道行きが怪あやしいため、上役は宿に残し、一番下したっ端ぱの小龍が道順を確かめに出たのだという。道々、通行人に話を聞いて丘きゆう陵りよう地帯までは辿り着いたものの、細かい道順がわからなくなったのだとか。

　この丘を越こえれば紅家の別べつ荘そうだったが、この辺りは小道が分かれていてわかりづらい。人の通りも少ないから、困っていたのだろう。怜藍は苦労をかけたことを再度詫わびた。

「では、小龍様には使用人に当家まで案内させましょう。私はこれから、宿場まで他の使者の方々を迎むかえに行って参ります」

「いえ。私の供を付けますので、宿場にはそちらの従者にお願いできますか。私は怜藍さんと一足先にお宅へ参ります。……子し蓉よう」

　怜藍の提案を遮さえぎって、小龍が言った。子蓉、という小龍の呼びかけに応える声がして振ふり向くと、いつの間にか木陰にいたはずの人夫風の男が立っていた。

「紅家のお供の方を、宿場へ案内してくれ」

「しかし、迎えるのが使用人だけでは、上役の方に失礼にあたらないでしょうか」

　怜藍としては、使用人と人夫の二人で迎えに行かせるのは、いささか不安だった。小龍の上司が、どれほどの身分の者かわからなかったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それに、先に怜藍さんが家に戻もどられていた方が、いろいろと準備もしやすいでしょう」

　確かにその通りだったので、怜藍は小龍を連れて先に別荘地へ向かうことになった。怜藍の使用人も都からの使者を迎えに行くことになり、不安そうだったが、子蓉と呼ばれた人夫は特に何とも思っていないようだった。

　二手に分かれ、怜藍たちは馬で丘を上り始めた。心づもりをしていたとはいえ、第三皇子の使者などという身分の高い人物と接するのに、怜藍はいささか緊きん張ちようしていた。だが小龍は気さくな男で、道すがら、人懐っこく人を警けい戒かいさせない態度で、あれこれと話しかけてきた。

「紅家の若わか旦だん那なというのは、宿場の者たちからも大変な美形だと聞いていました。しかしこんなに美しい方とは思わなかった。それにお若いのに、しっかりしてらっしゃる」

「ありがとう存じます。若いと言っても、もう二十一になります」

「私より六つも若いのか。奥さんは？」

「いいえ、まだ。そろそろ身を固めねばならないのですが、なかなかまとまらなくて」

「怜藍さんほどの方なら、どんなお嬢じようさんでも喜ぶでしょうに」

「生憎あいにく、薬のことばかりで気が利きかないものですから」

　小龍の会話や態度は、いささか能天気にさえ感じられたが、これは探さぐりを入れられているのだろうなと怜藍は気づいた。

　彼は話術に長たけているのだろう。実際にはあれこれと直ちよく截せつに問いかけるのに、不思議と馴なれ馴れしいとは感じない。つい気を許して話してしまうような、巧たくみな話し方なのだ。

　怜藍も尋ねたいことは多々あるのだが、それとなく誘ゆう導どうされてあまりこちらから問いかけができないようになっている。

（なかなかの曲くせ者ものだな）

　多くの人は、彼を「気さくで気持ちのいい青年」だと捉とらえるのだろう。しかし商あきないをして様々な人と日々接している怜藍には、それだけではないとわかる。

　彼らを丸めこもうと思っていたが、これは一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。そして相手もまた、怜藍に対して同じような印象を持ったようだった。

「先ほどの子蓉と仰おつしやる方は、失礼ながら途と中ちゆうで雇った人夫かと思いましたが、小龍様の部下の方なのですね」

　会話がふと途切れた後、怜藍がそんな話を振ったのは、特に他意があってのことではなかった。ただ話の接つぎ穂ほとして水を向けたのだった。

「……そう感じましたか？」

　小龍の目が一瞬、わずかに細められた気がした。だがすぐに、にこっと人懐っこい笑みを浮うかべる。こちらが尋ねたことへの返答はなかったので、仕方なく怜藍が言葉を繫つなげた。

「こちらの勘かん違ちがいなら失礼しました。彼はただの人夫にしては動きがテキパキしていましたし、小龍様も信しん頼らいされていらっしゃるようなので」

　子蓉という男の人となりについて、怜藍はそこまで興味があるわけではなかった。人夫であれば、帰りがけに駄だ賃ちんと酒を振ふる舞まって帰そうと思っていたが、部下ならば、彼も小龍たちと共に別荘に逗とう留りゆうすることになるだろう。

　話のついでに相手の身分を把は握あくしようとしただけだったが、小龍の目がわずかに鋭するどくなったので、ヒヤリとした。

「申し訳ありません。何か不調法なことを申しましたか。田舎いなか者ものゆえ、お許しください」

　怜藍が恐きよう縮しゆくする体ていを作って謝ると、小龍はすぐに屈くつ託たくのない表情に戻った。

「いいえ。子蓉は旅に出る際、華京で雇った者です。なかなか使える男だったので、手放さずにここまで連れてきました」

「そうですか。では、子蓉さんのお部屋もご用意しましょう」

　何にせよ、この男は油断がならない。怜藍はこれまで、様々な客に出会ったことがあるが、小龍は何か底の知れない恐おそろしさがあった。

　初めて会った、しかも物もの柔やわらかな屈託のない男に、恐ろしいとまで思うのは大おお袈げ裟さかもしれない。けれど彼にはどこか常人とは違う空気を感じる。確たる根こん拠きよはない。ただ勘としか言いようがなかった。

（この男だけなのか。それとも、宮きゆう廷ていの人間というのは皆みな、こういう人たちなのか）

　大切な藍羽を守るために、自分は上手うまく立ち回れるだろうか。怜藍はにわかに不安を覚えるのだった。










　宿場にいた残りの使者たちは、夕方には別荘に辿り着いた。小龍が道を探す間に休息を取っていたようで、然さほどの疲つかれも見せない。湯あみをさせて旅の汚よごれを落とした後、別荘の大広間にご馳ち走そうを並べて彼らを歓かん待たいした。

　その頃ころには、街から父と叔父おじも駆かけつけていた。怜藍があらかじめ街の妓ぎ楼ろうで手配しておいた娼しよう妓ぎも席に加わり、豪ごう華かな宴うたげとなった。

「青江省はどんな田舎かと思っていたが、肴さかなも美味うまいし美女揃ぞろいだな」

　小龍の上司で使者の長だという、童どう尖せんという禿とく頭とうの中年役人は、酒と女に囲まれてすっかりご満まん悦えつだった。かつて宮中にいたという宦かん官がんのような、甲かん高だかい声の小こ柄がらでなよっとした男で、いかにも小役人といった風ふ情ぜいである。

　小龍の上司や同僚だというから、どんな人物が現れるのかと戦々恐々としていたが、彼を見て拍ひよう子し抜ぬけした。

　残りの二人は二十代から三十代くらいの、物静かな男たちだ。童尖の部下だというが、表情が乏とぼしく、武官のような所作なのが気になるといえば気になる点だった。しかし、小龍のように腹に一物ある様子ではない。

　怜藍の目には小龍を含ふくむこの使者たちが、どうにも不ふ均きん衡こうでちぐはぐに見えたが、父や叔父は違い和わ感かんを覚えてはいないようだった。

「それで、藍羽殿どのにはいつお会いできるのかな」

　娼妓たちが歌い踊おどり、いい加減に酒が回った頃、童尖が思い出したように切り出した。父と叔父は怜藍を見る。

　別荘に移ってから、藍羽には怜藍が掛かかりきりだったので、父や叔父は藍羽が今どんな状態なのか知らないのだった。

　怜藍は末席から童尖の前に出て、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「申し訳ありません。従弟いとこは先日からずっと、熱を出して床とこに臥ふせっているのです。皆様の前にお出しするには、いささか不調法でして」

「熱？　それは『几子』の熱か」

「いえ、それはまだ時期では……。藍羽はこのたびの縁えん談だんに喜び、皆様をおもてなしする準備をしていたのですが、いささか気が張り過ぎてしまい、倒たおれてしまったのです」

　いろいろな理由をつけて、できる限り藍羽を人前に出さないでおくつもりだった。藍羽はまだ、人前に出る恐きよう怖ふを克こく服ふくしていない。本人も頑がん張ばってはいるようだが、身体からだが付いていかないようだった。

　いっそ、人前で取り乱す藍羽を見て、童尖が縁談を考え直してくれれば逆に僥ぎよう倖こうかもしれない。そのことも考えたがしかし、何とかこの縁談をまとめて自分の手柄にしようと目もく論ろんでいるなら、無意味な作戦だ。

　見る限り、童尖は小役人らしい俗ぞく物ぶつのようだった。妃きさき候補に多少の瑕か疵しが見つかっても、縁談をまとめて藍羽を都に連れて行こうとするだろう。

　今の状態で彼らの前に藍羽を出しても、藍羽が辛つらい思いをするだけだ。それに、藍羽は器量がいい。身内の目から見てもかなりの美少年で、行ぎよう儀ぎも申し分ない。きっと一目で気に入られてしまう。となると、賄賂わいろで誤ご魔ま化かすのは難しい。

　彼らに引き合わせる前に、それとなく藍羽に対する悪い印象を与あたえておくつもりだった。

「なるほど。では今夜は遠えん慮りよするとしよう。それから、我われ々われは藍羽殿が『几子』の熱を発するのを待って検分を行う」

「検分、とは」

　叔父が不安そうに声を上げた。

「むろん、『几子』であるかどうかだ。田舎ではどうだか知らぬが、都では『几子』が貴人の家に嫁とつぐ際には、必ずこうした検分が行われるのだ」

　身分のある家や金持ちは『之人』を産ませるために、進んで『几子』を娶めとる。だから玉たまの輿こしや多大な結ゆい納のう金きん目当てに、普ふ通つうの男子を『几子』と偽いつわって嫁よめにやる不届きな家があるのだ。

『之人』と暮らせばたちまち噓うそだと知られてしまうのだが、周りに『几子』や『之人』がいない人たちは、そうした事実を知らない場合もある。

　中にはもっと悪質なのもいて、金持ちの家から結納金を巻き上げ、一家で逃にげ出してしまうこともあった。

「そのために、検分役として『之人』の小龍を同行させている」

　人々の視線が小龍に移った。末席にいた小龍は、紅家の人々に向けて人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべた。

「藍羽殿が『几子』の熱に入りましたら、どうか私にお知らせを。検分と言っても、部屋の外から確かく認にんするだけです。その際も、私の同どう僚りようが脇わきで控ひかえております。藍羽殿は三皇子殿でん下かのお妃候補。万が一にも間違いを起こさぬように配慮致いたしますので、ご安心ください」

　小龍の物柔らかで丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいに、父も叔父も目に見えて安あん堵どした様子を見せた。怜藍も彼の気遣いを好ましく思う。

　それにしても、小龍は『之人』だったのだ。やはり、という思いと共に、訝いぶかしくもあった。

　初めて出会った時にそうではないかと思ったが、童尖のような小物の下に付くのが『之人』のはずはないと、勝手に解かい釈しやくしていた。

　小龍のような男が、『之人』にもかかわらず、あんな小役人に使われなければならないなんて、宮中の人事というのは複雑なのだな、と内心で思う。

　ますます藍羽を嫁にやりたくないと考えつつ、表面上は恭しく頭を下げた。

「かしこまりました。では皆様も、従弟の検分が済むまでこちらにご逗留いただくことになりましょう。なにぶん田舎ではございますが、海の幸さちと妓おんなの器量は都にも引けを取らぬと自負しております。どうかごゆるりとおくつろぎくださいませ」

　妓と聞いて、童尖の顔が緩ゆるむのが見て取れた。藍羽の発情期を待つ間、この男にはここでたっぷり遊んでもらおう。怜藍が娼妓たちに目配せすると、娼妓たちは色っぽい仕草でつ、と童尖の袖そでを引いて何やら耳打ちした。そろそろ部屋に行こうとでも囁ささやいているのだろう。

　ではそろそろ……と、空気を読んだ父が声を上げ、ようやく宴はお開きとなった。

　怜藍は父や叔父と共に客室へ去る客人たちを見送り、その後も使用人たちへ細々と指示を出さねばならなかった。

　細々とした雑事を終えると、すでに時間は真夜中に近かった。別べつ荘そうの奥にいる叔母おばと藍羽に、今日のことを報告したかったが、あまりにも遅おそい時間だ。自分も疲れている。何となく熱っぽい気がした。

（私の発情期はまだ先のはずだが。気をつけないとな）

　もう今日は休もう。使者たちのもてなしは、娼妓たちに任せてある。酒もだいぶ飲んでいたし、旅の疲れもあるから、昼まで起きてこないだろう。

　そう決めて、客室のある棟むねから家の者たちが寝ね泊とまりする奥の棟へ向かった。時おり夜風が吹ふいて、手に提さげた灯とう籠ろうの火が揺ゆらめいた。

　棟から棟へ渡わたる長い石いし畳だたみを中ほどまで歩いた時、ふと夜風に混じって、甘い香かおりを嗅かいだ気がした。

（……何だろう）

　とても甘い、いい匂においだ。その香りに惹ひかれて、怜藍は思わず立ち止まった。手提げ灯籠を匂いのする方へ向けてみたが、そこには何もない。そこには闇やみに溶とけ込む深い木々があるばかりで、匂いの素もとになるような花や果実は見られなかった。

　やがて、風向きが変わって匂いを感じられなくなる。怜藍は諦あきらめて先を急いだ。

　ただ、いい香りがしただけ。それも気のせいかもしれないのに、なぜかひどく胸がざわついている。いったい何の香りなのか、気になって仕方がなかった。

　そんな中でふと、頭の中に小龍の顔が思い浮うかぶ。どうして彼を思い出したのか、自分でもわからない。

（『之人』の発情の匂い……のはずは、ないか）

　彼らは単体では発情しない。『几子』の発情に誘ゆう発はつされて理性を奪うばわれるのだ。藍羽はまだ発情期ではないし、怜藍の処方した薬をきちんと飲んでいれば、個人差はあるが発情期でも匂いを振ふりまくことはほとんどない。

　それに小龍が、こんなところをうろついているはずはなかった。彼は今いま頃ごろ、自分の部屋で怜藍があてがった娼しよう妓ぎと戯たわむれているはずだ。

　あの男が女を抱だく姿を想像した時、なぜか胸がちくりと痛んだ。それから、そんな自分に戸と惑まどう。ずっと彼のことばかり気にかけている。

　今日出会ったばかりの男だ。京けい師しの役人で、あと半月もすれば都に帰ってしまう。それに年は二十七歳、さすがに妻がいるだろう。妻はどんな人だろうと想像し、自じ嘲ちようした。

（私は彼に、憧あこがれを抱いだいているのかもしれないな）

　柔にゆう和わで優やさしげで、それでいて腹に一物ありそうな、おかしな男に。彼が『之人』で、自分が『几子』だから、本能で惹かれるのか。でも今まで『之人』に会っても、こんな気持ちにはならなかった。

　天命、という単語が頭に浮かぶ。

　昔から、よく言われる話だ。『之人』と『几子』は、この地上のどこかに、天命によって定められた番つがいがいるのだという。そうした定めにある二人は、出会ったその時から互たがいに強く惹かれ合うのだとか。

　天によって定められた、この世で唯ゆい一いつの相手。

（おとぎ話だな）

　怜藍は闇の中で密ひそかに笑った。本当かどうか怪あやしい話まで持ち出して、小龍と自分の関係を考えている。だが今はそんなことにうつつを抜ぬかしている場合ではなかった。

（忘れよう）

　夜風がそよりと頰ほおを撫なでる。その風にまた、わずかに甘い香りを感じた気がして、怜藍は人知れず頭かぶりを振った。










「ちょっと、若わか旦だん那な」

　翌朝、といっても日もだいぶ高く昇のぼった頃だ。

　遅い朝食を終えた怜藍は、藍羽のいる棟へ行こうとして、女の声に呼び止められた。

　声のする方へ目をやると、客人のいる棟に続く石畳に数人の娼妓たちの姿がある。昨日、客人たちにあてがった女たちだ。童尖に充あてた娼妓だけがいない。

　怜藍は娼妓たちに近づいた。さりげなく辺りを見回して、人の姿がないのを確認する。

「姐ねえさんたち。ずいぶん早いお帰りだね」

　日がてっぺんに昇るまでは、客室から戻もどされないと思っていた。怜藍が言うと、娼妓の一人は「早いなんてもんじゃないわよ」と唇くちびるを尖とがらせた。

「あたしもこの子も、雀すずめが鳴く頃に放ほうり出されたんだから」

　隣となりにいる女も大きくうなずく。二人は、武官風の男たちに付いていた妓だ。

「それは無ぶ粋すいだな。大方、妓との遊び方を知らないんだろう」

「そうね。あっちの方はすごかったけど。若旦那が言ってた通り、武人さんかもね。何となくだけど」

「何となく？」

「確証はないの。だって、ちっともこっちの話に乗ってくれないんだもの。逆にこの家のこと、あれこれ聞かれるし」

「あたしも。藍羽様や若旦那のことも聞かれたわ。言われた通りに話したけど」

　妓たちには最初から、藍羽が自宅から一歩も出られないことについて、それとなく耳に入れるように伝えてある。

　こんな別荘では、客人たちが街の噂うわさを耳にする機会もないし、家の者は客に対して迂う闊かつに噂話をしない。怜藍も立場上、表立って話すことはできない。だから娼妓を使って、藍羽の現状を知らせることにしたのだった。

「あんたたちはまだましよ。あたしなんか、昨日は仕事もせずに自分の部屋で寝ねたんだから。せっかくいい男だったのに」

　そうぼやいたのは、小龍に付けた娼妓だった。宴うたげの後、娼妓と共に自室に向かった小龍だったが、部屋の前まで着くと、「今日は疲つかれたから」と言われて帰されてしまったのだという。

「あたしが旦那様に叱しかられるからって、食い下がったんだけどね」

　私から話をつけておきますからと、物もの柔やわらかだがきっぱりとした口調で言われ、渋しぶ々しぶ諦めたのだった。

「玉ぎよく鈴れい姐さんの手管でも敵かなわないんじゃ、仕方がないな」

「見かけによらず堅かた物ぶつなのかね。よくわからないお方だよ」

　怜藍は妓たちに礼を言って別れた。彼女たちは街一番の妓ぎ楼ろうにいる娼妓たちだ。普ふ段だんから、地方の高官や金持ちの商人たちを大勢相手にしている。人を見る目は確かだ。

　そんな娼妓が、小龍や武官風の男たちを胡う散さん臭くさく思っている。怜藍が彼らを見て違い和わ感かんを覚えたのも、気のせいではないのだ。

（童尖はともかく、他ほかの三人はただの官かん吏りではない。ではなんだ？）

　役人ではなく、第三皇子の家臣ではないかとも考えた。しかし、それならそう言えばいいだけで、役人を、それも童尖の部下を装よそおう意味がわからない。それに童尖は、何のためらいもなく彼らを部下として扱あつかい、居い丈たけ高だかに振ふる舞まっている。もし小龍たちが皇子の家臣で身分を偽いつわっているのなら、童尖はたとえ演技でもあんな態度はできないだろう。

（童尖は彼らの身分を知らない？　そんなことがあるのか）

　いくら考えても、宮中の事情に詳くわしくないので、よくわからない。今日はそれとなく、小龍を探さぐってみよう。

　ひとまず使者のことは置いておいて、藍羽の様子を見に行くことにした。藍羽と叔母おばは、客室からも家人用の棟からも離はなれた、敷しき地ちのもっとも奥まった場所にいる。

　昨日は一度も顔を見せてやらなかったから、従弟いとこは心細く思っているかもしれない。そう思って足早に奥へ向かったのだが、向こうから藍羽が駆かけてきたので、びっくりした。

「従兄にいさん！」

「藍羽！　こんなところまで出てきて！」

　怜藍は血相を変えて叫さけんだ。客室からはだいぶ離れているが、万一にも見られたら大変だ。藍羽は熱で臥ふせっているという設定なのである。

　本人もそれはわかっているはずなのに、どうして出てきたのだろう。咎とがめようとしたが、藍羽が慌あわてた様子で縋すがりついてきたので、強く言えなくなった。

「いったい、どうしたというんだ」

「すみません、従兄さん。でも阿兎が。いなくなってしまったんです」

　怜藍の愛犬である。自宅を長く留守にするので連れてきたが、客を迎むかえるので藍羽に預かってもらっていた。

「家の前で遊ばせていたんですが、野の兎うさぎを見つけて追いかけていってしまったんです」

　どんなに呼んでも戻ってこないので、心配になって捜さがしに来たのだという。

「なんだ、そんなこと。きっと兎に興奮して我われを忘れてるんだろう。私が捜してくるから、お前は家にいなさい」

「すみません、従兄さん」

　申し訳なさそうに言って身を翻ひるがえす藍羽は、とりあえず元気そうだった。そのことに安あん堵どしつつ、阿兎の姿を捜した。

　とはいえ、別べつ荘そうの敷地は広い。街の自宅の五倍ほどはあるし、その周りも森や川に囲まれている。遠くまで行って戻ってこられなくなるのではないかと、心配だった。

「阿兎、阿兎」

　愛犬を呼びながら、舗ほ装そうされた石いし畳だたみを外れ、植え込みなどを捜す。敷地は全体的に緩ゆるい斜しや面めんになっていたが、阿兎を捜すことに気を取られて、足元を注意していなかった。

　何気なく一歩を踏ふみ出した時、思いがけず急な斜面になっていて、足を滑すべらせた。

「うわっ」

「危ない」

　叫んだのと、近くで誰だれかの声が上がったのとは同時だった。頭から転げそうになった怜藍の腰こしを、横から伸のびた腕うでが掬すくい上げる。重心が崩くずれ、怜藍はその腕の中に倒たおれこんだ。

「あ……」

　気づくと、逞たくましい胸の中にいた。その中で、ふわりと甘い香かおりを嗅かぐ。それは昨晩、庭先で夜風に流れてきた香りと同じだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　頭上から柔らかな声がした。怜藍を助けたのは、小龍だった。顔を上げると思わぬ近さに彼の美び貌ぼうがあった。

「あ、も、申し訳ありません」

　なぜ彼がここに、と考える間もなく胸が大きく跳はねて、慌てて小龍から離れる。しかし、後ろに下がろうとして、また足を滑らせた。

　小龍がさっと手を伸ばしてそれを支える。

「気をつけて。坂道になってますから」

「……すみません」

　同じ場所で二度も足を滑らせるなんて恥はずかしい。今度こそ転ばないようにと、ソロソロと慎しん重ちように足を後ろに運んだ。

　するとその動作がおかしかったのか、小龍が「ぷっ」と笑いを漏もらす。怜藍は相手を睨にらみ上げた。

「何がおかしいんです」

「いや、すみません。何だかよちよち歩いていて可愛かわいかったから」

「な……」

　よちよちとは何だ。赤ん坊ぼうみたいに。怜藍は目元を赤くしてさらに睨み上げたが、小龍は笑いのツボにはまってしまったらしい。しばらく肩かたを震ふるわせて笑っていた。

「すみません。少し前から、あなたがこちらに歩いてくるのを見てたんです。足元が危なっかしいなと思っていたら、すごい転び方をするから……意外とおっちょこちょいなんですね」　>>>♥

　笑いを堪こらえながら言われて、かあっと頭に血が上るのを感じた。

　怜藍は身体からだを動かすこと全ぜん般ぱんが苦手だ。塾じゆくの成績はいつも一番だったし、物を暗記するのも得意だった。頭を使うことについては長たけていると自負しているのだが、子供の頃ころから駆けっこは遅おそいし、木に登れば滑り落ちた。

　密ひそかに気にしていたことを揶や揄ゆされ、怜藍はむっ、と大人げなくそっぽを向いた。

「助けていただいて、ありがとうございました。先を急ぎますので、では」

「あ、待って」

　後ろから慌てる声がしたが、構わず歩き出す。けれど、滑らないようにしようとゆっくり歩いているせいで、すぐに追いつかれてしまった。

「そんなへっぴり腰で歩いていたら、逆に危ないですよ」

　しかもわざとからかうように、そんなことを言ってくる。

「小龍様は、意外と性格が悪いですね」

「ひどいな。これでも周りには人格者と言われているのに」

「周りの方の目が節穴なんですね」

　後ろから付いてくる男を振り返らず、冷たく言い放った。小龍は楽しそうにクスクスと笑う。

「待ってください。犬をお捜しではないですか」

　怜藍が立ち止まって振り返ると、小龍はにっこりと朗ほがらかに笑って見せた。そして彼の後ろに、いつの間にか人夫の子蓉が付いてきていた。さらに子蓉の腕の中に、捜していた阿兎が抱だかれているのを見て、目を丸くする。

「あっ、阿兎」

　怜藍が思わず声を上げると、阿兎はワフッと軽快に応こたえた。さっきはいくら呼んでも返事をしなかったくせに、特に反省した様子はない。子蓉からもらい受けると、阿兎はブンブンと尻尾しつぽを振って怜藍に鼻先を近づけてきた。

「ありがとうございます。捜していたところなんです」

　子蓉には何も含ふくむところはないから、素す直なおに頭を下げた。子蓉は「いいえ」と控ひかえめに目を伏ふせる。

「可愛いな。藍羽さんの犬ですか」

　小龍がにこにこしながら言った。怜藍はそれについ、舌打ちしそうになった。さっき、藍羽が外に出ていたのを、見られていたのだ。

　藍羽が熱で臥せってなどおらず、元気でピンピンしていることを知られてしまった。

「いえ。阿兎は私の犬です。こちらに来て自宅を長く空けるので連れてきたのですが、忙いそがしいので従弟に世話を任せていました」

　とりあえず、表面上は平静を装よそおい、何も気づかぬふりをしてみる。

「ところで、小龍様はなぜここに？　家の者には、お客様をおもてなしするよう申し付けておりましたが。もしやお退たい屈くつだったでしょうか」

　客間のある棟むねには、使用人たちを多く配してある。客を見張っているわけではないが、あまり勝手なことをされても困る。客人たちが目を覚ましたら、食事を出したり湯あみを勧すすめてもてなし、こちらに報告するように言ってあった。

　使用人たちが何も言ってこないので、まだみんな寝ねているのだと思っていたのだが。

「いいえ、昨日は思わぬご馳ち走そうに与あずかり、満腹のまま寝てしまいました。まだ腹も空すかないので、こうして二人で散歩をしていたのです」

　だからといって、人様の家の庭を勝手に歩き回るのは、あまり行ぎよう儀ぎのいい事とは言えない。また、それがわからない男ではないだろう。

　訝いぶかしく思っていると、小龍はこちらに向ける笑えみを深くした。それから、「怜藍さん」と不意に改まって呼びかける。

「これから少し、お話をしませんか。私はあなたに聞きたいことがある。あなたもそうでしょう。こうして腹を探さぐり合っていても、時間が経たつばかりだ」

　ここで核かく心しんをつかれるとは思っていなかったから、怜藍も驚おどろいた。

「被かぶっていた猫ねこを、ここで脱ぬがれるとは思っていませんでした」

　目を見開いて言うと、小龍はおかしそうに笑う。

「相手があなただからですよ。それに、上司はここで長なが逗とう留りゆうを決め込んで酒池肉林に溺おぼれるつもりらしいが、私たちは早く検分を済ませて都に帰らなければならないのです」

　私たち、というのが誰と誰なのかわからない。だが確かに小龍の言う通り、彼とは互たがいを探り合うよりも、腹を割って話す方が早そうだった。

　そう決めると、怜藍は踵きびすを返して進む方向を変えた。

「ではこちらに。そのすぐ下の池のほとりに、東あずま屋やがあります。そこでお茶を飲みながら話をしましょう」
















　使用人に言って、東屋へお茶と菓か子しを運ばせた。東屋の卓たくに、小龍と向かい合わせに座る。子蓉は、いつの間にかいなくなっていた。

　阿兎はお茶を運んできた使用人に託たくそうと思ったのだが、阿兎が嫌いやがった。すると、小龍が抱かせてくれと言う。

　小龍が抱き上げると、阿兎はまるで飼い主に対するかのように、尻尾を振り回してキュゥンと彼に甘えた。番犬には向かない犬なのだ。

「私も、白い犬を飼っているんです。長旅のせいで、もうずいぶん会っていません。この子を見ていると懐なつかしくてね」

　阿兎に向ける小龍の眼まな差ざしは優やさしい。都に残してきた犬も、きっと本当に可愛がっているのだろう。いったい彼は、どういう男なのか。ますますわからなくなる。

　人ひと払ばらいをすると、二人はしばらく無言で茶を飲んだ。先に口を開いたのは小龍だった。

「藍羽さんは、外に出ることも難しいそうですね。街の噂うわさで聞きました」

　彼は再び、核心から入る。少し明るい色の瞳ひとみが真っ直すぐにこちらを見つめていて、そこには腹を割って話そうという彼の意志が窺うかがえた。

　だが怜藍は、彼は街の噂をどこで知ったのかと考える。昨日は丘きゆう陵りようの手前で出会い、真っ直ぐ別べつ荘そうに来た。街に行く時間などなかったはずだ。それより以前、童尖たちを宿場に待たせ、街で情報収集をしていたというのもまた、時間的に無理がある。

　誰だれかから聞いたのか。そこで、先ほどの子蓉の顔が思い浮うかんだ。彼なら自由に動ける。

「……あなたは、何者なのですか」

　ただの日ひ雇やとい人夫が、隠おん密みつめいたことをするはずがない。子蓉はただの人夫ではない。それを召めし抱かかえる小龍もまた、ただの官かん吏りではない。睨にらむように問い返すと、小龍はわずかに目を見開き、それから楽しそうに笑った。

「今の私の一言で、様々な思考を巡めぐらせる。やはりあなたは面おも白しろい人ですね」

「私はただ、家族を守りたいだけですよ」

　面白いことなど何もない。こちらは必死なのだ。にこりともせずに言うと、小龍はまた笑みを深めた。

「そう。宮中は、ただ華はなやかなばかりの場所ではない。藍羽さんの身の上を聞いて、彼のような方が輿こし入いれするのはあまりにも酷こくだと思いました。あなたもそれがわかっていて、どうにかしてこの縁えん談だんをぶち壊こわそうとしているんでしょう」

　怜藍は声に出しては応こたえず、目を伏ふせて沈ちん黙もくすることで同意を表した。

「実は私も、同じ思いなのです。──正しくは、私の仕える三皇子殿でん下かのお考えですが」

　小龍はそこで、おもむろに服の襟えり元もとをくつろげた。袍ほう服ぶくの下で、首から下げていた革かわ紐ひもを外して卓の上に置く。革紐の先には指輪が付いていた。

「これは……」

　指輪は、翠みどりの玉石に彫ほり物をあしらった見事なものだった。彫り物は菊きつ花かと龍りゆうだ。菊花はこの煌国の現王朝、華か王朝の国花で、龍は天子の子孫を表す。玉石の色は位を表し、翠は三番目。

　この印を持てるのは、第三皇子本人か、彼から直接この指輪を賜たまわった者だけだろう。小龍は役人などではない。童尖よりもずっと上にいる、第三皇子の直臣なのだ。

　怜藍の様子を見て理解を悟さとったのか、小龍は翠すい玉ぎよくを再び服の下にしまった。

「第三皇子、州す舜しゆん殿下は、この縁談だけではなく、『几子』を娶めとることを回かい避ひしたいのです」

　にわかには、皇子の意図がわからなかった。『之人』を産むために、『几子』を妻に迎むかえることは、皇族にとって義務のはずだ。

「州舜様は私と同じ二十七歳。いまだ一人の妻もおられない。これは皇子にとっては、きわめて異例のことです。特に皇位継けい承しようの上位にいる皇子にとっては。しかし皇子は周りから変わり者と言われながらも、今までどうにか独身を貫つらぬいてきた」

　しかしついに、父である皇こう帝てい陛下から直々に、妻を娶るように命じられてしまった。皇子は何人妻を娶っても構わないが、一人は必ず『几子』でなくてはならない。

　皇帝の肝きもいりで『几子』の妃きさき探しが始まり、白羽の矢が立ったのが紅家の藍羽だった。

「それまでは、上がってくる縁談にそれとなく手を回して潰つぶしてきたのですが、この青江省は華京から離はなれた場所で、手を回す前に話が進んでしまった」

　陛下の肝いりとあれば、たとえ第三皇子であっても正面から断るわけにはいかない。そこで直臣の小龍が身分を偽いつわって使者の一行に加わり、この話を阻そ止ししようとしたのだという。

「なぜそこまで、三皇子殿下は『几子』との縁談を拒こばまれるのでしょう」

　小龍の目的が自分と同じだとわかったが、まだ手放しには喜べない。それに、そんな話をどうして怜藍に打ち明けるのか。

「州舜様が今この時期に『几子』を妃に迎えることは、皇位継承の意志を表すことにもなるからです。たとえ本人にその意志がなくとも、周りにはそのように見られます」

「三皇子殿下には、皇位を継つぐ意志はないと？」

「そう。この場で部外者のあなたに詳くわしい話をすることはできませんが、州舜様は皇位を望んでいません。彼はいろいろと微び妙みような立場にあって、皇位を継げば宮中に無用な争いが起こるからです。州舜様は変わり者ですが、この国が平へい穏おんであることを誰より望んでいる。できれば今はまだ、『几子』を娶ることを避さけたかった」

　小龍の口ぶりに、怜藍は眉まゆ根ねを寄せた。

「ではもう、『几子』を娶ることそのものは避けられない、ということですね？」

　避けられる段階ではなくなっている、ということだ。必ずどこかの『几子』を妃に迎えなければならない。

　小龍は、教師が出来の良い生徒を褒ほめるように「そのとおり」と言ったが、その表情は先ほどのような明るいものではなくなっていた。

「いい加減、縁談を断りすぎました。今回の話を無理に破談にすれば、皇帝陛下に反はん抗こう的であると思われかねません。それもまた避けたい」

「藍羽を妃にはやれません」

　皇位継承争いの中に藍羽を放ほうり込むなんて、下手へたをしたら命に係かかわるのではないか。どんなに玉の輿が名めい誉よなことだろうと、そんな恐おそろしい場所に可愛かわいい従弟いとこをやるわけにはいかない。

「『之人』のあなたにはわからないでしょうが、『几子』というのは非常に生き辛づらい性なのです。私は『几子』の発情を抑おさえる薬を扱あつかう仕し事ごと柄がら、彼らの様々な苦労を見てきました」

　そして自分自身も、実感している。もしも薬がなかったら、月の三分の一は家にこもって震ふるえていなければならないだろう。

　外に出かける時も、必ず薬は所持している。予定よりも早く発情期が来ることがあるからだ。

　でも、もしも外で発情を迎えた時、薬をうっかり落としてしまったら。周りに『之人』がいて、助けてくれる者もいなかったら……？　何気ない外出の時、怜藍が常に恐れと緊きん張ちようを抱いだいていることを、誰も知らない。

　怜藍でさえそうなのだ。藍羽が今、宮中になど嫁とついだら、彼は壊れてしまう。

　絶対に藍羽を第三皇子にはやらない。それくらいなら、今ここで性を明かして自分が行く。

「確かに私には、本当の意味で藍羽さんたちの苦しみは理解できないかもしれない。しかし、彼らがどんな危険に晒さらされているのかは理解しています。昔、私の身近な『几子』の男性が、藍羽さんと同じ目に遭あいましたから」

　最後の話に一いつ瞬しゆん、言葉を失った。その人がどうなったのか。小龍の悲しげな表情から、その先を尋たずねることができなかった。

「彼は、州舜様にとっても身近な方でした。皇位の件もありますが、州舜様はもう、自分の身近な『几子』を不幸にしたくないのです」

　きっと第三皇子の州舜にとっても、小龍にとっても、大切な人だったのだろう。彼の声には苦く悩のうが滲にじんでいて、聞いている怜藍の胸まで痛んだ。

「私も、藍羽さんを輿入れさせることは反対です。しかしもう、紅家から『几子』の妃を娶めとることは決まっているのです」

　妃候補の検分のために使者が遣つかわされたが、それは本当に『几子』であるかどうか、最終確かく認にんをするためのものだ。

　ここで検分役の小龍が、藍羽は『几子』ではない、と告げれば破談になるが、しかし『几子』だと虚きよ偽ぎを告げた罪で、紅家が咎とがめを受ける恐れがある。

　かくなる上は、自分が名乗りを上げるしかない。怜藍が口を開こうとした時、一瞬早く小龍が「怜藍さん」と改まった声で呼びかけた。

「私がここまで打ち明けたのは、あなたにお願いしたいことがあったからです。どうか、私たちに力を貸していただけませんか」

「力、とは」

　この男は、何を言おうとしているのだろう。怜藍が『几子』であることは、さすがに知らないはずだ。

「この難局を乗り切る策の一つとして、我われ々われは以前より適する人材を探していました。聡そう明めいで善良、かつ適度な正義感を持つ人。ただ善良で正しいだけではいけない。しなやかさとしたたかさを備えていなければ」

「それは、もしや……」

　小龍は真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらを見み据すえ、そしてうなずいた。

「もう一つの条件があります。それはその人物が『几子』でも『之人』でもないこと。……怜藍さん、藍羽さんの身代わりになり、あなたに宮中に上がっていただきたいのです。もちろん、第三皇子の妃として」

「……」

　怜藍はしばらく、言葉が出なかった。藍羽の身代わりになるという考えは、怜藍も同じだ。

　だがしかし、この男は決定的な勘かん違ちがいをしている。

（私は『几子』なのに……）

　小龍の話は、皆みなまで言わずともよくわかる。普ふ通つうの男が『几子』のふりをして輿入れするというのだ。『几子』でなければ、藍羽や小龍の知人が被こうむったという悲劇は繰くり返されずにすむ。

「とんでもないことをお願いしているのは、わかっています」

　こちらの動どう揺ようを誤解したのか、小龍は申し訳なさそうな顔になった。

「ですが、縁談がここまで進んだ以上、誰だれかが輿入れしなければならない。華京でも、我々の策に加担してくれる人物を探していましたが、なかなか見つからなかった。しかしここに来て、あなたという人に出会ったのです。子蓉が集めた街の噂うわさでも、怜藍さんは良い評判ばかりでした。聡明で、そして『几子』のための薬方に長たけている」

　巷ちまたでは、藍羽があのような目に遭ったために、怜藍は『几子』の発情を抑える薬の研究を始めたと思われている。あえて否定はしてこなかったが、こんなところで裏目に出るとは。　>>>♥

（いやしかし、むしろこれは、好都合なのではないだろうか）

「中にはあなたのことを『之人』ではないかと言う人もいるのだとか。しかし、あなたがそうなら、藍羽さんは先ほどのように、屈くつ託たくなくあなたに近づくことはできないでしょう。だからあなたは『之人』ではない。そうですね？」

「……ええ。私は『之人』ではありません」

　怜藍はうなずいた。『之人』ではない。噓うそはついていない。だが普通の男子でもない。まだ判断が付きかねて、怜藍は小龍に本当のことを打ち明けるのをためらった。

「あなたが薬を処方した『几子』の方々は、薬のおかげで発情の熱の間も、何事もなく外を出歩けるのだとか。ならばあなたが『几子』として輿こし入いれしても、発情期に熱と体たい臭しゆうを発しない理由もつけられる。自身が処方した薬のおかげで、普通の生活ができると説明するのです」

　それは方便ではなく真実だ。怜藍は薬を飲んでいるおかげで、今日まで己おのれの性別を秘ひ匿とくすることができている。

　ならばこれからも、隠かくし続けることができるのではないか。

　紅家から、誰かを妃きさきとして差し出さなければならない。もとより、のっぴきならない事態になった場合は、怜藍が藍羽の代わりに行くつもりだった。

　しかし今、怜藍が『几子』であることを打ち明けたら、話は振ふり出しに戻もどってしまう。

「あなたの身の上は、もちろん我々が全力をもって守ります。それに輿入れすると言っても、死ぬまで身代わりを強しいるつもりはありません。頃ころ合あいを見て、理由をつけてあなたをお戻しします」

「そんなことが可能なのでしょうか」

　可愛い従弟のためなら、身代わりになるのも厭いとわない。だができるなら、自分も無事である方がいい。不安を滲ませて問うと、小龍は慈じ悲ひ深ぶかく優やさしい眼差しを向けた。

「一度、既き成せい事実を作ってしまえば、皇こう帝てい陛下には義理が立ちます。ほとぼりが冷めるまで、数年は宮中に身を置いてもらわねばなりませんが。何年も子供ができなければ、離り縁えんを言い渡わたす口実ができます。宮中では離縁され、表向きは出家したことにします」

　皇帝やその息子むすこに嫁いだ者は、本来ならば死ぬまで宮きゆう廷ていを出ることはかなわない。しかし夫が亡なくなるか、相手から離縁された場合、その伴はん侶りよは出家し、寺院で余生を暮らすことになる。

　ただしこれは表向きで、宮中では人の目が厳しいのに対し、出家した妃たちに関心を寄せる者はまずいなかった。

　皇帝が崩ほう御ぎよすると、後宮にいた何百という妃はみんな僧そう侶りよや尼に僧そうになるが、その後、名前を変えて還げん俗ぞくすることも珍めずらしくないという。

　華京で有名な料理屋など、何代か前の皇帝の妃が寺院に入った後、開業したのだと言われている。つまりそれだけ、大っぴらに還俗しているということだ。

　また、自分から還俗したと吹ふい聴ちようしない限り、宮中で誰それが離縁されたという話は、外に漏もれることはほとんどない。さらに華京と青江省は距きよ離りも遠く、噂も届かない。

「青江省では、あなたの輿入れの話は伏ふせましょう。期限付きで宮廷に召めし抱かかえられたことにして。あなたの『几子』のための薬方の知識を、宮中に広めるためというのはどうでしょう」

　そうすれば、数年後にはまた故郷に戻って店を継つげる。

「本当に、それが可能なのであれば……」

「この三皇子の印にかけて誓ちかいます。どうかお力をお貸しください」

　小龍は真剣な表情で訴うつたえた。怜藍は今一度、自分の中に問いかける。この男の話は信用に足りるか。まだ出会ったばかりだ。それでも、小龍は信用できる男だと怜藍は感じた。

　理屈ではなく、勘に過ぎない。州舜という第三皇子のことは、会ったこともないのでわからない。しかしこの男なら、信しん頼らいして話に乗ってもいい。

「──わかりました」

　短い逡しゆん巡じゆんの後、怜藍は口を開いた。

「あなたを信頼し、この身をお預けします。どうか、私を宮中に上げてください」










　輿入れは、半年後と決まった。

　使者は一度、都に戻り、また別の使者が迎むかえに来る。怜藍はその新しい使者と共に、都へ向かう。青江省から華京まで片道、一月はかかるから、半年後というのは慌あわただしい話だ。

　家族への説得は、小龍たちの逗とう留りゆう中、秘ひ密みつ裏りに行われた。使用人にももちろん告げず、小龍を加え家族で話し合った。

　宮中で後こう継けい者しや争いがあることは告げず、州舜が『几子』を娶めとるのに乗り気でないこと、しかし紅家から誰かを差し出さねばならないところまで話が進んでいる、とだけ打ち明けた。

　父や叔父おじを始め、最初は皆みな戸と惑まどっていた。藍羽が怜藍に替かわっただけで、大事な息子を差し出すことには変わりがないのだ。

　これは小龍と怜藍が、かわるがわる大だい丈じよう夫ぶだと説得した。

「数年で、必ず帰ってきますから」

　小龍が怜藍を普ふ通つうの男性だと思っていること、しかし実際は『几子』であるという齟そ齬ごについては、小龍に気取られないよう怜藍があらかじめ密ひそかに家族に知らせていた。皆最初は戸惑い、反対もしていたが、小龍と怜藍の二人掛がかりの説得でどうにか納なつ得とくしてくれた。ただ、『之人』の小龍がいるために家族会議に参加できなかった藍羽だけが、最後まで応じなかった。

「私の代わりに従兄にいさんが犠ぎ牲せいになるなんて嫌いやです。やめてください。私が行きますから」

　生まれた時から一いつ緒しよにいて、従兄弟いとこといえば兄弟と同じ。怜藍が藍羽を気にかけ、絶対に妃にはさせないと決心したように、藍羽も怜藍が身代わりになるのは、我が身を切られるより辛つらいことだろう。

「大丈夫。小龍様や三皇子殿でん下かが守ってくださる。子供のお前より、私が行く方がいいんだよ」

　別べつ荘そうの奥で二人きりになり、怜藍は根気強く藍羽に言い含ふくめた。

「でも、小龍さんたちは従兄さんのことを、『几子』だと知らないのでしょう。そんなの、危険すぎます」

「私には自分で処方した薬がある。大丈夫だ。二、三年もしたら帰ってくるよ。お前が迎えてくれることを励はげみにするから、どうか元気でいておくれ。そうして私の留守の間、この家のことを頼たのむ」

　唯ゆい一いつ真実を打ち明けた藍羽は泣いていたが、怜藍はあえてそんなふうに言った。それにもう、藍羽が拒こばもうと拒むまいと、話は先へ進んでいる。

　小龍たち一行が別荘に着いてから十日ほど後、彼らはまた都へ帰って行った。

　紅家の者たちは粛しゆく々しゆくとそれを見送ったものだが、去り際ぎわの童尖は、鼻歌でも歌いそうなほど意い気き揚よう々ようとしていた。

　紅家の「怜藍」は、検分役の小龍が認めた通りの『几子』だとわかり、上手うまく縁談がまとまったからだった。

　輿こし入いれするのは「藍羽」だったはずだが、「怜藍」に変わったところで、童尖は気にしない。また、たとえ童尖が名前が変わったことを訝いぶかしく思い訴えても、他ほかの使者たちは全員、輿入れするのはもとより「怜藍」だったと証言するだろう。

　驚おどろいたことに童尖を除き、四人の使者のうち三名ともが、州舜の息のかかった者だった。

「使者の長だけは、皇族の秘書庁の役人から選ばなければならないので、一番ボンクラそうな男を選びました」

　それが童尖だという。それであの小役人が、小龍たち一行の長だというのが納得できた。しかし怜藍は、童尖を「ボンクラ」と断ずる小龍の物言いに思わず笑ってしまった。

「ボンクラだなんて」

　童尖に悪いと思いながらクスクス笑っていると、小龍は少し眩まぶしそうに目を細めた。

「私は一足先にここを去りますが、都でお待ちしています。あなたを迎えに来る使者たちも、州舜殿下が信頼のおける者だけを配備します。宮中に入ってからは、私が必ずあなたをお守りすると約束します」

　小龍は、必ず怜藍の身を守ると繰くり返し言って、怜藍の心の不安を和やわらげてくれた。

　自分から輿入れすると言ったものの、やはり怜藍も内心では恐おそろしくて不安だった。そんな心の内を小龍は理解していたのだろう。その気き遣づかいが窺うかがえて嬉うれしい。

「ありがとうございます」

　小龍と出会って、まだ十日ばかりだ。しかし怜藍は、その間に自分がどんどん彼に惹ひかれていくのを感じていた。

　出会った時に感じた通り、小龍は策さく謀ぼう家だった。物もの柔やわらかで人当たりの良い顔の裏に、成すべきことをどんな手を使ってでも成そうとする冷れい徹てつさが垣かい間ま見みえる。

　けれども、ただ冷徹なだけでもない。目的のために怜藍を利用することへの罪悪感、葛かつ藤とうが彼の態度や言葉の端はし々ばしに窺えて、怜藍は彼を好ましく思うのだった。

　もちろん、これは叶かなわぬ思いだとわかっている。自分は第三皇子に輿入れする身だ。たとえ偽いつわりの妃だとしても、許されない恋れん情じようだ。

　だから怜藍は、自らの思いを封ふうじ込めることにした。

「あなたにまだ打ち明けていないことを、第三皇子のもとですべてお話しします。どうか、道中ご無事で」

　小龍はそんな言葉を残し、都へと旅立って行った。

　使者を見送ると、紅家の者たちも街へ戻もどった。別荘に移ったことが功を奏して、藍羽の縁えん談だんのために紅家に使者が逗留していたことは、まだ噂うわさになっていない。

　怜藍の輿入れのために、再び都から迎えが訪おとずれるまで、表向きは今まで通りの商あきないをして、家の中では慌ただしく輿入れの準備が始まった。

　自分のことだが、準備はなるべく母や叔母おばに任せ、怜藍は残りの日々を仕事の引き継つぎと、それから『几子』の薬方をまとめることに注力した。

　これまで怜藍が書き留めていた薬の処方についての研究を、藍羽にすべて書き写させ、要点や注意すべき点などをまとめて整理させ、一つの文ぶん献けんにした。

　父や叔父、それに薬方を行う店の者たちには、これまでも薬方についての知識をできる限り伝えてきたつもりだが、微び妙みような匙さじ加減など、怜藍も勘かんに頼たよっているところがあった。その曖あい昧まいな部分を、できる限り書面にしたつもりである。

　怜藍がいなくても、店を訪れる『几子』の客が困らないようにしたかった。そして万が一、自分に何かがあって故郷に戻れなくなった場合、同じ『几子』で薬屋の息子むすこに生まれた藍羽に跡あとを継いでもらいたい。

「従兄さんが帰ってくる時には、きっと家の外でお迎えできるようにします。だからどうか、無事で帰ってきてください」

　藍羽も、怜藍の内心の憂ゆう慮りよを感じ取ったのだろう。そんなことを折に触ふれて言った。

　慌ただしく日々が過ぎ、小龍と出会ってから四月ほど経たった頃ころ、とうとう都から迎えが現れた。今度もなるべく人の噂にならないよう、あらかじめ丘きゆう陵りようの別荘に移っていた。

　宮きゆう廷ていからの迎えは、前回に比べてかなりの人数だった。迎えの中には、小龍に影かげのように付いていた子蓉と、そして前回の使者として同行していた武官風の二人の姿もあった。

　名を夏か傑けつと秋しゆう栄えいといい、年とし嵩かさの夏傑の方は、迎えの一行を束ねる長だった。到とう着ちやくした初日の夜、彼らは子蓉と共に、人目を忍しのんで怜藍のもとを訪れた。

「我われらは第三皇子、州舜殿下より直じかに怜藍殿どのの護衛を仰おおせつかりました。我らが怜藍殿をお守りしますので、どうかご安心ください」

　彼ら三人だけは、怜藍が偽りの妃きさきだと知っているということだった。

「州舜様も、怜藍殿にお会いするのを首を長くしてお待ちしていますよ」

　夏傑は、無骨そうないかつい顔を和らげて、そんなふうに言った。

　それから少し会話をしたが、彼らの口から小龍の名前は一度も出なかった。彼は今、どうしているのか。尋たずねてみたい気持ちに駆かられたが、封じた思いだと衝しよう動どうを押し留とどめた。

　迎えの一団に小龍の姿がないことは、最初からわかっていた。夏傑たちを含め、二十名ほどの人々は『几子』でも『之人』でもない普ふ通つうの男性だ。

　一か月にも及およぶ道中で、『几子』の妃は少なくとも一度は、発情期を迎えることになる。『之人』が一行に加わって間ま違ちがいがあっては困るので、こうした構成なのだろう。

　彼らは五日ほど紅家の別荘に逗とう留りゆうし、長旅の疲つかれを癒いやした後、怜藍と共に来た道を戻る。

　華京への出立の日、見送りに出た家の者は、家族も使用人もみんな涙なみだぐんでいた。

　数年後にまた帰ってくる。そのはずなのに、今生の別れのような気がして、怜藍も涙が出そうになった。

　藍羽は門の外に出ようとして出られず、門もん扉ぴの陰かげで震ふるえながら悔くやし涙をこぼしていた。そんな従弟いとこに安心させるように微笑ほほえんで、馬車に乗る。

　偽りの輿入れだったが、家族は本物と同じように立派な輿入れ道具を揃そろえてくれた。輿入れの荷物に紅家が雇やとった人夫を加え、一行は行きの倍ほどの規模になった。

　家族が自分のためにと整えてくれた、立派な拵こしらえに勇気づけられたし、それに思わぬ頼もしい同どう伴はん者しやもいた。愛犬の阿兎である。

　宮中でどんな生活になるのかわからないから、阿兎のことは藍羽に頼むつもりだった。けれど出立の時になって、阿兎は決して怜藍から離はなれようとせず、どこまでもついて来たのである。

「ご主人と別れがたいのでしょう。怜藍殿さえよければ、一いつ緒しよに連れて行ってはどうですか。州舜様の宮にも、犬がおりますし」

　夏傑に言われて、都へ連れて行くことになった。州舜も犬を飼っているらしい。そういえば小龍にも犬がいると言っていた。夏傑も阿兎を優やさしい目で見るし、州舜の周りの人々はみんな犬好きなのだろうか。

　そうして始まった長旅は、決して快適とまでは言えなかったが、恐れていたよりは不自由ではなかった。

　国内の、華京へ繫つながる道はどれも整っていて、一日で移動できる距きよ離りに、必ず駅や町がある。中には簡素な駅もあるが、寝ね泊とまりする場所はそれほど劣れつ悪あくではない。

　何より夏傑たち、第三皇子から直々に護衛の命を受けた三人が、あれこれと先回りをして、怜藍が快適に過ごせるよう心を砕くだいてくれた。

　旅の中で怜藍は一度、発情期を迎えた。その時は夏傑たちにそう伝え、途と中ちゆうの宿場で数日を過ごした。夏傑たちからすると、怜藍は『几子』ではなく普通の男子だから、発情は演技だと思っていただろう。けれど身体からだがだるく顔色の悪い怜藍を見て、「旅の疲れが出たのでしょう」と心配し、心おきなく休めるように甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれた。

　長い旅を経て、一行はやがて華京へと入った。皇こう帝てい陛下のおられる朱しゆ礼れい城は都の中心にあるのだという。

　怜藍は話に聞いていた華京の景色を実際目にした時、その広さや洗練された街並みにただただ圧あつ倒とうされていた。

　通りの道みち幅はばからして、怜藍の故郷の街の何倍もある。通りは碁ご盤ばんの目のように整然と延び、どんな道も、都の外れにある道さえも綺き麗れいに舗ほ装そうされていた。

　人も多くて活気がある。道を行く人々の服は、彩いろどりも華やかで洗練されて見えた。道中では華か美びに見えた怜藍たちの乗る旅馬車も、ここではむしろ粗そ末まつに思える。

　街中でこうなら、宮中はどれほど雅みやびなのだろう。都に着いてから怜藍は、それまで感じていたのとは別の不安が頭をもたげ始めた。

　今までは漠ばく然ぜんと、その身に降りかかるかもしれない危険を考えていたのだが、だんだんと宮中はどんなところなのか、第三皇子の州舜とはどういう人物なのか、あれこれと想像を巡めぐらせるようになっていた。

　彼に仕える小龍や夏傑たちの言動から鑑かんがみて、きっと悪い人ではないだろう。でも、こちらが思っているより高圧的だったり冷れい淡たんだったり、利己的で愚おろかな人間だったりしたら、彼の妃として過ごすこの数年は、たいへん苦痛なものになる。尊敬できる相手であるよう祈いのった。

　一行は都に入った後、すぐに朱礼城には入らず、数日の間、街に留まった。

「お妃として宮中に入ってしまえば、滅めつ多たに街に出ることはできなくなります。少しの間だけでも羽を伸のばしておければと、州舜殿でん下かから。聞けば、華京には叔父おじ上うえもおられるとか。今のうちにお会いになっておくといいでしょう」

　街の宿に入って夏傑から真実を聞かされ、怜藍は第三皇子の気遣いをありがたく思った。

　それに、二の叔父に直接会えるのはありがたい。輿こし入いれしてからは、彼の店から『几子』の薬の材料を分けてもらおうと思っていたからだ。

　宿から叔父の店に使いをやると、彼はすぐにやってきた。父に良く似た風ふう貌ぼうの二の叔父は、怜藍の元気そうな顔を見るなり、心底安あん堵どした様子を見せた。

「先週、兄さんからの文ふみが届いて驚おどろいていたんだ。だが、元気そうでよかった」

　父は怜藍が出発する前、二の叔父へ、今回の事の次し第だいを文にして送っていた。怜藍が藍羽の代わりに輿入れをすること、だがそれは偽いつわりの婚こん姻いんで、数年後に帰される予定であること、州舜たちは怜藍を『几子』ではなく普通の男子だと思っていること。

　宿ではどこに耳があるかわからず、大きな声では言えないので、叔父はただ「ずいぶんと思い切ったことをした」とだけ言った。

「それで、叔父さんの店から定期的に薬の材料を仕入れたいのです」

　これはあらかじめ、小龍に願い出ていたことだ。宮中で偽りの妃として無む為いな時を過ごすのではなく、宮中にいる『几子』たちのために、彼らに合った薬を処方できるようにしたい。

　半分は自分の薬を調合するための口実で、半分は本音である。小龍から、藍羽のような目に遭あった『几子』がいたと聞いて、心が痛くなった。

　身体に合わない薬で発情期に苦しんでいる者が、きっと宮中にもいるだろう。できるなら、自分と同じ『几子』の苦労が少しでもなくなることを願っていた。

「もちろんだとも。決して足りないことのないように、こちらも多く仕入れておこう」

　怜藍の宮中での不自由を思い、叔父は快く請うけ合ってくれた。

　もとより、『百明堂』が調合する薬の数々は、宮中御ご用よう達たしだ。今も定期的に薬を納品しているので、余分に品を納めるのには然さほど複雑な手続きは必要ない。

　薬については何も心配することがなくなって、ひとまずホッとした。

　それから宿でゆっくり過ごし、たまに護衛付きで街並みを覗のぞいたりして、数日経つといよいよ城内へ入ることになった。

　叔父の一家に見送られて宿を発たち、華京の中心部へと入る。やがて、大きく開けた広場の向こうに城門がそびえるのが見えた。これは城の表おもて玄げん関かんだが、通常は固く閉とざされ、皇帝の即そく位い式しきなど特別な時にしか開かないのだという。

　朱礼城にはいくつも門があって、それぞれに用途が決まっているのだそうだ。怜藍が輿入れのために入る門は広場を横切ってさらに一時間ほど馬車を走らせた城の東側にあった。

　城と呼ばれているが、その敷しき地ちは華京の街が二つばかりすっぽり入るほど広大なものだ。その中央に皇帝の住まう宮、政まつりごとを行う宮、後宮があり、そして皇子を始めとする皇族たちの住む宮が敷地に散在しているのだという。

　城門をくぐるとどこまでも続く庭園があり、馬車に乗ったまま北東へと移動する。やがて大きな池のほとりに、宮の門が見えた。

　その宮の門の前で、初めて怜藍は馬車を降りる。門の奥に小さな家があり、中から現れた宮女たちに迎えられた。ここで、夏傑たち迎むかえの役目は終わりだった。

　迎えてくれた宮女たちは、婚礼の支し度たくを整えるための係で、この小さな宮は州舜の宮ではなく、宮中の皇族の妃きさきとなる人が、輿入れの準備をするためのものなのだそうだ。

「皆みな様さまのおかげで、ここまで無事に辿たどり着くことができました。ありがとうございました」

　夏傑たちと別れる際、頭を下げて礼を言うと、彼らは面おも映はゆそうな顔になった。

「我われら男性はこの宮の中には入れませんが、再び州舜様のもとでお会いすることになるでしょう。しばしのお別れでございます」

　犬の阿兎も、雄おすなので中には入れないのだという。クンクンと寂さびしそうに鳴く愛犬を、仕方なく子蓉に託たくした。見知らぬ土地で家族に等しい阿兎と離れるのは断腸の思いだったが、これが宮きゆう廷ていのしきたりならやむを得ない。

「私めが責任を持ってお預かりします。三皇子殿下の宮で、この子とお待ちしておりますので」

　いつもは滅多に自分から言葉を発しない子蓉が、そう言ってくれたのが心の救いだった。

　こうして夏傑たちは去り、宮女たちに家の中へ誘いざなわれた。

「お妃様には本日から三日間、こちらでお過ごしいただきます」

　中年の宮女が細々と説明してくれた。しかしどうにも気位が高そうでツンケンしている。怜藍を値ね踏ぶみするような目で見た。他ほかの宮女たちも似たり寄ったりだ。田舎いなかの商人、とでも思っているのかもしれない。

　彼女の説明によれば、怜藍はこれから毎日身を清め、三日後の吉きち日じつを待つ。その間に、婚礼の手順なども教えられるのだという。それから三日後の朝から婚礼の準備を始め、夜になってようやく本宮にいる第三皇子、州舜のもとへ向かうことになる。

　ただし、これは内々の婚礼で、これからさらに一週間後、皇子と共に皇帝陛下に拝はい謁えつする儀ぎ式しきがある。こちらが本礼なのだそうだ。

　一通りの説明が終わる頃ころには夕方になっていた。その日、到とう着ちやくして初めての食事が供されたのだが、これがあまりに質素で驚いた。載のっているのは小こ鉢ばちたった一つ。これに重湯のような薄うすい粥かゆが入っているだけ。思わず「本当にこれだけですか」と聞いてしまったが、配はい膳ぜんした宮女には無視されてしまった。

　さらに食事を終えると、身を清めるために湯ゆ殿どのに行くように言われた。花はな嫁よめを迎えるために立派な湯殿が付いているのに、なんと湯ゆ槽ぶねに張られていたのは冷水だった。

（先ほどの粥といい、これはまさか、いびりやいじめというヤツか？）

　黙だまっていようと思ったが、こんなことが三日も続いたら身体をこわしてしまう。仕方なく、自分で外の釜かまに薪まきをくべて湯を沸わかした。何食わぬ顔をして湯殿に戻もどるつもりだったのに、途と中ちゆうで中年の宮女に見つかってしまった。

「お妃になろうというお方が、いったい何をなさっているのです」

　女によ官かんは甲かん高だかい声で叫さけび、それからネチネチと小言を言い始めた。その声を聞きつけ、他の宮女たちも集まって、非難がましくヒソヒソと囁ささやき合う。まるで見み世せ物ものだ。

　これが怜藍ではなく、気の弱い娘むすめや『几子』だったら、萎い縮しゆくしてしまったに違ちがいない。やはり宮中というのは陰いん湿しつなところだと思った。

　しかし、やられっぱなしというのも性しように合わない。

「何をなさるも何も、これから湯殿で身を清めるのですよ」

　宮女に張り合うように、怜藍も大きな声で言った。

「夕ゆう餉げは質素な重湯だけ、さらに水みず風ぶ呂ろに入れという。私は第三皇子の妃となる者ですよ。あなた方は輿入れ前の大事な身を預かりながら、わざと体調を損そこねるような真似まねをする」

「わざとだなんて、言いがかりを……」

　思わぬ強い語気を浴び、中年の宮女は怯ひるんだ。周りで囁き合っていた女たちも、ぴたりと喋しやべるのをやめる。

「わざとでないなら、過失ですね。重大な過あやまちだ。今日、私が元気にこの宮に入ったのは第三皇子のご家臣がご存知ですから、三日後に身体からだを壊こわしていたら、あなた方の責任ということになるでしょう。そのことをよく覚えておかれますように」

　きっぱりと言い切って踵きびすを返す。背後にヒソヒソとかかる非難がましい囁きに、怜藍は背中を向けたままベッと舌を出した。

　しかし翌日から、湯殿の湯槽にはなみなみとお湯が張られ、食事の膳にはご馳ち走そうが並ぶようになった。










　初日の嫌いやがらせが噓うそのように、その後は何事もなく過ぎ、いよいよ輿入れの日となった。

　準備の時にまた、何かされるかと身構えていたが、それこそおかしな拵こしらえをすれば皇子に咎とがめられてしまう。女たちは黙もく々もくと身支度を手伝ってくれた。

　朝からいくつか儀礼的な作業をした後、夕暮れ間近に藍あい色いろの正装をする。婚礼の衣い装しようは赤が普ふ通つうだが、宮中における『之人』と『几子』との婚姻では、濃こい藍色の衣装を身に着けるのが習わしなのだそうだ。

　新婦は蓋がい頭とうという魔ま除よけの布を頭から被かぶせられるが、これも花嫁衣装と同じ藍色である。

　女に付き添そわれて外に出ると、布の向こうでいくつもの手て提さげ灯とう籠ろうの灯あかりが、ぼんやり揺ゆらめいていた。蓋頭で視界は遮さえぎられているが足元だけは見えるので、ソロソロ歩く。やがて辿り着いた、藍色に塗ぬられた輿に乗り、第三皇子の本宮へ向かった。

　本宮へ着いてからは、蓋頭を被ったまま誰だれかわからない数人の女性に導かれ、奥へ奥へと歩き続ける。やがてある部屋の前に立たされ、中に入るように言われた。周りの人々の雰ふん囲い気きから、ここに第三皇子がいるのだと理解する。

　誘われるまま部屋の奥へ進む。香こうが焚たかれているようで、中に入った途と端たんに甘い花のような匂においに包まれた。

　奥まで行くと立派な細工の椅い子すの脚あしが見え、そこに座るように言われた。椅子は二脚きやくある。もう片方に、藍色の新しん郎ろうの衣装を着た男性の足元が見えた。

（この方が、州舜殿でん下か……）

　どんな人なのだろう。一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに小龍の顔が過よぎり、蓋頭の中でぎゅっと目をつぶった。これから皇子に嫁とつぐというのに、他の男のことを考えるなど不ふ謹きん慎しんだ。

　これから自分は、隣となりのこの顔も知らない皇子に嫁ぐのだから。偽いつわりとはいえ、妻になるのだと思うと、不安がむくむくと頭をもたげた。

　怖こわい。覚かく悟ごをして郷里を出たはずなのに、もう怖おじ気けづいている。膝ひざの上に置いた手が小さく震ふるえていて、怜藍はぐっと拳こぶしを固めた。

　その時だった。隣から手が伸のびてきて、怜藍の握にぎりこんだ手に重なった。

「……っ」

　州舜の手だった。声を上げそうになるのを、すんでのところで飲み込む。儀式を終えて寝しん室しつで二人きりになるまで、新郎新婦は言葉を交かわしてはいけないのが決まりだ。

　大きな温かい手は、怜藍を安心させるように優やさしく握りこんだ。相手が言葉を発することはなかったが、「大だい丈じよう夫ぶだ」と言っているように思えた。

　怜藍の不安に気づき、勇気づけてくれている。その心が嬉うれしかった。この方なら大丈夫だと、安あん堵どする。手の震えは治まったが、その後も州舜は儀式の間ずっと手を握ってくれていた。

　新郎新婦の前で、立会人とおぼしき老人が祝いの言葉を述べる。それが終わると新郎新婦の頭上に酒と米が撒まかれ、新郎には藍色の手提げ灯籠が渡わたされる。

　これで人前での儀式は終わりだ。怜藍が故郷で参加した婚礼よりもずっと簡略化されている。これが皇族の儀式なのか、今回に限ってのことなのかはわからない。

　ともかく人前の儀は終わり、立会人に促うながされて二人は立ち上がる。新郎が片手に灯籠、もう片方で新婦の手を取り、寝所へ移動する。そこで初夜を迎えるまでが婚礼の儀式だった。

　州舜は部屋を出ると、前が見えない怜藍の手を引いて、速すぎず遅おそすぎず、ちょうどいい速度で廊ろう下かを歩いてくれた。廊下を曲がる時は、灯籠の灯りを曲がる方向へ示してくれる。わずかでも段差があれば、気を付けるようにと足元を照らしてくれた。

　長い廊下を抜ぬけ、とうとう寝所へ辿り着く。新郎の州舜は持ってきた手提げ灯籠を宮女たちに渡し、怜藍の手を引いて中に入る。

　寝所には小さな灯りが灯ともされ、先ほどと同じ花の匂いの香が焚かれていた。二人が中に入ると、後ろで扉とびらが閉まる。ここからは、州舜と二人きりだった。

　これは偽りの婚こん姻いんなのだから、本当に初夜を迎えるわけではないはずだ。しかしここからどうするのかわからず、怜藍は再び不安になった。

「そう固くならなくていい。そこに椅子があるから座って」

　不意に州舜が声を上げた。怜藍はびっくりした。彼の声が、小龍のそれにそっくりだったからだ。

　まさか。いや、よく似た声なのだろう。思い直し、ソロソロと椅子に座る。傍かたわらに州舜が立った。新郎の手で蓋頭がするりと外される。

　目の前に、州舜の姿が現れた。

「……あなたは」

　怜藍はそう言ったきり、言葉を失った。目の前にいるのは、小龍だった。

　半年前に紅家に現れた、第三皇子の使者。州舜の直臣だという彼が、なぜこの場にいるのか。

　呆ぼう然ぜんと目を見開く怜藍に、小龍は目を細めて微笑ほほえんだ。

「綺き麗れいだ。やはりお前の白い肌はだに、藍色の婚礼衣装がよく似合う」

　柔やわらかな微笑みは、以前の小龍と同じだった。言こと葉ば遣づかいだけが皇子のそれになっている。

「小龍、様？」

「それは仮の名前だ。隠いん居きよして田舎いなかに引っ込んだ、文官の名を借りた。本当の名は州舜。私が第三皇子だ」

　最後は種明かしをするような、いたずらっぽい顔で言う。開いた口が塞ふさがらなかった。

「皇子自ら、長旅をしていたというのですか？　名前と身分を偽って？」

　あの小龍が、第三皇子その人だった。どうりで夏傑たちが誰も、小龍の名前を口にしないわけだ。使者の小龍など、存在しないのだから。

「ご老公の諸国漫まん遊ゆう記じゃないんですよ。どうしてそんな無む謀ぼうな真似を」

　相手が皇子だというのも忘れて、思わず咎めるような口調で言ってしまった。小龍……いや州舜がおかしそうに笑ったのを見て、我われに返った。

「申し訳ありません」　>>>♥

　つい自分の別べつ荘そうにいる時と同じ気分で話してしまったが、彼は第三皇子なのだ。無礼を詫わびる怜藍に州舜は穏おだやかに笑い、それから「こちらに」と怜藍の手を取って立たせた。

　誘いざなわれた先に、藍色の天てん蓋がいが付いた大きな寝台があった。褥しとねには枕まくらが二つ置いてある。二人で初夜を迎むかえるためのものだ。

　寝台の前に立つと、州舜はいきなり婚礼の衣装を脱ぬぎ始めた。薄うすい肌着だけになる。

「あ、あの」

　まさかこれから、本当に初夜を行うのだろうか。焦あせってうろたえていると、州舜が気づいて微笑んだ。

「心配しなくても、いきなり襲おそったりはしないよ」

「お……そんな心配はしてませんが」

「そう？　顔が真っ赤だね。紅家の若わか旦だん那なは意外と初心うぶなのかな。娼しよう妓ぎの扱あつかいにも慣れていたから、てっきり相当遊んでいるものと思っていたが」

「遊んでなどいません。私は、結婚するまで清い身体からだでいると決めているんです」

　こういう意地の悪いところは、小龍の時と変わらない。怜藍がきっぱり反論すると、州舜は驚おどろいたように目を丸くした。

「なんと。女の経験もないのか。今まで一度も？」

「……その話、これ以上続ける必要がありますか？」

　清い身体などと言わなければよかった。恥はずかしくなって相手を睨にらむ。州舜は楽しそうに笑うばかりだ。

「からかって悪かった。久しぶりにお前と会えて嬉しかったんだ。初夜と言っても仮かり初そめのものだ。お前に指一本触ふれるつもりはないよ」

　最後の言葉は、怜藍を安心させるために言ったのだろう。もとより怜藍もそのつもりだったが、改めて州舜の口から聞かされると、なぜかがっかりした気持ちになった。

　第三皇子が、密ひそかに憧あこがれていた小龍その人だったからだろうか。

「お前も衣装を脱いでしまうといい。美しいが、窮きゆう屈くつでゆっくりできないだろう。ここには、明日の昼近くになるまで誰も来ない。半年前に戻もどったつもりでくつろいでくれ」

　そう言われて、怜藍も婚礼用の袍ほう服ぶくを脱いだ。髪かみの飾かざりも取って、州舜と同じく肌着だけになる。その間に州舜は、卓たくから酒を持ってきて寝台に胡坐あぐらをかいていた。

　怜藍が寝台に上がると、盃さかずきを渡して酒を注いでくれた。軽く盃を掲かかげて乾かん杯ぱいをする。酒を飲み干すと、じんわりと身体が温まり、自然とゆったりした気持ちになれた。朝からずっと緊きん張ちようのし通しだったのだ。

　州舜もくつろいだ様子で盃を呷あおった。それから不意に怜藍に向き直る。

「そういえば、ここまで来てもらった礼がまだだった。私のわがままに付き合ってくれて、ありがとう。長旅でさぞ疲つかれただろう。無事に着いて良かった」

「私が望んだことですから。それに、道中は夏傑殿どのを始め皆みなさんが、何かと気を配ってくださいました」

「そうか。しかしこちらに着いてからのことは、嫌いやな思いをさせてすまなかった」

　申し訳なさそうに頭を下げられ、戸と惑まどった。朱礼城に入ってからの三日間、怜藍がどんなふうに過ごしてきたのか、州舜は知っているふうなのだ。

「あの宮にいる女によ官かんたちは、害のない者を揃そろえたつもりだった。中立的な立場の者たちをな。念のため、私の腹心を忍しのばせていたが、まさか女官たちがあんな真似まねをするとは思わなかった。私の計算違ちがいだ。許してくれ」

　最初の日の、あの嫌がらせのことを言っているのだ。それでは、怜藍がそれに何をしたかも知っているのだろう。啖たん呵かを切ったあの場に、州舜の手の者がいたのだ。

「いえ。その、初日だけでしたから」

　州舜に、自分の性格の悪さを知られてしまった。恥ずかしさにモゴモゴ言うと、彼はそこでおかしそうに顔を歪ゆがませた。

「報告を受けて、こちらからすぐに人を入れたのだが、お前が自分で解決したのを聞いた。頼たのもしい妃きさきで安心だ」

　そう言いながら、クスクス笑っている。怜藍はジロリと相手を睨んだ。

「必死だったんです。どこまでがしきたりなのかもわからないし、誰だれも味方はいないし」

　あの時のことを思い出すと、心臓が震ふるえる。強がっていたけど不安だったのだ。

「すまない」

　盃を持つ怜藍の手に、州舜の手が重なった。はっと顔を上げた時にはもう、肩かたを抱だき寄せられ、州舜の逞たくましい胸の中にいた。

「お前の言うとおりだ。心細かっただろう」

　耳元で囁ささやく声に、胸がきゅうっと切なくなった。こんな感情を、怜藍は今まで一度も味わったことはない。思わず縋すがりつくと、背中に回った腕うでの力が強くなった。

　鼻先をうずめた首筋から、甘く懐なつかしい匂においがする。別荘でこの匂いをよく嗅かいだ気がした。あれはやはり、州舜の匂いだったのか。

　懐かしいのに、嗅ぐたびに胸がざわめく。だが何も考えず陶とう然ぜんと匂いを嗅いだ先に、むくりと頭をもたげた感覚があった。下腹部に覚えのある兆きざしを感じ、うろたえる。

「あの……もう大だい丈じよう夫ぶです」

　慌あわてて身を捩よじり、抱ほう擁ようを解く。顔を上げると、州舜は夢から覚めたようにどこか呆然としていた。あからさますぎただろうかと不安になったが、相手はただじっとこちらを見つめるばかりだった。

「お前が辛つらい目に遭あったと聞いて、己おのれの慢まん心しんを悔くやんだ。だが同時に、娶めとったのがお前で良かったとも思った」

　再び口を開いた州舜の声は、どことなく憂うれいを帯びていた。以前、親しい『几子』の不幸を語った時に似ている。

　何かこの皇子の中に忘れられない苦く悩のうがあるのだと、怜藍は悟さとった。

「怜藍、お前は気丈だ。身も心も健康で、頭もいい。この婚こん姻いんは仮かり初そめのものだが、私にとって、これ以上頼もしい相手はない。しかしだからこそ余計に、これからもお前に苦労を掛かけることがあるかと思う」

「半年前にお別れした折、あなたはまだ、すべてを私に話していないと仰おつしやっていた。華京に来たらすべて話すと。この婚礼には、何か複雑な事情があるのですね」

　一ひと先まずは、頭を切り替かえて問いかける。州舜はうなずくと、怜藍と自分の盃に酒を注いだ。

「夜は長い。酒でも飲みながら、話すとしよう」










「現皇こう帝てい、後慶陛下は今年で七十一歳になる」

　何から話そうか、としばし遠くを見つめてから、州舜はそんなふうに切り出した。

　彼は天蓋の柱に身を預け、褥を剝はいで酒の盆ぼんを置いている。怜藍も彼に倣ならい、反対側の柱に身を預けてくつろいだ。

「陛下はまだまだお元気だが、それでもご高こう齢れいだ。宮中は次代の帝みかどが誰になるかで、年を経るごとに騒さわがしくなっている」

　後慶帝には何人もの皇子がいるが、まだ誰が次代の皇帝となるのか決まっていなかった。

　現在の宮きゆう廷ていにおいて、皇太子というものは存在しない。帝が次代の皇帝を指名するのだが、そのやり方は独特だという。

　帝は生前、次期皇帝の名前を記し、その名を玉座の下に封ふう印いんしておく。帝が崩ほう御ぎよした際、玉座の下の封印が解かれ、新たな皇帝の名が明らかになる。

　この次期皇帝の指名は、帝の存命中に何度でも書き換かえが可能である。そしてその名を知るのは指名した皇帝本人のみで、死ぬまで名が明かされることはない。

「成人している皇子は、第一皇子の文ぶん俊しゆん、第二皇子の羅ら達だつ、それから第三皇子の私だ。四番目の祥しよう栄えいはまだ十歳だから、宮廷ではあまり注目されていない」

　第一皇子から第四皇子まで、みな母親が異なる。第四皇子のさらに下にも皇子がいて、後慶帝の子供たちは皇女を含ふくめると十数名に及およぶそうだ。

　ただ、今の宮廷では女性は皇帝にはなれない。また幼い皇子たちも病などで夭よう逝せいすることがままあった。よって、次代と見込まれるのはたいてい、成人した皇子だけだった。

「一番上の文俊は五十代。年齢から言えば、彼が即そく位いするのが順当だろう」

　あえてそう前置きするからには、順当にいかない理由があるのだろう。

　怜藍は口を挟はさまず黙だまって州舜の話を聞いていた。宮廷や皇族の決めごとについて、怜藍は本当に何一つ知らなかった。皇太子を置かず、皇帝が退位の間ま際ぎわに次代を指名することでさえ、今夜初めて聞かされたのだ。それだけ、宮中のことは民衆には知らされないのだった。

「文俊殿でん下かは聡そう明めいで優やさしい方だが、『之人』ではなく普ふ通つうの男性で、しかもあまり身体がご丈夫ではない。そこで後慶陛下は文俊ではなく、別の皇子を次代に考えている」

　皇帝が『之人』でなければならない決まりはないが、後慶帝を含めて『之人』の帝の代が続いている。生まれながらに頑がん健けんな肉体を持ち、あらゆる分野に秀ひいでているとされる『之人』を帝に望む声は大きい。

　第一皇子は『之人』ではなく病弱で、すでに五十代だ。仮に次代の皇帝となったとしても、治世は短い。

「次の羅達は三十三、私は二十七。二人とも『之人』だ」

「第二皇子とはお年が近いのですね」

「ああ。しかも羅達の母親は皇后だ。皇族の出身で、後慶陛下とは遠とお縁えんにあたる。下流貴族の出だった私の母と比べれば、身分の差は歴然だろう。ただし、羅達は子供の頃ころから粗そ暴ぼうで素行が悪かった。あまり理知的とも言い難がたく、陛下は煙けむたがっている」

「では……」

　残るは、第三皇子の州舜しかいない。

「そう。父君は私を次代に据すえたいと思っているらしい」

「僭せん越えつですが私も、州舜様が相応ふさわしいと思いますが」

　病弱な第一皇子と、粗暴で天子たる資質を持たない第二皇子。それに比べて、州舜は国を統すべるに相応しい人物に思える。

　聡明で姿かたちも美しく、人を思いやる心もある。ただ優しいだけでもない。堅かた物ぶつの怜藍が惹ひかれたように、人々は彼の魅み力りよくに惹きつけられるはずだ。

「ありがとう。だが、私にはその気はない」

「なぜです？」

　他ほかの皇子を見ていないが、話を聞くに、州舜以上の器うつわではないように思える。

「私が次代になれば、必ず内争が起こる。兄の羅達は粗野な人だが、年齢や『之人』であること、それに母親の出自を含めれば、条件的には私より優すぐれているんだ。私の母は亡なくなっているが、皇后は健在だ。彼女が黙ってはいない」

「でも、次代は皇帝がお決めになることでしょう」

　玉座の下に名前を記すことができるのは、皇帝だけのはずだ。

「そうだね。だから帝の意を覆くつがえすのは、かなり強ごう引いんなやり方になるだろう。それでも皇后や羅達は、玉座を手に入れるために手段を択えらばないはずだ。彼らは野心家で欲深いから。しかし無理を通そうとすれば、納なつ得とくがいかない連中も出てくる。第一皇子の文俊殿下がその時ご存命なら、彼の一派も横よこ槍やりを入れてくるはずだ。そして、後慶帝に忠実な家臣たちは、きっとそんな皇子たちのやり方に反発する」

「それで、内争が起こると」

　互たがいの欲のために宮廷で争いが起こる。そして内争が長引けば長引くほど、国は荒あれるだろう。州舜はそのことを懸け念ねんしているのだ。

「あなたが帝位を辞退する方が、事態が悪化すると思いますが。他に打開策があるということですか」

　そしてその打開策のためには、『几子』を娶って子供を生なすわけにはいかなかった。怜藍がそう言うと、州舜は愉ゆ快かいそうに笑った。

「お前には皆みなまで言わなくてもわかるから楽だね。私は帝になるつもりはない。次の帝位は、弟の祥栄に継つがせたい」

「第四皇子に？　まだ十歳だという」

　州舜はうなずいて、話を詳つまびらかにしてくれた。

　祥栄はまだ子供だが、頭脳は明めい晰せきで心優しく、真っ直すぐな性しよう根ねを持つ少年なのだそうだ。その出自は先代の帝の孫、後慶帝の兄の子で、後慶帝にとっては甥おいにあたる皇族である。羅達の母の皇后よりも身分としては上だ。

「甥？　では……」

「祥栄の母は『几子』だ。性別が違ちがえば後宮に入らず、皇帝の家臣に降くだっていただろう」

　州舜にとっては従兄いとこにあたるというわけだ。血は近いが、皇族や貴族にとって、叔父おじや従兄と婚姻することは珍めずらしくなかった。場合によっては、後慶帝ではなく州舜に嫁とついでいたかもしれない。皇族に連なる『几子』は珍しく、吉きつ兆ちようとさえ言われている。だからこそ孫子ほど年の離はなれた帝に望まれたのだろう。

「彼の父、私の伯父おじは後慶陛下の兄で、『之人』ではなかったために帝位を逃のがした。高齢のためにすでに鬼き籍せきに入っているが、彼を慕したう家臣はいまだに多い」

　いまだに、後慶帝より兄の方が帝に相応しかった、と考える古参の者たちがいるのだそうだ。

　他ほかの多くの家臣はもちろん、後慶帝が正統な帝だと認めている。そして祥栄は、後慶帝本人とその兄、両者の直系の子孫なのだ。両者の派は閥ばつから支持される血統を持っている。

「私の母は身分が低く、母方の親族は宮廷で発言権を持たない。私が帝位を継いで羅達と対たい峙じした時、味方してくれる家臣は少ないが、祥栄の下もとになら家臣や皇族が集まるだろう。さらに兄である私が摂せつ政しように就つけば、誰だれも文句は付けられない。『之人』であってもなくても」

　摂政、という言葉に思わず目を瞠みはった。確かに、祥栄を祭り上げれば羅達やその他の皇子一派を退けることができる。そして、兄皇子である州舜が摂政となることによって、祥栄に味方する家臣たちが家臣の分をわきまえず口を出すことも、抑おさえられるのだった。

「祥栄はまだ子供だ。『之人』かどうかわからない。だが女子は皇帝になれないが、『几子』の帝を禁じる法は今のところない。それに私は、国を統べるのに性は問題ではないと思う。問題なのは均きん衡こうだ。私が彼につけば均衡は保たれる。だがもし私が妃きさきを娶めとり、その子供ができたら。その子が男子であったら、たとえ『之人』でなくとも、均衡は破られてしまう。それが数年先、祥栄が成人した後であればまだ均衡は保たれる。あるいは羅達の一派が失しつ脚きやくでもしてくれれば。だが今はだめだ。私の今の力では、羅達たちを抑えることはできない。内争を回かい避ひし国の安あん寧ねいを守るためには、今、『几子』と子供を生なしてはならないのだ」

　だからこそ、州舜は『几子』を娶ることを頑かたくなに拒こばみ、普通の男子を『几子』と偽いつわってまで妃に娶ろうとした。

　ただ単に『几子』の妃を不幸にしたくないという情だけではない、皇帝の世継ぎについての複雑な事情が絡からんでいたのだった。

　怜藍は話を聞いて、不意に恐おそろしくなった。怜藍は『几子』だ。万が一、州舜と子を生してしまったら、それは内争へと繫つながってしまう。

　怜藍は己おのれの判断と行動を悔くいた。だが、あの時はああするしかなかったのだ。怜藍が州舜の提案を拒んで『几子』だと真実を打ち明けていても、事態は変わらなかった。どのみち、紅家から誰かが嫁ぐしかなかったのだから。

　いまさらどうにもならないなら、秘密は胸の内にしまっておくべきだ。一生を宮中で過ごすわけではない。あと数年、州舜と何事もなければお役御ご免めんとなり、故郷に帰ることができる。

　今の怜藍にできることは、目の前の夫をも騙だまして数年をやり過ごすことだけだった。

「こんな事情だ。『几子』が嫁いだとなれば、どんな嫌いやがらせを受けるかわからない。お前に害をなそうという輩やからも現れるだろう。だが私が必ずお前を守る。数年して故郷に帰るまで、どうか私の偽りの妃でいてほしい」

　州舜は姿勢を改め、深々と怜藍に頭を下げた。民たみに皇子が頭を下げるなど、あってはならないことだ。

　それほど真しん剣けんな州舜の決意を目まの当たりにして、怜藍の逡しゆん巡じゆんは消えた。

　州舜は宮きゆう廷ていを欺あざむき、そして怜藍はさらにその州舜を欺くのだ。様々な困難があるだろうし、辛つらい思いをするかもしれない。それでも欺くのはほんの数年。その間、きっと堪たえてみせる。

　自分が生まれて初めて思し慕ぼを寄せた人のために、そして彼が望む国の安寧のために、怜藍は心を新たにした。

　寝しん台だいの上で両手を突つき、州舜の前に額ぬかずく。

「宮中の平へい穏おんのため、ひいては国家の安寧のためとあらば。謹つつしんで州舜殿でん下かにお仕えします」










　初夜から一週間の後、州舜と怜藍は揃そろって帝みかどに拝はい謁えつし、婚こん礼れいの儀ぎを滞とどこおりなく終えた。

　拝謁式には皇族を始め、臣下たちが揃って参列していた。その中には文俊や羅達、それに祥栄もいたはずだが、あまりに大勢の人々が参列していたのと、緊きん張ちようのせいで周りを見ている余よ裕ゆうもなく、誰が誰やらわからなかった。

　唯ゆい一いつ、間近で見ることができたのが皇帝陛下である。初夜よりさらに豪ごう華かな、州舜と揃いの婚礼衣い装しように身を包み、帝の座る玉座の前に額ずいた。

　後慶帝が二人を寿ことほぎ、顔を上げるように言われて初めて、怜藍は帝の顔を見た。

　その顔には深い皺しわが寄り、白く豊かな髭ひげは確かに老ろう齢れいを感じさせるものだったが、眼光は鋭するどく、身体からだつきも逞たくましく堂々としていた。州舜の父と言うより祖父のような年だ。しかしその面おも差ざしはよく似ている。

　帝は型通りの言葉を述べただけで、息子むすことその妃に話しかけることもなかったが、怜藍は一いつ介かいの商人である自分が、拝顔の栄に浴することができたという事実に感激していた。

「陛下はお年など感じさせない、威い厳げんがおありなのですね。曾そう祖そ父ふの代から宮廷に薬をお納めしてまいりましたが、陛下の拝謁を許されたのは紅家ではきっと私だけですよ。あの、故郷への手紙に今日のことを書いてもよいでしょうか？」

　儀式が終わって玉座のある正殿を辞し、州舜と三の宮へ帰るために馬車に乗った。朱礼城は広いので、馬車でなくてはとても移動できないのである。

「手紙に書くのは構わないが。お前のそんな興奮した顔は初めて見るな」

　二人きりになって、怜藍が興奮を抑えきれずにまくしたてると、州舜はいささか面めん食くらった顔をした。

　怜藍はそこではたと我われに返る。自分の婚礼の儀式なのに、はしゃいでしまった。

「すみません、浮うかれてしまいました。故郷にいたら、こんなことはなかったので」

　怜藍は家臣でも官かん吏りでもなく商人なので、ことさら皇帝を崇あがめ忠義を尽つくす、という感情はない。ただ、皇帝は行幸でもなければ民衆の目に触ふれることはないので、物珍しさについ興奮してしまったのだ。恥はじ入る怜藍を見て、州舜はうっすらと目を細めた。

「怜藍、お前は意外と物見高いんだね」

「い、いえ、そんなわけでは……」

　その表情の冷たさにドキリとする。やはり、呆あきれられただろうか。モゴモゴ言い返すと「ふーん」と、また冷ややかな声がした。

「というか、私もいちおう陛下の息子で、皇子なんだがね。初夜で顔を合わせた時も、小言を言われただけで、今日みたいに興奮してはもらえなかったのにな」

「あの時は、ただ驚おどろいていて。その前にお役人として会ってますし。何だか実感がわかなかったんです」

　しどろもどろに言い訳をすると、聞いていた州舜がやがてクックッと、声を立てて笑いはじめた。そこで怜藍は、州舜がからかっていたのだと気づく。

「笑わないでください」

　睨にらむとさらに笑われた。どうも州舜は、怜藍をからかってその反応を楽しんでいるような節がある。

　基本的には優やさしいし、細やかに気き遣づかってくれるのだが、たまにわざと意地悪を言ったりしたりして、怜藍がどんな顔をするのか見ているのだ。趣しゆ味みが悪い。

（こっちは、儀式で緊張のし通しだったのに）

　朝早くから準備をさせられて、ろくに食事も摂とっていない。皇帝陛下にお会いするのだと思うと、昨晩もよく眠ねむれなかった。疲つかれているといえば州舜も同じなのだが、あちらの方が逞しくて体力もありそうだ。

　向かいの席でいつまでも笑い続ける州舜に、つんとそっぽを向いた。その途と端たん、腹の虫がぐぐっと大きな音を立てる。

「……っ」

　思わず向かいを見ると、州舜とばっちり目が合った。州舜の頰ほおがひくりと震ふるえ、次の瞬しゆん間かんに堪えきれなくなったようにプッと噴ふき出した。

「く……ふ、ハハッ。本当にお前は……存外に面おも白しろい」

「だから、笑わないでください」

「すまない。でも……いつもそつなく澄すましてるのに……ふふ」

　いつまでも州舜が笑い続けているから、だんだんと腹が立つのを通り越こして、惨みじめになってきた。いつも取り澄ましている。そんなふうに州舜に思われているのだ。

　今まで、才さい気き煥かん発ぱつで年より老成していると言われてきた。自分でも常に冷静でそつがないほうだと思っていたのに、州舜といるとなぜだか今のように思わぬ失敗をしたり、間ま抜ぬけな部分を露ろ呈ていしてしまう。

　慕わしい相手に良く見せようと思って、力んでしまうせいだろうか。

「──怜藍？　悪かった。悪ふざけがすぎたか」

　そっぽを向いたまま内心でしょんぼりしていると、不意に州舜は笑いを消した。向かいから伸のびてきた手が、怜藍の膝ひざの上に握にぎられた両手を覆おおう。

「お前の怒おこった顔見たさに、少しからかいすぎたな」

　州舜は相手が纏まとう空気を読むことに長たけている。無神経にからかっているようでいて、怜藍がただふてくされているのか、本気で嫌がっているのか、怜藍自身もはっきりしない部分まで彼は正しく見抜く力を持っている。

　そういう州舜の能力を目にするにつけ、この人はきっと、今まで宮中で数多くの浮うき名なを流してきたのだろうなと感じた。

　州舜がこの年まで妃きさきの一人も娶めとらずにいたのは、国の安あん寧ねいを目的とする計画からであって、本人が色事を嫌っていたわけではないだろう。

　見目良く頼たのもしく、非の打ち所のない皇子を、宮中の者たちが放ほうっておくはずがない。

　今でも、情を交かわす相手がいるのだろうか。怜藍との関係はあくまで偽りで便べん宜ぎ上じようなのだから、特別な相手がいても不思議ではない。そして怜藍もそれを知ったからと言って、咎とがめる義理を持たない。

「怜藍。機き嫌げんを直してくれ」

　なだめるように言われて、はっと我に返った。

（まだ一週間なのに。これでは先が思いやられるな）

　彼への思慕は胸にしまっておこうと決めたのに、一いつ緒しよにいるとつい、あれこれ考えてしまう。

「別に怒ってません。お腹なかが空すいてるだけです」

　言うと、州舜はまた楽しそうに笑った。

「私もだ。宮に戻もどったらすぐに食事の用意をさせよう。もう婚礼の儀式もここまでだ。臨時の使用人や女によ官かんたちも下がらせる。今夜からゆっくり眠れるぞ」

　それを聞いて、心底ほっとした。特に、女官たちがいなくなってくれるのはありがたい。初夜を終えてからこの一週間、あの最初の宮で怜藍に嫌いやがらせをした女官たちも儀式の準備のためといって、三の宮に泊とまり込んでいた。

　毎日毎日、儀式の段取りや作法を叩たたきこまれて、気が休まる時がなかったのだ。さすがにもう、あからさまな嫌がらせをすることはなくなったが、いちいち商家の出自や地方から来たことをあげつらわれ、ネチネチと嫌みを言われていた。

　これくらいは想定の内だと相手にしていなかったが、やはりいい気分ではない。彼女たちの嫌みから解放されるというだけで、晴れやかな気持ちだった。

「この一週間、窮きゆう屈くつな思いをさせてすまなかったな。明日からはゆっくりできる。私もしばらく宮中の雑事からは解放されるから、落ち着いたら一緒に、お前の犬を迎むかえに行こう」

「阿兎を。本当ですか？」

　もう一週間、愛犬と会っていない。数日前に、子蓉に一度だけ会った。阿兎が元気にしていると、わざわざ伝えにきてくれたのである。最初は主人と離はなされて不安そうだったが、二日ほど経たつと緊張も解け、庭で遊びまわっているそうだ。

「ああ。私の犬もいるんだ。信しん頼らいできる者のところへ預けてある。うちは婚礼の準備で普ふ段だんいない者が出入りしていたし、騒さわがしかったからな」

　犬たちが緊張を強しいられることのないよう、あらかじめ手配してくれていたらしい。故郷から連れてきた阿兎がどうしているのか、いつ会えるのか、ずっと気き懸がかりだったので、州舜の申し出が嬉うれしかった。

　三の宮に戻ると、出かける前と比べて、中が静かになっていた。二人を出迎えたのも女官ではなく、男性の使用人だった。

「私が長らく妃を娶ることがなかったので、うちは男所帯なんだ。家臣には『之人』がいるが、この宮に住む者で『之人』は私一人だから気を遣う必要はない」

　つまり、発情期の時も怜藍は、この宮では州舜だけを気にしていればいいということだ。これはありがたかった。

　その日は屋や敷しきに着いて婚こん礼れいの衣い装しようを脱ぬぎ、軽く湯あみを済ませ、州舜と食事をした。贅ぜい沢たくな料理ではなく、温かい粥かゆや蒸むしただけの肉や野菜だったが、儀ぎ礼れいでは冷たくて脂あぶらっこい食事ばかりが続いていたので、嬉しかった。

　食事が終わると、怜藍は自分の部屋に案内され、そこで一人で眠った。初夜からずっと州舜と同じ寝しん所じよで眠っていたが、今日からは別々の部屋になる。

　州舜も婚礼用に設しつらえられていた寝所を出て、自分の部屋に戻るのだという。怜藍の家では両親は同じ部屋で寝ね起おきしていたが、皇族や貴族は夫ふう婦ふの部屋が別々なのが普通である。夜になると、夫が妻の寝所に通うのだ。

　もっとも、州舜が夜、怜藍の部屋に通うことはないだろう。やがて理由をつけて出家する体ていを取らなければならないのだ。

　加えて、州舜には第三皇子としての公務がある。婚礼後しばらくは解放されるというが、そのうち日中に会える時間も少なくなるはずだ。そう考えると少し寂さびしい。

（ここで、薬の研究をさせてもらおう）

　空いた時間を持て余すのもつまらない。宮中の雅みやびな人々は、詩を読んだり花見をしたりして過ごすのだろうが、自分にはできそうになかった。

　明日からは日常になり、これからどう過ごすのか、あれこれ考えてしまう。それでも一週間の儀式の疲れもあって、怜藍は床とこにはいるとすぐに眠ってしまった。










　婚礼の翌日には、州舜が自ら屋敷の中を案内し、使用人たちを紹しよう介かいしてくれた。三の宮は庭も広く大きな屋敷だが、使用人と警護の数は必要最低限にとどめられていた。

「本当はもっとこぢんまりした屋敷に住みたいんだ。大きくなれば警護も複雑になるしね。だが皇族は、成人すると位に応じて居住する宮が定められてしまうので、仕方がない」

　帝みかどの皇子たちは、幼少の頃ころは後宮で母と共に生活するが、ある程度大きくなると母親と引き離され、住居が与あたえられる。朱礼城には歴代の皇子たちの宮があり、その中で先住者がいなくなって空いている宮が割り振ふられるのだ。そのかわり、住んでいる間の増改築は自由なのだという。

「ここに暮らして十数年になるが、いまだに前の住人の持ち物が思わぬところから出て来たりする。先代の皇こう帝ていの弟君の住居だったのだが。捨てることもできないので厄やつ介かいなんだ。今は奥の納なん戸どに放り込んでいる」

　そんな説明を受けて屋敷の中を見てみると、既き存そんの住まいの中に、州舜の趣しゆ味みがよく表れていて面白かった。

　建物はほとんどいじっておらず、古い部分の補修と、不便なところを直しているだけだ。調度も必要なものだけが置かれている。豪ごう華かな飾かざりもないがそのかわり、一見地味に見える家具や置物が、その実はとても希少で細工の素す晴ばらしいものだったりした。

　庭も簡素に見えるが、季節の草花が丹たん念ねんに植えられ、四季折々の様相を楽しめるようになっている。奥庭がただの広場になっているのは、犬が自由に遊べるようにだそうだ。中央の庭の池は、かつて倍ほどあったのが半分埋うめ立てられ、手入れも楽になっている。

　余計な贅沢はしない。けれど、質素というわけでもない。かけるところには贅沢に手が入れられている。客間には訪おとなう者を試ためすように、真しん偽ぎを見定めるのが難しい骨こつ董とう品が置かれている。

　理知的で合理を好み、それでいて自らの人生を楽しむことも忘れない、さらにいささかひねくれている……州舜らしい屋敷だった。

「お前の部屋やその周りの庭は、自分の好みに変えるといい。空いている部屋はいくらでもあるから、自由に使っていいし」

「ありがとうございます。いただいた部屋と、隣となりの控ひかえの間で十分です。私はこのお屋敷が気に入りました。州舜様らしいと思います」

　客間の一つを見ていたところだった。客間にもいくつか種類があって、訪う人の身分によっても通す間が変わるのだそうだ。そういう細かい宮中の作法も、州舜は丁てい寧ねいに教えてくれる。

　女官たちから儀式の作法を教わった時より百倍わかりやすくて、つくづく頭の良い人なのだなと感心した。

「私らしいか？」

　そんな州舜は、怜藍の言葉に意外そうにする。ええ、と怜藍は笑った。

「形式より実をお好みになる。でも少し見み栄えっ張りで、わりとひねくれておいでです」

　客間にさりげなく飾られた掛かけ軸じくを指して言うと、州舜は目を瞠みはり、それからおかしそうに笑った。

「そういう私のことがわかるお前も、わりとかなり、ひねくれていると思うんだがな」

「私のは、商人の気質なんですよ」

　これはいつも思うのだが、州舜との会話は楽しい。まだ出会っていくらも経っていないのに、話していると自然と、ずっと昔から一緒にいたように呼吸が合うのだ。

　自分の考えや価値観と似ているからだろうか。彼を慕したわしく思い、触ふれると胸が高鳴るのとは別に、触れ合うとぴたりと吸い付くような、自然な心地ここちよさを感じるのだった。

　もっとも、そんなふうに感じているのは怜藍だけなのかもしれない。

　怜藍が楽しくて笑っていたり、はしゃいでいたりすると、無表情に州舜はじっと見つめていたり、眩まぶしそうに目を細めていたりすることがある。何かの拍ひよう子しに身体からだがぶつかったり触れ合う時も、すぐに離れていった。

　態度は露ろ骨こつではなく、あくまでさりげなさを装よそおっていたが、あまり怜藍に触れられたくはないようで、それが少し悲しかった。まあ、好きでもない男にベタベタされるのも、居心地が悪いのだろう。その気持ちはわかるような気がする。怜藍は寂しく思いながらも、州舜の身体に触れないように、距きよ離りを保つことを心掛けた。

　屋敷の案内が二日続き、婚儀の疲つかれも癒いえた三日目、阿兎と州舜の犬を迎むかえに行くことになった。

　昼から馬車に乗って、朱礼城の敷地を西へと走る。婚礼を行った正せい殿でんを横目に通り過ぎ、一時間ほど走ったところが目的地だった。

「第四皇子、祥栄の宮だ」

　馬車から降りて、州舜に告げられた。事前に知らされていたのだろう、門前には迎えの者がすでに控えていた。

　怜藍に会わせたいと言っていたのは、第四皇子の祥栄のことだったのだ。

　州舜が信頼している相手だと言い、摂せつ政しようとなり、担かつぎ上げたい人物。しかしまだ、齢よわいにして十歳。いったいどのような皇子なのだろう。

　州舜に促うながされ、古寺のような趣おもむきのある、鄙ひなびた門もん扉ぴをくぐる。その時、遠くで犬の鳴き声を聞いた。

「阿兎！」

　飼い主にはわかる。愛犬の声だ。怜藍の声に呼応するように犬が鳴いた。門をくぐった小道の脇わきの、深く生おい茂しげった木々がガサガサと揺ゆれる。やがて白く小さな塊かたまりが飛び出してきた。

「阿兎！　元気だったか」

　迷わずぴょんと自分の胸に飛び込んできた、白くふかふかな愛犬に、怜藍は思わず目が潤うるむのを覚えた。

　長旅をさせた上に、一週間も人に預けてしまった。けれど阿兎の目の光や顔つきは元気そのものだったし、毛並みはふかふかのツヤツヤで、よく手入れされていた。

「可愛かわいがってもらっていたのだな」

　再会を喜ぶ怜藍の目の前で、先ほど阿兎が現れた木々がまた、ガサッと音を立てた。阿兎とは比べものにならないほど大きな白い犬がのっそりと現れる。

「白びやく炎えん」

　脇にいた州舜が名前を呼ばなければ、怜藍は声を上げていただろう。白炎と呼ばれた純白の獣けものは、怜藍の腰こしの位置ほど体高があり、目つきも鋭するどかった。

　州舜がおいでと言うと、尻尾しつぽを振って近づいたが、阿兎のように興奮してはしゃぎまくることはない。

「私の犬だ。白炎という」

「犬……なのですか」

　こんなに大きな犬は、見たことがない。それに顔つきも、狼おおかみそのものだった。怜藍のつぶやきに、州舜がいたずらっぽい笑いを浮うかべる。

「そう、犬だ。四年前、私が所領に出かけた折、山中で母とはぐれたこの子を拾った」

　それはやはり狼なのでは……と思ったが、あまり深く考えないでおいた。州舜が犬と言ったら犬なのだろう。

　阿兎は白炎が来ると、怜藍の腕うでの中から飛び降りてそちらに駆かけ寄った。白炎も自分の足の先くらいしかない阿兎に尻尾を振って鼻先を擦こすりつけている。

「すっかり仲良しなんですね」

　じゃれ合う二匹ひきが微笑ほほえましく、怜藍は思わず目を細めた。

「阿兎は最初のうち怯おびえていましたが、白炎が甲か斐い甲が斐いしく面めん倒どうを見ていたんです」

　不意に声がして顔を上げると、道の先にいつの間にか子蓉が立っていた。気配もなく現れるのは相変わらずだ。

「子蓉さん。長らく阿兎がお世話になりました」

「いいえ。私も付いておりましたが、実際に毎日お世話をしていたのは、祥栄様なのです」

　子蓉が言って、自分の背後を振り返る。すると道の先にある物もの陰かげから、ちらっと誰だれかが現れてはまた隠かくれた。

「祥栄。こっちにおいで。顔を見せてくれ」

　州舜が笑いを含ふくんだ声で言う。その声に弾はじかれるように、物陰からぴょこっと兎うさぎのように少年が顔を出し、駆け寄ってきた。州舜が身を屈かがめて両りよう腕うでを広げると、その胸の中にためらいなく飛び込んだ。その仕草は、先ほどの阿兎にそっくりだ。

「兄上」

　ぎゅっと兄にしがみつく。待ち続けた寂さびしさを振りほどくように。それを見て怜藍は、故郷にいる従弟いとこを思い出した。藍羽も小さい頃は、怜藍の帰りを待って抱だき着いてきた。

「あ……し、失礼しました」

　怜藍の視線に気づき、祥栄が顔を赤らめる。モゾモゾと州舜の腕を降りた。今年で十歳だという祥栄は、年のわりに小こ柄がらでほっそりして見えた。藍羽の十歳の時よりもまだ小柄だ。

　少年というより少女のような、ぱっちりとした目の愛らしい顔立ちで、母が違ちがえどもさすがは兄弟、州舜に面おも差ざしがよく似ている。

「私の妃きさきの怜藍だ。怜藍、こちらは私の弟の祥栄だ」

「祥栄殿下には初めてお目にかかります。怜藍と申します」

　怜藍は軽く頭を下げ、挨あい拶さつをした。

「は、初めまして。私は後慶帝第四皇子、祥栄です」

　挨拶は慣れているとは言い難がたいが、頰ほおを赤くしながらも懸けん命めいに声を出すのが可愛らしかった。キラキラとした薄うすい色の目は真っ直すぐにこちらを見つめている。怜藍が微笑むと、祥栄はさらに顔を赤くした。

「あの、兄上のお妃様は、間近で見ても、本当にお綺き麗れいな方なのですね」

　おずおずと、祥栄が州舜に言う。あまりにも素す直なおに言われて、怜藍も面おも映はゆくなった。ありがとうございます、と照れながら答えた。

「二人とも、奥でゆっくり話をしよう」

　州舜に促され、ようやく宮の奥へと案内された。州舜の宮と同様、敷しき地ちは奥まっていて広大だが、屋敷は古寺のように鄙びてこぢんまりしていた。

　古いながらも綺麗に修しゆう繕ぜんされていたし、掃そう除じも行き届いているようだ。そして宮には白炎や阿兎以外にも、小さな犬が二匹と猫ねこが数匹いた。奥の部屋には小鳥もいるのだという。

「みんな、うちに迷い込んできたのを世話しているんです」

　祥栄は大の動物好きのようだった。それも使用人に任せるのではなく、自分で世話をしているようだ。

　奥へ通されて茶を振ふる舞まわれ、州舜と祥栄と三人であれこれ話をしたが、祥栄は動物についてはなかなかの博識だった。恥はずかしがりやなのに、犬や猫について聞かれると嬉うれしそうに目を輝かがやかせて話す。

　州舜が言うには、武術や馬術といった身体を動かすことが苦手で、学問が得意なのだそうだ。

「苦手は克こく服ふくしたいのですが。先生の言う通りに身体が動かないのです」

　祥栄は言って、悲しそうな顔をする。

「誰にでも、得手不得手はあります。殿下は学問に優すぐれている上に、それだけ動物にお詳くわしいのです。素晴らしいことではないですか」

　怜藍は親近感が湧わき、思わず力を込めて慰なぐさめてしまった。私も運動は苦手ですと言うと、祥栄は一いち縷るの望みを抱いだいたかのように顔を明るくさせた。その隣となりでは州舜が、声を殺して笑う。

　それから怜藍の実家が薬やく舗ほで、怜藍自身も薬方を行うことを知ると、祥栄は薬や薬の材料のことなどに興味を示し、あれこれ質問をしてきた。

　話していると、祥栄がとても素直で本当に心根の優やさしい少年なのだとわかる。

　それに頭も良い。聡そう明めいというより天才肌はだというべきか、動植物に詳しく、十歳とは思えない知識を持っている。怜藍と薬方について話している時でも、子供とは思えない鋭い質問を投げることがあった。

　州舜はそんな祥栄を、穏おだやかに眺ながめている。

　日が傾かたむきかけると、祥栄からぜひ夕ゆう餉げを食べていってほしいと誘さそわれ、食事もご馳ち走そうになった。最初から準備をしていたらしく、夕餉には豪ごう華かな料理が並んだ。

　それも、州舜といるこの時間を長く引き延ばしたいからなのだろう。やがて料理も話も尽つきて州舜が暇いとまを告げた時、祥栄は一いつ瞬しゆん、ひどく寂しそうな顔をした。

「長い時間お引き止めして、申し訳ありません」

　さっきまで、お腹なかがいっぱいになってちょっと眠ねむそうにしていたのに、急に大人びた顔になる。本音では、もっと兄にいてもらいたいと思っている。でも決して寂しいとは言わない。いや、皇子の立場では子供らしいわがままも言えないのだろうか。

「怜藍殿どのも、遅おそくまでありがとうございました。お薬の話、とても面おも白しろかったです」

　十歳の子供が「もっとそばにいて」と言わずに、大人の顔で客を見送ろうとしている。そのいじらしさに、怜藍は祥栄を抱きしめたくなった。

　しかし、一番に彼を甘やかしたいはずの州舜が彼を大人として扱あつかっている。怜藍もぐっとこらえ、かわりに明るい微笑みを浮かべた。

「こちらこそ、遅くまでご馳走になりました。それに、とても興味深いお話を伺うかがいました。また州舜様がこちらに来られる際、私もお供しても良いでしょうか」

「もちろんです。ぜひ……ぜひまたいらしてください」

　そう言って祥栄は、州舜と怜藍が馬車に乗り込んだ後も、馬車が見えなくなるまでいつまでも見送っていた。
















　馬車の中では、一日の疲つかれもあって州舜も怜藍も言葉少なだった。だが三の宮まで戻もどると、州舜は少し話さないか、と怜藍を誘った。

　連れて戻った阿兎を白炎と共に子蓉に託たくし、着き替がえを済ませて州舜の部屋へ向かう。といっても、寝しん所じよではない。それとは別に、州舜が個人的に食事をしたりくつろいだりするための居室である。

　部屋には酒が運ばれ、州舜がすでに盃さかずきを傾けていた。

「今日はありがとう。一日子供に付き合って、疲れただろう。だがおかげで、祥栄もことのほか楽しんだようだ」

　怜藍が傍かたわらに座ると、州舜が自ら酒を盃に注いで労ねぎらってくれた。

「私も楽しい時間を過ごせました。それに、祥栄様の博識に驚おどろきました。とても十歳の子供とは思えません」

「学者肌なのだろうな、あの子は。私は一つ所にじっとしていられない性質だが、あの子は興味のある物事に関しては、いつまでも根気よく向かっていられる」

　やはり州舜も、怜藍と同じことを思っているようだ。キラキラした瞳ひとみで猫の生態を語っていた祥栄を思い出し、思わず笑えみが浮うかんだ。そんな怜藍を、州舜はじっと見み据すえる。

「あの子を、どう思った？」

　不意に問いかけられて、答えに戸と惑まどった。可愛かわいくて素直な子だ。州舜によく似ている。だが彼が聞きたいのは、そんなことではないだろう。

「確かに、祥栄様は聡明な方ですが、州舜様のそれとは異なりますね。性しよう根ねや心根も、州舜様と違って真っ直ぐで歪ゆがみがありません」

　言葉に軽く毒を乗せると、州舜はおかしそうに笑った。

「そうだね。私が十の頃ころには、もうひねくれていたよ。身体からだも周りの同じ年の子より大きくて、大人に間違われたくらいだ。だがあの子は、十歳にしては小柄で華きや奢しやだ。容姿も女の子のようだし」

　州舜の問いたいことがわかった。彼は、祥栄が『几子』ではないかと考えている。だから薬方のために『几子』や『之人』を多く診みてきた怜藍に、意見を聞きたいのだ。

「祥栄様は私の従弟が十歳の頃より、さらに小柄で中性的ですね。『几子』というのは総じて、華奢で中性的だと言われています。『之人』は大おお柄がらで男性的な特とく徴ちようが顕けん著ちよだと言われるように」

「では……」

「まだわかりません。発情期を迎むかえて初めて、性がはっきりするのです。『之人』のようだと言われた子がただの男の子だったり、幼い頃は華奢で『几子』ではないかと思われていたのに、ある時からムクムク大きくなった『之人』の子もいます」

　怜藍も、年のわりに成長が早かった。『之人』ではないかと両親が期待していたのも知っている。けれど成長は続かず、藍羽と同じ年ねん齢れいで『几子』としての性に目覚めた。

　祥栄はまだ十歳。これから大きく身体が変化することもある。しかし一方で、多くの人々を診みてきた怜藍の勘かんが告げていた。

「その時になってみなければわからない。これは私が勝手に思っていることですが」

「言ってくれ」

「恐おそらく祥栄様は『几子』かと思われます」

　州舜は、疲れたように目をつぶった。その回答を予想していたのだろう。

「あの方の性が何であっても、男子であれば次期皇こう帝ていとなる資格はおありなのでしょう。あなたの働きかけがあれば、恐らく『几子』の第四皇子が皇帝になることも不可能ではない。でも、祥栄様のお気持ちはどうなのでしょうか」

　祥栄を次期皇帝に据え、州舜は摂せつ政しようとなる。その話を初めて聞いた時、怜藍は祥栄が、州舜のように覇は者しやとなるに相応ふさわしい資質を備えた少年なのだと思っていた。

　だが今日、初めて会った祥栄は想像とは真逆の人物だった。慎つつましく優しく、人に悪意を持つことを善しとしない。

　彼にとって、皇帝になることが必ずしも幸せに繫つながるわけではないと思った。むしろあの少年皇子は、宮中の片かた隅すみで自分のやりたい学問を突つき詰つめていることの方が幸せなのではないだろうか。

　州舜は祥栄を愛していて、心から気にかけている。祥栄本人が望むことが何なのか、わからないはずがない。

　それでも彼は次期皇帝に、自分ではなく弟を据えようとしている。そこには何か、深い理由があるようだった。

「『几子』というのは、他ほかのどの性別よりも特別な存在だ。本人たちにとっては、いい迷めい惑わくだろうが。英えい傑けつとなる『之人』の母となる稀け有うな性でありながら、男でも女でもない者のように扱われ、時には見境なく男を惑まどわせる淫いん婦ぷのように言われる」

　定期的に発情を迎える体質は、女性よりもさらに不自由だ。

「宮中でもそれは例外ではない。いやむしろ、この城の中の方が顕著に思える。私はそういう、人を性別のみで判断する世の風潮を変えたいのだ。そうすることが、我が国の発展に繫がると信じている。……しかし、これは建前だ。本音を言えば私はもう、『几子』の誰だれも祥栄の母親のようにはなってほしくない。ただそれだけだ」

　怜藍はその言葉に、半年前の別べつ荘そうでの会話を思い出した。

「以前、当家の別荘で、従弟いとこの藍羽と同じ目に遭あった人がいると仰おつしやっていた。あれは祥栄様のお母様のことだったんですね」

　言うと、州舜は静かにうなずいた。

「その方は今、どうされているのですか」

　四の宮に、祥栄と使用人の他に住まう者はいなかった。帝みかどの子は、大きくなるまでは後宮にいるのだという。通常ならば、彼も母と共に後宮にいる年頃だろう。

「祥栄の母、祥しよう華かはすでに亡なくなっている。自害したんだ」

　冷静な州舜の声に、わけもなく悲しくなった。この世にいないことは半ば予想していたが、自死していたとは思わなかった。

「祥華は私の三つ年上の従兄いとこだ。『几子』であるがゆえに、年の離はなれた私の父に嫁とついだ」

　初めての発情期を迎えてすぐに、後宮に入った。別の『之人』と間ま違ちがいが起こるのを防ぐためである。その時、祥華はわずか十二歳。州舜はまだ後宮にいた。

　その後、祥華は二十歳はたちで皇帝の子を産んだ。州舜が十七歳の時だ。

「当時、祥華の父はまだご健在で、大臣という要職にあった」

　大臣であり、現皇帝の兄という重要な立場にある。その子供の『几子』が、帝の男子を出産した。文俊、羅達を次期皇帝に推おす一派にとっては脅きよう威いだったはずだ。

　後宮で不ふ穏おんなことが起こるのではないかと、州舜は内心で不安を感じたという。しかし予想に反して、それから何事もなく平穏な日々が続いた。

「しかし、祥栄が二歳の時だ。宮中で盛せい大だいな花見の宴うたげが催もよおされた」

　毎年春になると、宮中では花見が催される。しかしその年は特に盛大で、皇族や貴族が一堂に会する、大々的な宴だった。それも祥華の父である大臣の発案だったと聞く。心配されていた後宮に不穏な動きもなく、孫のお披ひ露ろ目めをしたいと思ったのかもしれない。

　この時ばかりは皇帝の妃きさきたちも、後宮を出ることが許された。

「だが宴の帰り、後宮に戻る途と中ちゆうで、祥華は狼ろう藉ぜきに遭った。犯人はすぐに捕つかまったが、祥華はその狼藉者の一人に番つがいにされてしまったのだ」

　怜藍は、ぐっとせり上がる吐はき気けを飲み込んだ。

「番に？　皇帝陛下とは、契ちぎりを交かわしていなかったのですか」

　発情中に『之人』が『几子』のうなじを嚙かむことで、番の契りを交わせる。番となれば、『几子』が発情しても、伴はん侶りよ以外の男が情動を感じることはない。狼藉者が祥華を番にしたというなら、帝とは番の契りを交わしていなかったということになる。

「陛下はご高こう齢れいだ。比べて祥華はまだ二十代だった。陛下は自分がこの世を去った時のことを考えて、あえて祥華を番にしなかったのだ」

　皇帝が去った後、妃たちは出家させられる。しかし数年も耐たえれば、裏口から俗ぞく世せに戻もどることができた。帝は老いて自らが死した後、年若い妃が新たな人生を進めるようにと配はい慮りよしたのだ。しかしそのことが仇あだとなった。

　祥華を凌りよう辱じよくした者たちは官かん吏りで、『之人』であることを理由に重用され、その日の宴にも参加を許された者たちだった。彼らは宿舎に戻る途中、道に迷って後宮へ続く道に出てしまったのだと証言した。

　なぜ『之人』である彼らだけが道に迷い、そんな場所に出てしまったのか、そして宴の席では何もなかった祥華が、帰り道に突とつ然ぜん発情してしまったのも、偶ぐう然ぜんというにはあまりにも出来過ぎていた。

　何かの陰いん謀ぼうではないかと誰もが思った。しかし証しよう拠こは何もない。そうして狼藉を働いた官吏たちが処しよ刑けいされると、人々の注目は祥華に注がれるようになった。

　祥華には何も咎とがはない。しかし宮中では、彼がさも男たちを誘さそったかのように噂うわさが駆かけ巡めぐった。しまいには、祥栄が皇帝の種ではないという話まで、実まことしやかに囁ささやかれたのである。

　見知らぬ男たちに凌辱され、さらに不義を疑われた祥華は次し第だいに気き鬱うつになり、そして自ら死を選んだ。

「ひどい……」

　恐ろしい目に遭わされて、挙げ句に周りから自分の不ふ手て際ぎわのように責められる。祥華の苦く悩のうはどれほどだっただろう。

　そして祥華の父である大臣も数年後、失意のうちに亡くなった。当時、五歳になるかならないかの祥栄は、強い後ろ盾だてを失ってしまった。大臣には、祥華以外に男子がいなかったのである。大臣の娘むすめ婿むこが形ばかりの後見となったが、母もなく強力な後ろ盾を失った幼い皇子が生きていくには、後宮という場所は過か酷こくだった。

「そこで陛下に掛かけ合い、私が祥栄の後見となり、後宮を出て宮を構えさせることになった」

　後宮では、男の州舜の目が届かない。平時ならば受け容いれられないことだろうが、祥華の死について、帝も思うところがあったのだろう。すぐに後見を許され、祥栄はそれからあの四の宮で、乳母うばや使用人たちに育てられているのである。

　祥栄が犬や猫ねこをたくさん飼っているのも、母のいない寂さびしさを紛まぎらわせるためなのかもしれない。そう考えると、物悲しい気持ちになった。

「私は今でも、祥華は何者かに陥おとしいれられたのだと思っている」

「それは、第二皇子の一派に、ということでしょうか」

「恐らくは」

　当時はまだ、羅達の素行は今ほど問題視されていなかった。祥栄の誕生をもっとも脅威に感じたのは羅達とその一派だったはずだ。

「もっとも、証拠は何もない。陛下にも言われた。あれは悲しい事故だったのだと。官吏が道に迷ったのはともかく、祥華本人を作さく為い的に発情させることはできないからな」

　女性の月の物が本人の意志で制せい御ぎよできないように、『几子』の発情もまた、人の手で起こしたり失なくしたりできるものではない。

「そのように、言われてはおりますが……」

　怜藍はあることを思い出し、眉まゆ根ねを寄せた。

「どういうことだ？　心当たりがあるのか」

「以前、薬材についての文ぶん献けんで見たことがあります。『几子』の発情を促うながす薬があると」

　州舜の顔が見る間に険しくなり、あまつさえ腰こしを浮うかせかけたので、怜藍は慌あわてた。

「あくまでも、文献の上での話ですよ。私も実際に見たことはありません。父も叔父おじも知りませんでした。非常に貴重な木の皮から、ほんのわずかだけ取れる薬だそうです。もし実際にあったとしても、市場にはまず出回らないでしょうし、そもそも文献も眉まゆ唾つばかもしれない」

　実在するかどうかもわからないのだ。そう念を押すと、州舜はようやく腰を下ろした。

「……そうか。いや、すまない。そんな可能性があるとは思わなかったんだ」

　興奮した自分を恥はじる彼は、複雑そうな顔をしている。どちらにせよ、祥華のことが陰謀だったと立証するのは難しい。

　そうした州舜の、いつになく感情的な様子を見て、祥華の一件は彼の心に今もなお暗い影かげを落としているのだとわかった。

　解決しない過去の事件に加え、祥栄の行く末も心配だ。州舜は、様々な重責や苦悩を抱かかえている。

　怜藍はそっと手を伸のばし、相手の手を握にぎった。州舜が驚おどろいたように目を見開く。怜藍は真っ直すぐに相手を見て、安心させるように微笑ほほえんだ。その視線や態度に、友情以上の感情を窺うかがわせないよう、細心の注意を払はらった。

「祥栄様の性別が判明するのに、あと数年。それまでは私も、こちらに留とどまりましょう。そしてもし、祥栄様が『几子』だったら、その時はあの方のお身体からだに合った薬を処方致いたします。体質に合った薬を飲んでいれば、発情期にあっても、普ふ通つうに暮らすことができるのです」

　怜藍が州舜のためにできることは多くはない。だが、一つでもその肩かたに背負った重荷を降ろしてあげたかった。

　州舜は一時、言葉もなく怜藍を見つめていた。やがて泣き笑いのように顔を歪ゆがめたかと思うと、「ありがとう」と小さくつぶやく。それから怜藍の肩へ身を傾かたむけた。

「少し酔よった。肩を貸してもらえるか」

　彼が酒に強いことはもう知っていた。少し飲んだだけで、酔うはずがない。いつも飄ひよう々ひようとしているくせに、素す直なおに人に甘えることのできない彼なりの照れ隠かくしなのだろう。

「どうぞ。眠ねむったら、寝しん所じよまで運んで差し上げます」

　怜藍が冗じよう談だんめかして言うと、州舜はクスッと笑って怜藍の肩に身を凭もたせかけた。気持ちよさそうに目をつぶる。間近に州舜の吐と息いきを感じ、怜藍は胸がキュッと絞しぼられるような感覚を覚えたが、気づかないふりをした。

「祥華は私の従兄いとこだが、幼おさな馴な染じみでもあったんだ」

　州舜が不意に口を開いた。

「窮きゆう屈くつな後宮で、私の性別がわかるまでの短い間だが、共に過ごした。それに、初はつ恋こいの相手でもあった。出会った時はすでに父の物だったから、最初から叶かなわない恋だったが。祥栄を身ごもるまで、私は密ひそかにあの人を想おもっていた」　>>>♥

　淡たん々たんとした声で、州舜は打ち明ける。その告白に、怜藍は胸が切り裂さかれるような痛みを覚えた。

　怜藍は何も言わず、州舜の手を握った。州舜も黙だまっていたが、縋すがるように怜藍の肩に顔をうずめた。

「祥栄ができて、ようやくあの人への想いと決別することができたんだ。そしてあの花見の宴うたげの席で、初めて弟に会った。……可愛かわいかった。二人の幸せを願っていたのに」

　かつて愛した人を救えなかった。愛していたことすら口にはできなかったから、苦しいとは言えなかった。

「……お可か哀わいそうに。祥華様も祥栄様も、それにあなたも」

　州舜のもう片方の手が、怜藍の手に重なった。

「初恋の話をするのは、お前が初めてだ。誰だれにも言えなかった。口に出して、少し心が軽くなった」

「私で良ければ、言ってください。どんなことでも」

　ありがとう、と囁くのが聞こえた。いつか自分は、彼のもとを去らなければならない。たとえすでに、離はなれがたい気持ちになっていたとしても、留まることは許されない。そういう約束だからだ。だからいなくなる前に、少しでも彼を助けたい。彼の役に立ちたい。

　手の温かさに胸が甘く疼うずくのを、怜藍はなるべく考えないようにした。










　婚こん礼れいを終えて三の宮がすっかり静かになり、州舜が公務に戻もどった頃ころ、怜藍は体調を崩くずした。

　といっても、これは発情期が訪おとずれただけなのだが、いつもとは様子が違ちがっていた。なかなか薬が効かず、身体が疼く。調合を少し変えた上に普段の倍の量を服用して、ようやく発情が治まったが、だるさや熱っぽさは消えなかった。

「長旅の後にすぐ婚礼だったからな。疲つかれが出たのだろう。ゆっくり休みなさい。欲しいものがあったら、遠えん慮りよをせずに言ってくれ」

　発情ではなく、体調を崩したのだと思っている州舜は、我が事のように心配し、食べたい物はないか、薬は間に合っているかとあれこれ気を遣つかってくれた。

「ありがとうございます。薬を飲んだので大だい丈じよう夫ぶです。でも感かん冒ぼうかもしれませんから、治るまでは近づかないでくださいね」

　部屋まで見み舞まいに来てくれたことに嬉うれしく思いながらも、やんわりと彼を遠ざけようとした。『之人』の彼の近くにいると、薬で治まっているはずの発情の熱がまた、ぶり返すからである。

　こんなことは初めてだった。今までは薬さえ飲んでいれば、発情期にあっても、『之人』と間近に接することができた。

　慣れない環かん境きようのせいか。それとも体質が変わったのだろうか。このまま薬が効かない身体になってしまうのではないかという不安が頭をもたげた。

「私にまで気を遣わなくていい。辛つらかったらちゃんと言うんだぞ」

　怜藍の態度を遠えん慮りよと取ったのか、州舜は子供を諭さとすように言う。祥栄を訪ねたあの晩、祥華の話を打ち明けられた後から、少し二人の距きよ離りが近くなった気がする。それは共犯者としての連帯かもしれないが、怜藍は嬉しかった。

「はい。何かあったらちゃんと言います。それより、ちょうどいいので、この体調不良は発情期のせいだと周りに言ってください。毎月、これくらいの時期に私が臥ふせるようにしましょう」

　本当に発情期なのだが、これ幸いと提案する。『几子』に発情期がないのはおかしいから、州舜も納なつ得とくしてくれた。

　彼に噓うそをつくたびに罪悪感に苛さいなまれるが、こうなったからには噓をつきとおすしかない。

　発情期のはずの怜藍の部屋に、いつまでも州舜が冷静な顔をして居座っていてはおかしい。それで州舜も見舞いを早々に切り上げることにした。

「そういえばこの部屋は、香こうを焚たいているのか？」

　しかし、部屋を出ようと腰を上げかけてふと、州舜が気づいたように辺りを見回した。

「何だか甘い匂においがする。体調が悪いのに、こんなに強い香かおりがして大丈夫なのか」

　床とこに臥せっていた怜藍は、ぎくりと顔が強こわ張ばりそうになった。香など焚いていない。州舜が感じるそれは、怜藍が発する発情の香りなのだ。

　薬を倍の量に増やしたのに、まだ身体は香りを発している。このままでは、州舜に知られてしまう。

「ええ。少し頭痛がするので、気持ちを静める薬効のある香を焚いていたんです。ですが、健康な方にとっては、あまり良くありません。すみませんが、部屋を出ていただけますか」

　咄とつ嗟さに言い訳を考えて、州舜を部屋の外に追い出した。幸い、それから州舜が見舞いにくることはなかったので、薬を飲んでやり過ごすことができた。

　発情期さえ誤ご魔ま化かせれば、あとの暮らしは思っていたよりも快適だった。使用人たちはみな親切だし、州舜も昼は公務で何かと忙いそがしいが、夜には怜藍と食事をしたり酒を酌くみ交かわす。

　供を付ければ、宮の敷しき地ちの外に出ることもできた。宮を出なくても、敷地を散歩したり、阿兎や白炎と遊んでいれば運動不足になることもないし、州舜が読書家であるために屋敷には大きな書庫があったので、まず退屈することはなかった。

　そうしているうちに早くも次の発情期が訪れたのだが、薬が効きにくくなったことについて、一つだけ新たにわかったことがあった。

　薬が効かないのは、怜藍の体質が変わったのではなく、州舜に対してだけだということだ。

　ちょうど発情期が始まったその日、州舜の部下が宮を訪ねてきたことがあった。彼は『之人』で、たまたま庭に出ていた怜藍とばったり出くわした。しかし彼と間近に顔を突つきあわせても、発情の熱がぶり返すことはなく、薬はきちんと効いていたのである。

　しかし、客の訪おとないを告げに州舜のもとへ行き、彼に会った途と端たん、熱がぶり返した。その時は慌あわてて部屋に引っ込んだので大事には至らなかったが、州舜に対してだけ、発情が強くなるようだった。

　これまで多くの『几子』や『之人』の客に応対してきたが、誰か特定の相手にだけ発情が強くなる、という事象には出会ったことがなかった。

　思い当たるのは、天命によって定められたという特別な番つがいの存在だ。別べつ荘そうで初めて出会った時もそんなことを考え、おとぎ話だと自じ嘲ちようしたが、やはりどうしてもそのことを思い出してしまう。

　その特別な番同士は発情も常とは異なり、どちらも激しい情動を覚え、獣けもののようにまぐわい続ける……というような艶えん本ぽんを、以前こっそり読んだことがある。

「いやいやいや」

　思い出して、怜藍は自分の部屋で一人赤くなった。

　忘れようと思っても忘れられず、どうにも気になって、それである時、怜藍はつい話を州舜に振ふってしまった。

「……あの。州舜様は、天命で定められた番の話を、どう思われますか」

　その日は昼に外出していた州舜が早く帰ってきて、夕ゆう餉げの後に二人で酒を飲んでいた。

　州舜は月に数回、朝議に参加するため朱礼城の中央へ出かける。それ以外にも大臣や官かん吏りと会うために出かけることがあり、それ以外の日は自分の宮で執しつ務むを行っていた。

「天命の番？　子供の頃、母や周りの女たちから聞かされたな。私の母も『几子』だったが、自分が父と運命で繫つながった番だと言っていた」

「すごい。それは本当ですか？」

　思わず前のめりになると、州舜はおかしそうに笑った。

「母がそう言っていただけだ。陛下には他ほかにも『几子』の妃きさきが何人もいたし、母だけを特別寵ちよう愛あいしているという感じはしなかった」

　州舜はその存在をはなから信じてはいないようだ。怜藍は少し落らく胆たんした。

「その天命だか運命だかの番同士は、激しく発情し合うというからな。まぐわいも激しいのだとか。そんな艶本があった。艶本など、怜藍は読んだことがないだろう」

「ありますよ、それくらい」

　勢いで答えてしまったが、州舜が「ふうん」とニヤニヤするのを見て、後こう悔かいした。

「お前もそういう本を読むんだな。その手の話は嫌いやがるかと思ったが」

「一度か二度、読んだことがあるだけです」

　相手の思うつぼだとわかっているのに、ついムキになってしまった。州舜はそれを見て、やっぱり面おも白しろがっている。

「州舜様は、ご自分にそういう方がいたらいいとは思いませんか」

　問うと州舜はわずかな間、黙だまって遠くを見つめたが、すぐに「思わないな」と答えた。

「天命で定められた相手より、愛した者と結ばれるほうがいいだろう」

　思いのほか強い言葉だった。遠くを見る彼の目は寂せき寥りようを帯びていて、州舜には誰だれか、愛している相手がいるのかもしれないと考える。

　祥華をまだ、忘れられないのか。それとも他に誰か、想おもっていても結ばれない相手がいるのだろうか。

「結けつ婚こんされたい方が、いらっしゃるのですか」

　ズキズキと痛む心を押し隠かくして、なるべく軽い口調で尋たずねた。本当は、彼の好きな相手など聞きたくない。でもこの流れでは、尋ねないほうが不自然に思えたのだ。

「私はもう、結婚はしないよ」

「え……」

「お前を娶めとって、義務は果たしたんだ。もういいだろう。離り縁えんした後も、誰かを娶るつもりはない。あとは縁談が来てもどうにか躱かわしてみせるさ」

　やはり、彼には愛した人がいるのではないか。そんなふうに言うところをみると、その相手とはこの先も結ばれることはないのだろうか。

　それ以上、何も聞けなくなって、二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。そろそろ休むか、と州舜が促うながす。

　部屋を出て廊ろう下かで別れた。自分の寝しん所じよに入り、夜具をかぶった怜藍は、我われ知らず流れた一ひと滴しずくの涙なみだに、気づかないふりをした。










　輿こし入いれをして、早くも半年が過ぎた。

　この頃ころになると、怜藍のもとに皇族や貴族の奥方から、茶会などの誘さそいの文ふみが頻ひん繁ぱんに届くようになった。

　高貴な女性や『几子』たちとお茶会など勝手がわからないし、気が進まない。どうしたものかと州舜に相談すると、誘いの文の仕分けをしてくれた。

「これは第二皇子の側近の奥方だ。行かない方がいいだろう。こっちは皇こう帝てい陛下の叔父おじの妃で、ご高こう齢れいだ。お前が行きたければ受ければいいが、気が進まなければ行く必要はない」

　どうしても行かなければならない誘いはなかったので、怜藍は面めん倒どう臭くさくて片かたっ端ぱしから断り、誘いを受けるのは州舜と夫ふう婦ふ同どう伴はんの時だけにした。

　供を付けて一人で出かけるのは、ごく稀まれだ。この頃ではたまに、怜藍の噂うわさを聞いた宮中の『几子』から、薬方を頼たのまれることもあった。相手から訪ねてくることもあったが、どうしても出られないという場合にだけ、怜藍が出向いた。

　それ以外に怜藍が外出するのは、月に数回、州舜と共に祥栄に会いに行く時だけだ。

　あとは屋敷で過ごす。薬の研究をしたり、本を読んだり、故郷には頻繁に手紙を書いた。向こうからも同じくらい頻繁に手紙が届く。

　最近では藍羽が、外に出る練習をしているのだという。怜藍が自分の身代わりに嫁とついだことを気にして、このままではいけないと決心したらしい。従弟いとこの成長を頼もしく思った。

　屋敷での生活は楽しく充じゆう実じつしていて、いつか去らねばならないのが切ないくらいだ。

　そうやって、つつがなく過ごしていたある日のこと。

　その日は昼から、『几子』が怜藍のもとへ、薬方を頼みに屋敷を訪おとずれることになっていた。州舜のほうは公務がなく、客が帰った後に庭に出てお茶でも楽しもうかと話していた。

　ところがその日の午前中、学府の博士が州舜にどうしても見てもらいたい文ぶん献けんがあると使いをよこし、急きゆう遽きよ出かけなければならなくなった。

「すまなかったな。せっかく厨くりやに茶の準備までさせていたのに」

「気になさらないでください。今日も暑くなるので、熱にあたらないようにしてくださいね」

　玄げん関かん先まで州舜を見送り、彼の服に付いた糸くずを取ったりしていると、州舜がじっと怜藍を見つめてきた。

「州舜様？」

　女によう房ぼう面づらして、出過ぎた真似まねをしただろうか、と少し不安になって見上げる。だが州舜はふいっと視線をかわし、怜藍の襟えり元もとに手を伸のばした。開いた服の襟をキュッと強く閉じる。

　どうやら、襟を開き過ぎていたらしい。暑かったからだが、慎つつしみのない恰かつ好こうだったと、慌てて服装を直した。

「すみません。はしたない恰好を」

　慌あわてて襟をかき寄せると、頭上でフッと笑いがこぼれるのが聞こえた。

「はしたなくなどないさ。あられもない恰好より、慎つつましげな奥方がちらっと見せる色気の方がそそられる。まあ、艶本で真っ赤になるようなお前には、わからないだろうが」

「またその話ですか」

　いつだったか、怜藍が艶本を読んだの読まないので真っ赤になっていたのを、いつまでもからかってくる。怒おこってぺしっと軽く肩かたを叩たたくと、州舜は何やら嬉うれしそうに笑った。

　行ってくるよ、と笑いながら言った声が、いつもより甘やかに聞こえた。

　州舜を見送ってから、来客のために薬の準備を始める。何百種類という生薬が納められた薬くすり棚だなから主要な薬材を持ち運び用の薬箱に移す。材料は常に、できるだけたくさんの種類を用意していた。

　薬材は一つ一つの効き目は少なく、そのままでは『几子』の熱には効かない。上手うまく調合することで最大の薬効が得られるのである。

　用意の途と中ちゆうで、使用人が客人の訪おとないを告げた。

「もういらしたのですか？」

　予定では昼過ぎだと聞いていたが、今はまだ昼前だ。しかしまあ、そういうこともあるだろうと、怜藍は急いで準備を終え、薬箱を手に客間へ向かった。

　客間は複数あり、訪う人の位によって迎むかえる部屋が異なる。今日の客は皇族だったので、一番奥の貴き賓ひん室に入ったのだが、そこには誰もいなかった。

　使用人が案内する場所を間ま違ちがえたのだろうか。珍めずらしいことだった。

　いくつかある客間を順に見て回り、そのうちの一つにようやく客人を見つけた。

「怜藍様。ああ、良かった」

　しかしそこにいたのは、『几子』に目覚めたばかりだという年若い皇族ではなかった。怜藍も顔を見たことがある、三十代から四十代の官かん吏りたちだ。

　どうして彼らがここにいるのか、わからなかった。今日来る予定の皇族と、彼らとは所縁ゆかりはないはずだ。目の前の男たちは三人とも、州舜の管かん轄かつの部署に勤める役人である。

　彼らはみな『之人』だった。確か平民の出身だが、優ゆう秀しゆうだったのとその特別な性別とで、宮きゆう廷ていに重用されたのだという。

『之人』の官吏たちに『几子』の自分が一人。その符ふ合ごうに一いつ瞬しゆん、怜藍は嫌な予感を覚えた。祥華のことを思い出したのである。

　しかし、今が怜藍の発情期ではなかったのと、彼らがどこか戸と惑まどった様子を見せ、こちらの姿を目にした途と端たんに安あん堵どしたので、警けい戒かいを解いた。状じよう況きようがよく理解できないまま、部屋の中に入る。

　その時、不意に強いめまいを感じた。

　どこかから、不思議な匂においがする。嗅かいだことのない香かおりだ。官吏のうちの誰かが、服に香こうを焚たきしめてきたのだろうか。その匂いを感じるたびに、くらくらとめまいがする。

「怜藍様？」

「いえ。それより皆みな様さまは、お揃そろいでどうなさったのですか。州舜殿でん下かは外出しておりますが」

　官吏たちに席を勧すすめ、自分も向かいに座る。卓たくの上に、見慣れない布の包みが置いてあった。匂いはそこから立ち上ってきている。めまいがするほど強きよう烈れつな香りなのに、前に座る三人は気づいていないようだ。三人ともやはり戸惑った顔をしている。

「さてそれが。今朝になって突とつ然ぜん、上司から怜藍様の所へ行き、『几子』の薬をもらってくるように命じられたのです。今日こちらにお訪ねになるご予定だった、比ひ柳りゆう殿下のかわりにと」

「あなた方が？」

　訝いぶかしく思い聞き返す怜藍に、彼らも同様に釈しやく然ぜんとしない様子でうなずいた。

「三人とも別々に頼まれたのです。頼まれたのは自分一人だと思っておりましたが、先ほど門の前でばったりと三人出くわして。どういうことなのでしょう」

　どういうことか、こちらが聞きたいくらいだ。怜藍は香りのする包みを指した。

「それは、あなた方が持っていらしたのですか」

「はい。私が比柳殿下の使いと仰おつしやる方から預かりました。何でも『几子』の薬を処方するのに必要だとか。怜藍様に中身をお見せすればわかるからと言われて。中身は陶とう器きのようですが」

　開けてみましょうか、と包みを託たくされたという官吏が言う。

「ええ。すごい香りだ」

「香り？　これには何の匂いもしませんが。怜藍様がお香を焚きしめられているのではないですか？　良い香りがします」

　すん、と鼻を鳴らす官吏に、不ぶ躾しつけだと感じた。それよりもめまいがひどくなる。いや、これはめまいなどではない。酒に酔よったように、いつの間にか頭が上手く回らなくなっていた。

「この部屋は、暑いですね」

　良い香りがすると言った男が、いきなり自分の服をくつろげた。明らかにおかしい。この場を立ち去らなくては、と思い立った時、目の前で別の官吏が包みを広げていた。

「……香こう炉ろ」

　誰だれかがつぶやくのが聞こえた。あるいは、怜藍自身が言ったのだったか。包みの中にあったのは、小さな陶器の香炉だった。

　布に遮さえぎられていた香りが一気に溢あふれ出る。途端に、怜藍の身体からだの奥に燻くすぶっていた熱が弾はじけた。身体中を熱が駆かけ巡めぐり、立っていられなくなって椅い子すから崩くずれ落ちた。

（発情期はまだ先のはず……。予兆すらなかったのに）

　明らかに自分は発情している。それも普ふ段だんより強く。

「怜藍様。大だい丈じよう夫ぶですか」

　床ゆかに這はう怜藍に官吏たちが声を上げたが、それは先ほどとは異なる、上ずった声こわ音ねだった。

「お願いです。近づかないでください。今すぐ部屋を出て」

　言いながら自分も部屋を出ようとする。立ち上がろうとしたが、身体に力が入らなかった。男たちは無言のまま立ち上がる。彼らが自分を追い越こして部屋から出て行ってくれることを願ったが、三人は怜藍の周りで足を止めた。

「誰か！　助けてください！」

　這いずりながら部屋の外に向かって叫さけぶ。だがさらに叫ぼうとしたところで、男が覆おおいかぶさってきた。

「やめろ……放せっ」

　もがく怜藍の腕うでを男の一人が押さえ込み、もう一人が自身の腰こしの布を解いて怜藍の口を塞ふさいだ。

「おい。扉とびらを塞いでおけ」

　頭上で声がして、男が卓たくを動かして扉を塞いだ。香炉が転げ落ち、割れる音を立てたが、誰も気にしなかった。熱のこもった部屋の中で、はあはあと男たちの息いき遣づかいが響ひびく。

「申し訳ありません。怜藍様。でも仕方がないのです」

　三人がかりで押さえ込まれ、まず長なが袴ばかまを引き下ろされた。

「んう……っ」

　もがくと頰ほおを張られ、男たちは無言のまま下した穿ばきまで奪うばい去る。露あらわになった怜藍の下腹部を、三人は熱のこもった目で見下ろした。

「怜藍様も喜んでおいでだ」

　荒あらい息遣いで男が言い、わずかに勃たちかけた怜藍のそこをやんわりと握にぎった。それだけでビクビクと反応してしまう自分の身体が恨うらめしい。後ろの窄すぼまりがひくついている。

　男はそれに気づき、肉につ茎けいを弄いじりながらもう片方の手を後ろに伸のばした。くちゅりと入り口を撫なでる。ビクンと怜藍の白い身体が跳はねると、男たちは喉のどを鳴らした。

「濡ぬれてる。『几子』は女のように濡れるというが、本当だったのだな」

　たまらない、というように、怜藍の足元にいた男が自らの袴を引き下ろす。猛たけった性器が跳ね上がり、怜藍はゾッとした。

（嫌いやだ。こんなのは嫌だ）

　助けて、と心の中で叫んだ。州舜の顔が浮うかんだ。

「おい、ずるいぞ」

　欲望に支配された男たちが、我われ先さきに自分の足の間に潜もぐり込もうとする。ぶたれるのも構わず必死で身を捩よじったが、男三人がかりではとてもかなわなかった。

　一人が怜藍の足を開き覆いかぶさってきた。絶望に目の前が暗くなりかけた正にその時、部屋の外から乱暴に扉を叩く音がした。

「怜藍！　そこにいるのか！」

　州舜の声だった。少し前に出かけたはずだ。信じられない気持ちで、それでも猿さる轡ぐつわの奥から必死で声を上げた。

「怜藍……っ」

　男たちは物音に驚おどろいたが、行こう為いを止める気配はなく、むしろ先を急いで怜藍を犯おかそうとするのが異常だった。

　足をばたつかせ、男が後ろを犯そうとするのに抵てい抗こうする。その足が男の股こ間かんを直ちよく撃げきし呻うめいた時、扉の前にあった卓が大きな音を立ててはじけ飛び、扉が開いて州舜が入ってきた。

「怜藍！」

　助かった……そう感じたのも束つかの間だった。部屋に入った途端、州舜がぐっと呻いた。慌あわてたように口と鼻を押さえる。室内にたちこめた、怜藍の発情の香りにあてられたのだ。

　怯ひるんだように見えたがしかし、怜藍が暴漢たちに押さえ込まれるのを目まの当たりにして、さらに顔色を変えた。

「貴様ら……私の妻に何をしている」

　全身から火を噴ふくような怒ど気きを帯び、こちらに近づいたかと思うと、怜藍に覆いかぶさっていた男を蹴けり倒たおした。男は壁かべに叩たたきつけられ、性器を剝むき出しにしてがっくりと失神する。

　その間に州舜は、残りの二人を叩きのめしていた。

「申し訳ありません。しかし、『几子』の熱にあてられてどうしようもないのです」

　鼻や口から血が出るほど殴なぐられ、男たちは泣き喚わめいた。

「『几子』だと……？」

　州舜はこちらを振ふり返り、信じられないものを見るように怜藍を見た。ようやく起き上がることができた怜藍は、服の裾すそを直し自ら猿轡を外しているところだった。

（知られてしまった……）

　噓うそがばれてしまった。それも最悪の形で。

　だが州舜が呆ぼう然ぜんと目を見開いていたのは一いつ瞬しゆんで、素す早ばやく近づいて怜藍を抱だき上げると、部屋を出た。それから騒さわぎを聞きつけて集まっていた使用人たちに、口早に指示を出す。

「扉を閉めて見張りを立てておけ。絶対に逃にがすな。夏傑と秋栄を呼んで中の者たちを捕ほ縛ばくさせるんだ。それから四の宮に子蓉がいる。そのまましばらく祥栄の警護に付くように伝えろ」

　そうして怜藍を抱かかえたまま屋や敷しきの奥へ歩き出した。だが途と中ちゆうで曲がった廊ろう下かは、怜藍の部屋へ行く道とは違ちがっていた。

「州舜様……お願いです。私の部屋に連れて行ってください。そこに、自分用に調合した『几子』の薬が」

「だめだ。あそこは中から閂かんぬきが掛かけられない。誰でも入れてしまう。……私でも」

　そう言った州舜の声は低く押し殺すようだったが、足取りはしっかりとしていた。彼には怜藍の発情の熱が、それほど影えい響きようしていないのだろうか。

　しかし怜藍の発情は、先ほどよりもひどくなっていた。男たちと相対していた時の比ではない。州舜に抱えられた瞬間から、ビリビリと肌はだが震ふるえるような快感を覚え、普段の発情など比べものにならないほど強い情欲が沸わき上がってきた。

　運ばれる振しん動どうに下腹部が切なくなり、怜藍はぎゅっと身を縮めた。

「……っ」

　不意に頭上で、州舜が何かを堪こらえるように呻き、ギリギリと奥歯を嚙かみしめる音が聞こえた。

　彼の額からは脂あぶら汗あせが滲にじみ出ている。州舜は発情していないのではなかった。彼は極限のところで理性を保っていたのだ。

「州舜様……申し訳ありません……あなたを騙だましてこんなことに」

　自分は薬があるから大丈夫だと思っていた。そのことに慢まん心しんしていたつもりはなかったが、どこかで薬の力を過信していたのかもしれない。

「今は、それは後回しだ」

　苦しげな呼吸の中で、州舜は言った。本当に苦しそうだった。

　大丈夫です、一人で歩けますと言いたい。州舜を、いや州舜だけは巻き込みたくない。

　しかし怜藍もまた、極限にいた。身体からだに力が入らず、呼吸をするだけで身体が疼うずく。州舜の吐と息いきを感じるたびに理性が弾けそうだった。誰が通るかわからないこの廊下で、なりふり構わずこの人に縋すがりついて抱いてくれと言いたくなる。

「もう少しだ。その先の部屋に行けば……」

　州舜は自らに言い聞かせるかのように呟つぶやき、怜藍を抱え直すと先を急いだ。渡わたり廊下を越え、怜藍があまり立ち入ったことのない場所に出る。州舜は迷わずさらに奥へ進み、外廊下の角にある戸を開けて部屋の中に入った。

　部屋は物置のようだった。光は廊下に面した明かり取りの窓から、うっすらと差し込むだけで奥は薄うす暗ぐらい。

　壁には棚たなが並び、そこに掛かけ軸じくや香こう炉ろ、食器など様々なものが雑多にしまわれていた。棚の周りにも古びた家具や調度品が所ところ狭せましと置かれている。

　普ふ段だんはあまり開けられることのない部屋だからか、空気がこもっていて黴かび臭くさかった。

「ここなら人もあまり通らないし、内側から閂が掛かる。私が出たら、内側から扉を閉めるんだ。お前の部屋に行って薬を探して戻もどってくるから、それまで決して開けないように」

　怜藍を床ゆかに降ろし、州舜は言った。発情する身体を抑えているのだろう、声は先ほどよりも低くしゃがれていた。怜藍は降ろされた場所で座り込んだまま、黙だまってこくこくとうなずく。身体が疼いて声を出すことさえままならないのだ。

　州舜も身体が辛つらいのだろう。よろよろと立ち上がり、戸口へ引き返そうとして、その場でがっくりと膝ひざをついた。

「州舜様……っ」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　こちらに背中を向けて俯うつむいているので、州舜の顔は見えない。しかしその声は震えていて、立ち上がることすらできないようだった。恐おそらく、閉め切った部屋の中に入ったせいで、よけいに怜藍の香かおりが強く感じられるようになったのだろう。

「怜藍。すまないが、私から離はなれてくれ。もっと、部屋の奥へ」

「は、はい」

　足あし腰こしが立たず、四よつん這ばいになりながら奥へ向かう。しかし、部屋の床には雑多な物が無造作に置かれていて、なかなか進めない。

　そんな中、床に突ついていた手が汗あせで滑すべり、咄とつ嗟さに、埃ほこり除よけに使われていた布の端はしを摑つかんでしまった。布がするりと落ち、中の調度品が露あらわになる。

　それは装そう飾しよくの付いた大きな鏡で、怜藍自身が映っていたのだが、薄暗がりと霞かすんだ目には誰だれか人がいるように見えた。

「ああっ」

「怜藍っ？」

　慌てて後ろへいざった後に鏡だと気づく。しかし怜藍を心配した州舜が、ふらつく足でどうにか立ち上がり、怜藍に近づいてきていた。

「私は、大丈夫です。どうか早く……」

　逃げてください。そう言おうとした。しかし、傍かたわらに立った州舜を見上げて、その言葉を飲み込む。

　州舜が鏡を凝ぎよう視ししていた。正しくは、鏡に映った怜藍の姿をだ。縁ふちを見事な金細工で彩いろどられた鏡の中に、怜藍が座り込み、しどけなく足を投げ出していた。

　下半身には、何も身に着けていない。先ほど暴漢と化した官かん吏りたちに、下した穿ばきまではぎとられてしまったからだ。慌てていざったために、袍ほう服ぶくの裾は今や太ももまでめくれ上がり、足の間のきわどい部分までもが鏡に映し出されていた。

「あ……」

　怜藍は慌てて足を閉じ、震える手で裾を伸のばそうとした。だがその手を、脇わきから伸びた手が捉とらえる。強い力で引き倒され、気づけば床の上に組み敷しかれていた。

「す……州舜様っ」

　抵抗しようにも、力の差が大きすぎてどうにもならない。見上げた州舜の目は、肉に飢うえた獣けもののようにギラついていた。

「怜藍……」

　州舜は怜藍の両手首を束ねて片手だけで押さえ込んだ。片方の手が、怜藍の服の裾をめくり上げる。

「ひ……っ」

「先ほどの男たちに、どこまで触ふれられた？」

　情動と苛いら立だちの混じった声だった。いつもの、穏おだやかで何事にも冷静な州舜はいない。怜藍は、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうに組み敷かれる小動物の気持ちだった。鋭するどい牙きばが自分の肉を今にも食はもうとしている。その恐きよう怖ふと共に、倒とう錯さくした愉ゆ悦えつを覚えていた。

「この肌を、あの者どもに触れさせたのか」

　裾を割りながら、手のひらがいやらしく足を撫なでる。ゾクゾクと快感が這はい上がり、それだけで達してしまいそうだった。

「……っ、や……っ」

「この奥は？」

　その手はさらに奥まで伸び、尻しりを割って窄すぼまりに潜もぐり込んできた。

「ひ、い」

「濡ぬれているな。ここも触れさせたのか。指を入れられたか？」

　男の声は熱に浮うかされたように上ずっていた。怜藍の反応を食い入るように凝視しながら、濡れそぼったそこを指で弄いじる。クチュクチュといやらしい水音が上がり、怜藍は羞しゆう恥ちに泣き出しそうになった。

「どうだ。他ほかの男に弄られたのか？　言え、怜藍」

　荒あらい息と共に怜藍を追い詰つめながらも、指で後ろを犯おかすのをやめない。肉にく襞ひだが擦こすれるたびに、激しい快感が全身を駆かけ抜ぬけた。怜藍の男の部分は腹に付くほど反り返り、時おり先走りが潮のように飛んだ。

「あ、や……そこは、入り口だけ……っ」

　怜藍は必死で首を横に振ふって応こたえる。その時、陰いん囊のうの裏の浅い部分を指先が突き上げた。

「ひ、ぃ……っ」

　ひときわ激しい刺し激げきに、身体がひとりでにビクビクと震ふるえ、怜藍は呆気あつけなく射精していた。州舜はその様をじっと見つめていたかと思うと、突とつ然ぜん覆おおいかぶさり、わななく怜藍の唇くちびるを己おのれの唇で塞ふさいだ。

「んっ、んーっ」

　射精の余よ韻いんの中、熱い舌が敏びん感かんになった口の中を存分に犯す。続けざまに快感を与あたえられ、目の前が一いつ瞬しゆん、真っ白になった。

　気を失いかけ、気づくと州舜の身体が離れていた。しかし、解放されたのではなかった。

　ぼんやりとした視界の先で、州舜が長なが袴ばかまをくつろげて自らの性器を取り出していた。

　逞たくましい陽根が目の前に晒さらされる。赤黒く怒ど張ちようしたそれはまるで凶きよう器きのようで、発情の熱に浮かされていた怜藍の意識が、一瞬だけ平静に戻る。

「や……州舜様、どうか」

　恐おそろしさに身が引けた。その場を逃にげ出そうと州舜に背を向けた。けれど這い進もうとして、先ほどの鏡に当たる。追い詰められた怜藍の背後から、州舜が覆いかぶさってきた。

「怜藍」

「ひっ」

　抱だきしめられると、州舜の発情の香りに再び、理性が搦からめとられる。動けなくなった怜藍の顎あごを取ると、州舜は再び唇を塞いだ。

「んっ」

　貪むさぼるように唇を吸いながら、州舜の手は怜藍の服をたくし上げる。尻が露わになり、熱い大きな手のひらが双そう丘きゆうを摑んだ。

「お、おやめくださ……」

　潤うるんだ窄まりに、熱く滾たぎった陽根が押し当てられた。ずん、と鈍にぶい振しん動どうと共に、それは一息に根元まで埋うめ込まれていた。　>>>♥

「や、あぁ……っ」

　それは指とは比べものにならないほど熱く、大きかった。ふと視線を上げると、鏡の中で州舜が極きわまったように身を震わせていた。

「狭い……く……ああ、一物をしゃぶられているようだ」

　鏡の中で、背後から自分を犯す州舜と目が合った。こちらを見つめながら、州舜がわずかに目を細める。次の瞬間、いきなり腰を打ち付けられた。

「ああっ」

　内ない壁へきが擦れ、達したばかりの陰囊から、また熱いものがせり上がってくるのを感じた。

「だ、め……ぇ……」

　快感にブルブルと身体からだが震えた。奥がひとりでに収縮し、男根を強く締しめ上げる。

「……くっ」

　州舜は低く呻うめくと、それから箍たがが外れたように腰を振りたくった。肉を打つ音が辺りに響ひびき、そのたびに得も言われぬ肉の喜びが怜藍の身体と思考を支配していった。

　ほんのわずか、頭の片かた隅すみに残った理性が、取り返しのつかないことをしてしまったと嘆なげいている。

　けれど、同時に気づいてしまった。本当は自分がずっと、州舜にこうされたいと願っていたことを。

　彼に惹ひかれていた。偽いつわりの関係の中、自分からは決してねだることはできないから、力ずくで犯されたいと心の底では思っていたのだ。

　あまりにも浅ましいその考えを、必死で封ふう印いんして気づかぬふりをしていた。しかし気づいてしまった。もう、自分を誤ご魔ま化かすことはできない。

「やぁ……そんな……」

　後ろを犯しながら、州舜の手が怜藍の袍ほう服ぶくの襟えり元もとを引きちぎるように開いた。素す肌はだをまさぐり、胸の突起を指先で乱暴に摘つまみ上げる。甘かん美びな痛みに、思わず喉のどをのけ反らせた。

「ひ、あぁ……」

　陰いん茎けいから飛沫しぶきが吹ふき上がる。ひっきりなしにだらだらとこぼれ、先走りなのか精なのかももう、わからなかった。

「怜、藍」

　呻くように名前を呼ばれた。州舜は胸を弄るのをやめ、怜藍の首を摑つかむ。襟が抜け、うなじが露あらわになるのを感じた。

「だめ……だめです……州舜様」

　州舜が何をしようとしているのか悟さとり、青ざめた。それをしたら、もう戻もどれなくなってしまう。自分は本当の妻ではない、仮かり初そめの関係なのに。

　腰こしを打ち付けながら州舜がうなじに食くらいつく瞬間を、そして自分が期待にうっすらと微笑ほほえみを浮かべるのを、怜藍は鏡越ごしに見ていた。

　首筋に吐と息いきがかかる。州舜の発情の香かおりとは別に、鼻先に金かな臭くさい鉄の匂においが漂ただよう。けれどいつまで経たっても、うなじを嚙かまれる痛みは訪おとずれなかった。

「……ぐ、ぅ……っ」

　耳元でくぐもった声が聞こえ、首筋に温かい雫しずくが伝った。これは、血だ。怜藍のものではなく、州舜自身の血だった。

　彼は最後の理性を奮い立たせ、自分の手で怜藍のうなじを庇かばい、自らの手の甲こうに歯を立てたのである。

「州舜様っ」

　理性を失ってもなお、怜藍を守ろうとする州舜が切なかった。この行こう為いを喜ぶ自分に、守ってもらう資格などないのに。

「州舜様……」

　この人が好きだ。本当の妻にはなれないとわかっているのに、どうしようもなく愛してしまった。

（申し訳ありません。……ごめんなさい、ごめんなさい）

　これは、州舜にまで性を偽り輿こし入いれした、怜藍の咎とがだった。すべて上手うまくいくと思っていた。自分はなんと傲ごう慢まんだったのだろう。

　祥華のことがあって、彼は本能のまま『几子』と交わるのを避さけたかったはずだ。愛した人を救えなかったことを今も悔くやんでいるのに、そんな彼をもっとも傷つける事態に、怜藍が陥おちいらせてしまった。　>>>♥

「怜藍……あぁ、く……っ」

　逞しい陽根で犯され、全身が喜んでいる。肉襞はさらに男を食い締め、州舜はついに極まって身を震わせた。

　ぐっと一物が突き立てられ、最さい奥おうに吐はき出された精の、じんわりとした熱を感じる。

「あ……中で……」

　中に出されてしまった。最奥まで凌りよう辱じよくされる感覚に、それでも怜藍は喜びを感じてしまう。

　後ろから顎を取られ、また口づけされた。それまでされるがままだった怜藍は、気づけば相手の舌に自分のそれを絡からめていた。

　怜藍が応こたえているのがわかると、州舜の口づけもさらに深くなる。二人はしばらく、絶頂の余韻と共に互たがいの甘美な唇を味わい続けた。

　幾いく度ども吐精してなお、怜藍の身体にある情欲の炎ほのおは消えてはいなかった。口を合わせているうちに、情欲は大きくなる。

　それは州舜も同じようだった。

「怜藍。もう一度……」

　州舜は身を起こすと、怜藍の身体を仰あお向むけに横たえた。繫つながったまま体勢を変えられ、中で男の一物が擦こすれる感かん触しよくに、身み悶もだえする。

「すまない」

　向かい合って再び口づけしながら、州舜は怜藍に謝った。その手の甲から赤い血が滴したたるのに気づき、泣きたくなる。それでも行為をやめられない己の身体を呪のろわしく思った。

「あなたは悪くない。私のせいです」

「怜藍」

「……すみません。すみません、州舜様」

　しかし互いの謝罪など、もう何の意味も持たない。二人はそれ以上、言葉を紡つむぐのをやめた。

　わずかな理性の中で感じる悲しみと切なさを抱かかえ、本能の海に身を浸ひたす。

　黴かび臭くさく仄ほの暗ぐらい、真昼の部屋の中で、二人はそれから長い間、まぐわい続けた。










　目を覚ますと、怜藍は自分の部屋の寝しん台だいの上にいた。

　清潔な寝具に包まれ、さらりと手て触ざわりの良い夜着を着ている。窓の外は闇やみだった。発情していたはずなのに、今は平常に戻っていた。

（……夢だったのだろうか）

　しかし床とこの中で身じろぎした時、尻しりが軽く引き攣つれた感覚がして、夢ではなかったのだと悟った。

　あれは現実だった。州舜に噓うそが知られ、あまつさえ彼に抱だかれてしまった。

　ずっとこうなることを、自分は意識の奥で望んでいた。いつからだろう。別べつ荘そうで、彼に出会った時か。藍羽のためと言いながら、自分のためだったのではないのか。

　そんなずるい気持ちがあったから薬を過信して、今回のような事態を招いたのではないか。

「あ……あ……」

　後こう悔かいしてもどうにもすることができない。悔くやしさともどかしさに、怜藍は慟どう哭こくした。

「……怜藍。大だい丈じよう夫ぶか」

　誰だれもいないと思っていたのに、部屋の外で州舜の声がして、ヒュッと悲鳴のような音が喉から漏もれた。気を失う前の出来事が脳のう裏りを過よぎり、恥はずかしさに叫さけび出したくなる。

「気分が悪いのか？　ここに見張りとして子蓉が一いつ緒しよにいる。私は中には入らないから、様子を知らせてくれないか」

　声は沈しずんでいたが、心配そうだった。あんなことがあったのに、怜藍のことを案じてくれる。

　申し訳なくて消えてしまいたかった。しかし、自分のしでかしたことには向き直らなくてはならない。

「もう大丈夫です。どこも痛くないし、発情の熱も治まりました」

　身を起こし、自分の身体を検分する。下半身がだるいくらいで、他ほかに痛みなどはなかった。暴漢たちに何度も顔をぶたれたが、大したことはなさそうだった。はっきりした声で答えると、廊ろう下かで安あん堵どしたようなため息が聞こえた。

「……『几子』の薬を、飲ませてくださったのですか」

「ああ。お前の部屋を勝手に探した。身体は……申し訳ないが、私が着き替がえさせた」

　他の男や、女にさせるのもはばかられたのだろう。申し訳ありません、と謝ると、州舜も慌あわてたように「いや、私こそすまない」と謝り返された。

　沈ちん黙もくが落ちる。州舜も、いろいろと聞きたいことがあるのだろう。怜藍は覚かく悟ごを決めた。

「あの、部屋の扉とびらを開けても良いでしょうか。私の発情の熱はもう、治まりましたので。州舜様のお顔を見てお話しせねばならないことがあります」

「……ああ」

　怜藍は寝台を降りて部屋の扉を開けた。廊下の向こう側に州舜が沈痛の面おも持もちで立っている。庭先に控ひかえる子蓉の姿も見えた。

　怜藍はその場で膝ひざを折り、床に額ぬかずいた。州舜が戸と惑まどった声を上げる。

「何をしている」

「申し訳ありませんでした。私は故郷にいた頃ころから、州舜殿でん下かをたばかっておりました。どのような罰ばつもお受けいたします」

「やめろ。そんなことをさせたくて扉を開けたのではない。……頭を上げてくれ。これではまともに話もできない」

　州舜は言いながら、一歩近づく。まだ怜藍の発情が続いていたら、と考えているのだろう。慎しん重ちように少しずつ近づいて、扉の前に来た。

「床に戻ってくれ。まだ身体からだが元通りではないだろう。……私が無む茶ちやをしたから」

　ここで大丈夫だと言っても、州舜は心配だろう。言われた通りに床に戻った。州舜は窓まど際ぎわの椅い子すを扉の前まで動かして、そこに座った。扉は開け放ったままだ。

「身体で痛むところはないか。頰ほおの腫はれはもう、引いたようだが」

　もう何ともない。よく眠ねむった時のように、頭はすっきりとしているくらいだった。それもそのはずで、怜藍は一日半眠っていたのだという。

「私の方こそ申し訳なかった。お前の純潔をあのような形で奪うばったのだ。許してくれとは言わぬ。できる限りの償つぐないをするつもりだ」

　いきなり頭を下げた州舜に、怜藍は床の上から「やめてください」と制した。

「私だって、あなたにそんなことをさせたいわけではありません。それにあの時、州舜様が助けに来てくださらなかったら、私は男たちに力ずくで犯おかされるところでした」

「腑ふに落ちないことがあったので、戻もどってきたんだ。あの三人は今、牢ろうに入れてある」

　昨日、州舜は呼び出されて学府の博士に会いに行った。以前から進めていた華京の都市整備計画について、火急に報告したいことがあると言われたからだ。

　待っていた博士に説明を受けたが、たまに話が嚙かみ合わない。博士の話をよくよく聞いてみると、今日の呼び出しは州舜の側から申し出があったというのだ。前の日に州舜の使いの者が現れて、明日、現状を報告せよと言われたのだという。

　州舜はそんな使いを頼たのんだ記き憶おくはない。嫌いやな予感がして、すぐに屋や敷しきに引き返した。何かが起こっていると感じ、連れていた子蓉を四の宮の祥栄の警護へやり、自分は怜藍の様子を見に戻ったのである。

　怜藍が本当に『几子』だとは知らなかったから、『之人』の自分が様子を見に行ったのだ。家に戻ると、使用人たちが客間の物音に気づいてそちらに向かおうとしているところだった。

　その日に来る予定だった皇族の代理で、官かん吏りが三人現れたと使用人たちから聞き、州舜は異変を確信した。

「あの三人の官吏たちは獄ごく吏りの調べを受けている。それぞれが比柳殿どのの代理を仰おおせつかったのだと言っていた。噓はついていないようだと」

　彼らは最初から戸惑った様子だった。三人も罠わなに嵌はめられたのだろう。怜藍もうなずいて、自分が訪おとないを告げられて三人に会い、州舜に助け出されるまでのことを話した。

「それでは、その香こうの匂においを嗅かいだ途と端たん、時期でもないのに発情の熱に襲おそわれたと？」

「はい。部屋に入った瞬しゆん間かんから嗅いだことのない匂いを感じ、めまいを覚えました。しかし『之人』である三人は匂いに気づかない様子でした」

「私もあの部屋に入った時、お前の香かおりしか感じなかった。『几子』にしか感じない匂いなのかもしれない。……以前、お前が文ぶん献けんの中に『几子』の発情を誘さそう薬を見たと言っていたが」

　怜藍も、まさにそのことを考えていた。

「私は勝手に、口から飲む薬だと思い描えがいていましたが。確かに薬によって、香こう炉ろにくべて吸い込んだり、皮ひ膚ふに塗と布ふするものもあります。かつて祥華様が突とつ然ぜんの発情で暴漢に襲われたのも、同じ薬が使われたのではありませんか」

「そうかもしれない。いや、そうとしか考えられない。香炉を調べてみよう」

　幸い、あの時割れた香炉は中身ごと取ってあるのだという。使用人があの部屋の片づけをした際、見慣れない香炉が落ちているのを見つけ、州舜に報告したそうだ。怜藍が眠っている間に、証しよう拠この品が捨てられずに残されていたのは僥ぎよう倖こうだった。

「この件を、陛下に報告する。八年前の祥華の事件も含ふくめて、調査をするよう申し出る」

　犯人が見つかるかどうかはわからない。何しろ、宮中でこれだけ人を使って罠を巡めぐらせることができるのだ。それでも、皇こう帝ていを始めとした宮中の人々に、こういうことが実際に起こっていると知らしめることは重要だ。

「私にも何か、お手伝いをさせてください。こうなったのは、私の責任でもあるのですから」

　怜藍が申し出ると、州舜は何か言いたげな顔をした後、思い直したようにうなずいた。

「ああ。しかし今は身体を休めてくれ。それと今後、何か身体に異変が起こったら、隠かくさずに私に言ってほしい」

「──はい」

　その言葉に、怜藍はある可能性を思い出してヒヤリとした。

　発情期に『之人』の州舜と交わった。男女よりも、発情期に『几子』と『之人』が交わる方が、子宝に恵めぐまれやすいと言われている。怜藍はこれで子を孕はらんだかもしれないのだ。

（よりによって、私が）

　そうならないために怜藍が輿こし入いれしたのに。もし州舜の子ができたら、彼が望む宮中の均きん衡こうは崩くずれてしまうことになる。

「怜藍、すまない」

　労いたわるような静かな声がした。怜藍は我われに返る。いつの間にか、爪つめの先が白くなるほど拳こぶしを握にぎりしめていた。

「すべては私の咎とがだ。私はあの別べつ荘そうでお前を『几子』ではないと決めつけ、半ば強ごう引いんに輿入れをさせた」

「それは違ちがいます。私は最初から、藍羽の縁えん談だんを潰つぶすつもりでしたし、それが叶かなわないのなら、自分が輿入れすると決めていました。あなたの提案はたまたまで、渡わたりに舟ふねだと思って話に乗ったのです。咎だというなら、あなたと宮きゆう廷ていを二重に騙だましていた私の方にあります」

　言い募つのる怜藍に、州舜は目を細めて切なげに微笑ほほえんだ。

「だが私は、お前を力ずくで凌りよう辱じよくした。あのことをなかったことにはできない」

「私は、あなたに辱はずかしめられたなどとは思っていません」

　それだけは言っておきたい。州舜は今、心の中でもがき苦しんでいる。彼は、愛した人を救えなかったことを後悔していた。なのに自分自身が、祥華を死に追いやった者と同じ行動を起こしてしまったのだ。

　責任感の強い州舜は、そんなふうに考えているに違いない。

「私はあなたの妃きさきです。たとえ仮かり初そめの関係であったとしても、夫ふう婦ふであることに変わりはありません。あなたは暴漢から妻の私を救い出してくださった。その上で夫婦が交わったのです。何の問題がありましょう」

　祥華の事件とは違う。暴漢に辱められたのではない。それにあんな状じよう況きようではあるが、思し慕ぼする相手に抱だかれたのだ。己おのれの慢まん心しんを後こう悔かいしているが、州舜とのことで傷ついてはいない。そのことを伝えたかった。

「それに私は、最初に抱かれたのがあなたで、良かったと思っています。顔も知らない縁談相手に、初夜で突然、純潔を奪われるのは、女でなくても怖こわいのです。だから気心の知れたあなたで良かった。州舜様には、ご迷めい惑わくだったと思いますが」

「迷惑だなどと」

　力いっぱい言い募る怜藍に、州舜は戸惑った顔をした。だがすぐに、ふっと目元を和なごませる。

「……お前には、いつも救われているな」

　その笑え顔がおが甘く優やさしげで、こんな時なのにドキリとした。

「お互たがいに自分の咎だと言い合っても、前に進めないな。それにまだ、はっきりしないこともある。私や博士、官吏たちに送られた偽にせの使いの行方ゆくえも、追わせている最中だ。今は身体を休めて、また改めて話し合おう」

　これからしばらく、子蓉が隣となりの部屋で寝ね起おきして、屋敷の警備も増やしてくれたのだそうだ。もう怖いことは起こらない、安心して休んでくれと言う州舜の優しさと、怜藍の罪を問わない度量の大きさに、ただ頭が下がる思いだった。

『几子』と知られてしまい、自分はこれからどうなるのか。不安はまだあるが、ここで話し合うには事情が込み入っていた。それに怜藍も、そして州舜もまだ冷静にはなりきれていない。

　部屋を去って行く州舜を、今はただ黙だまって見送るしかなかった。










　それから、表面上は静かに日々が過ぎていた。

　皇帝陛下に一件が報告され、宮内の警備を司つかさどる機関が祥華の事件も含め調べ始めたが、犯人が誰だれなのか、決定的なことはわからなかった。

　州舜を呼び出した博士も、怜藍に訪問の約束をした皇族の比柳も調べを受けた。結果として、どちらもただ立場を利用されただけだと判断され、咎めは受けなかった。

　比柳が怜藍を訪ねることを聞いた何者かが、州舜を外出させるために博士を利用したというのが、事件の流れのようだ。比柳本人は事件のあったその日、予定通りの時間に怜藍を訪ねてきたらしい。ちょうど州舜が家に戻った直後で、取り込み中だからと丁てい重ちように追い返された。

　怜藍を暴行しようとした官吏たちも、また彼らに指示をした上司も、巧こう妙みように装よそおわれた偽の使者に騙されたのだが、怜藍を暴行しようとした事実は変わらず、いまだに牢に入れられている。

　彼らを動かした偽の使者は複数いるようだったが、彼らの行方は知れないままだった。ただ、事件から三日後、華京の街中を流れる川のほとりで、顔が判別できないほど潰された男の死体が発見された。その死体が身に着けている服の特とく徴ちようが、官吏の一人を誘い出した偽の使いが着ていたものに似ているという。

　また、官吏が持たされた香炉の中身についても調べられた。香の素もとはほとんどが燃え尽つきて灰になっていたが、どうやら木もく片へんのようだった。木の皮から取れるという、怜藍が見た文献とも一いつ致ちする。

　さらに怜藍は、薬を処方したことのある宮中の『几子』に協力を仰あおぎ、香炉に残ったわずかな燃え残りを嗅いでもらった。あまりに微び量りようだったので明めい瞭りような発情には至らなかったが、やはり嗅かいだ後に発情期前のような兆候が表れた。

　これで、発情を促うながす薬が存在することが明らかになった。祥華にも同じ手が使われたのだろう。しかしそこまではわかったものの、犯人は誰かという核かく心しんには近づけない。

　十中八九、黒幕は羅達と皇后、そしてその一派だろうと州舜は確信している。帝みかども同じ見解だろうというが、彼らを結びつける証拠がないのである。事件の調査はそれきり、行き詰づまってしまった。

　時間だけが過ぎていく中、怜藍に異変が起こっていた。

　いつもの時期に、発情期が来ないのである。だがそれは、発情期以外の時期に薬を嗅がされ、無理やりに発情を起こされたせいだとも考えられた。周期が変わってしまった可能性がある。

　だが事件から一ひと月つきを過ぎても、発情期は訪おとずれなかった。

　もしや、州舜の子を孕はらんだのではないか。子供を身み籠ごもった『几子』は、出産まで発情期が訪れることはない。じわりと焦しよう燥そうが込み上げたが、まだあの薬の影えい響きようかもしれないと、一いち縷るの望みを抱いだいていた。

　それからさらに半月経たった頃ころ、発情期に似た症しよう状じように見み舞まわれた。だが発情とは違ちがう。倦けん怠たい感があり、時に気分が悪くなることもあったが、身体からだが性的欲よつ求きゆうを覚えて疼うずくようなことはなかった。

　怖こわくなって寝しん所じよに引きこもり、州舜には発情期が来たと噓うそをついてしまった。州舜は怜藍が本当に『几子』であることを知って、そう告げられてからは決して怜藍の寝所に近づくことはなかったが、発情期が来て妊にん娠しんの可能性がなくなったと聞いて、ホッとしているだろう。

　しかし、事件から二か月が経っても、発情期は訪れなかった。こんなことは普ふ通つう、あり得ない。女性の月経は様々な要因で止まることはあるが、『几子』の発情期は、一度訪れてしまうと年を取るまでなくなることがないのだ。途と絶だえる時は、子を孕んだ時だけである。

（どうしよう……）

　誰だれにも相談できない。州舜にも知られたくない。彼は決して、腹の子を堕おろせなどとは言わないだろう。だが怜藍が子供を産むことは、決して望まれてはいない。

　考えても迷うばかりで答えは出ず、ただ何事もないかのように振ふる舞まうしかなかった。

　それに州舜との関係も、まったく以前と同じというわけにはいかなかった。

　一いつ緒しよに食事をするし、庭でお茶を飲んで他愛たわいない話もするし、定期的に祥栄にも揃そろって会いに出かけている。

　けれど夜、二人で酒を飲むことはなくなった。今までなら、三日に一度は州舜の方から、「これから一いつ杯ぱいどうだ」と誘さそってくれたのに、あの事件以来、一度もそうしたことがない。食事を終えたら、それぞれの寝所に戻もどる。

　怜藍の方も、自分からもう少し一緒にいたいとは言い出せなかった。それに腹の子のことを考えると、酒を飲むのもためらわれる。

　一見して今まで通りでありながら、二人の間にはどこかぎこちない空気が流れていた。

　そんなある日のこと。州舜が折り入って話があると言い、庭の池のほとりにある東あずま屋やで二人、お茶を飲むことになった。

　事件の後も日中に庭で茶を飲むことはあったが、改まって話があると誘われたのは初めてだ。

　いったい何の用件なのか。内心でびくびくしながら、怜藍は誘いを受けた。

　東屋にお茶と茶ちや菓が子しが運び込まれる。人ひと払ばらいはされていたが、呼べば聞こえる位置に子蓉や警備の者がいるはずだった。怜藍を抱だいてから、州舜は怜藍といる時は必ず、こうして近くに人を侍はべらせた。

　万が一のことを考えてのことだ。怜藍を安心させるためでもあるのだろう。州舜なりの心こころ配くばりだとわかっていたが、二人きりになることを避さけられているのが悲しかった。もう、以前のように気心の知れた関係に戻るのは、不可能かもしれないと思わせる。

「羅達が『几子』を妃きさきに迎むかえようとして、破談になったようだ」

　お茶の席で、最初に州舜が口にしたのはそんな話題だった。どんな話をされるのかと身構えていた怜藍は、内心で拍ひよう子し抜ぬけする。

「第二皇子は確か、まだ『几子』のお妃が一人もいらっしゃらないのでしたね」

　女性の妃が三人いて、姫ひめが三人と、二歳になる皇子が一人いる。他ほかにも皇子がいたが、夭よう逝せいされたのだとか。

　男子が生まれていても、こうして夭逝することが多いので、大きくなるまでは跡あと継つぎとは認められない。『几子』の妃がいない時点で、次期皇こう帝てい争いは州舜よりも分が悪いと言えた。

「『几子』の妃はいたんだ。それも二人ほど。どちらも病気で亡なくなってしまった」

「それはお気の毒に」

　思わず言ったが、州舜は苦い顔で首を横に振ふった。

「他にも女性の妃が二人ほど亡くなっている。みんな病死ということだが、羅達に暴力を振るわれていて、それが原因だという噂うわさがある」

　羅達は、使用人はもとより妃やその子供にも些さ細さいなことで暴力を振るうので有名だった。

「第二皇子に嫁とつぐと、長生きできないともっぱらの評判だ。それでいつしか、縁えん談だんの話が上がらなくなった」

　噂が本当ならば、羅達にとっては自じ業ごう自じ得とくだが、嫁ぐ側にとっては恐おそろしい話だ。怜藍は改めて、自分が嫁いだのが州舜で良かったと思った。

「今回の話、皇后が人脈という人脈を使ってどうにかまとめようとしたらしいが」

　結局は相手にのらりくらりとかわされて、話は立ち消えになったという。恐らく、皇帝陛下が裏から手を回したのではないかと州舜は見ていた。

　帝みかども、とかく悪い噂のある羅達に、これ以上の優位性を持たせてはならないと判断したのだろう。

　皇后の父や兄弟は宮きゆう廷ていでも重要な官職に就ついており、帝であってもはっきりと邪じや魔まはできない。今までならこの縁談も見て見ぬふりをしたかもしれないが、怜藍が襲おそわれ、祥華の件も明らかになって、いよいよ傍ぼう観かんできなくなったようだ。

「しかし今回の破談は、かえって羅達たちを焦あせらせることになったかもしれない。皇后は慎しん重ちような女性だが、羅達は感情のまま後先を考えずに先走ることがある。警護も増やしたが、お前も十分に用心してくれ。薬方の依い頼らいで人と会う時は、私に一言言ってほしい。その時はさらに、お前に付ける警護を増やす。窮きゆう屈くつだろうが、しばらく我が慢まんしてほしい」

「わかりました」

　もともと外出は多くないし、あの一件があったせいか、被ひ害がいを恐れた宮中の『几子』たちが新たに相談にやってくる機会はめっきり減ってしまった。それは寂さびしいが、お互たがいの身の安全を考えると仕方がないとも思う。調べが進んで、犯人が見つかることを祈いのるばかりだ。

「話というのは、そのことですか」

　重要な話ではあるが、わざわざ改まって場を設けるほどでもない。まだ何かあるのではないかと、内心で気を揉もみながら話を向けた。

「いや。お前を呼んだのは、別の話だ」

　はたして州舜はそう言ったが、歯切れが悪い。どう切り出したものか、迷っているようだ。よほど言いにくいことなのか。

「そういえば、故郷の家族は元気か」

　池へ視線を向けた州舜は、話の接つぎ穂ほのためにか、そんな話題を向けた。

「家族でございますか。みな息災に暮らしております。従弟いとこの藍羽もこの頃ごろは、少しずつではありますが、屋や敷しきの外に出る練習をしていて」

　怜藍が輿こし入いれする時、門の内側で悔くやし涙なみだを流していた藍羽は、先日とうとう、屋敷の外へ足を踏ふみ出したのだと文ふみを書いてよこした。次は屋敷の先にある『百明堂』まで行ってみるつもりだという。

　本当に少しずつではあるが、恐きよう怖ふを克こく服ふくしようと日々懸けん命めいに努力している従弟を、頼たのもしく思った。

「そうか。お前の従弟だけあって、気き丈じようなのだな」

　州舜も目を細める。だが少しするとまた、ためらうように目を伏ふせた。

「州舜様？」

「藍羽がやがて、自由に外を出歩ける日は来るかな」

「さて、どうでしょう。私はそう信じていますが。簡単なことではないでしょう」

　何が言いたいのか、先を促うながすように相手を見つめると、州舜は意を決したように視線を上げて怜藍を見つめた。

「私が言いたいのはこういうことだ。怜藍、数年とは言わず、この先もずっと私の妃でいてくれないだろうか。つまり、私と番つがいの契ちぎりを交かわしてほしい」

　それは怜藍にとって、思いもよらない申し出だった。信じられない気持ちで、州舜をまじまじと見返す。

「数年で故郷に帰すという約束だった。お前は家の跡継ぎだ。無理を言っているのは承知している。だがお前と一緒に暮らしているうちに、この先も共にいたいと思うようになった。仮かり初そめではなく、本当の妃になってもらえないか」

「……あの件で、やはり州舜様は責任を感じてらっしゃるのですね」

　何ともないふりをしたかったのに、語ご尾びが震ふるえてしまった。

「そうではない」

　州舜はすぐさま言ったが、それ以外に考えられなかった。

　あの時、州舜に抱かれた後、彼に辱はずかしめられたのではないと訴うつたえた。互いに自分の咎とがだと責め合い、埒らちもない会話に、また改めて話し合おうと別れたのだ。

　だがあれ以来、どちらもそのことに触ふれるに触れられないまま、今日まで来てしまった。いや、州舜はずっと考えていたのかもしれない。

　その結果がこれだ。責任を取って怜藍を正式な妻にしようとしている。

「あのことで心が決まったのは確かだ。だがその前から考えていた。お前が本当の妃になってくれたらいいと」

「そんなこと……とても信じられません。だって州舜様は、結けつ婚こんはしないと仰おつしやっていたじゃありませんか」

　怜藍を故郷に帰したら、もう結婚はいいと、二人で酒を飲みながらそんな話を確かにした。州舜は困ったような顔をする。

「他に妃はいらない。お前がいてくれればいいと思ったんだ」

　以前なら、その言葉はどんなにか嬉うれしかっただろう。たとえ怜藍と同じ気持ちではなくても、一いつ緒しよにいたいと言ってくれた。それだけで嬉しい。

　でも今は状じよう況きようが違ちがう。一緒にいて楽しいと思った、というのは本当の気持ちかもしれないが、正式な妃にするというのは、責任を取るという意味にしか聞こえなかった。

「とても信じられません。まさか、以前から私を愛していたと仰るつもりですか？　そうではないでしょう」

　今ここで「愛している」などと言われても、とうてい納なつ得とくできるものではなかった。まさか彼もそんな、白々しいことを言うつもりはあるまい。

　怜藍の言葉に、州舜が一いつ瞬しゆん、傷ついた顔をした。何か言いたげに口を開き、やがて諦あきらめたように視線を伏せる。

「……確かに。私がお前でも、この状況で言われたら、信じられないだろうな」

　自じ嘲ちようするように、彼がらしくもなく弱々しく微笑ほほえむのに、胸がちりりと焦こげた。そんな顔をさせたいわけではない。

「お気持ちはありがたいのです。あなたが私のことを、きちんと考えてくださっているのもわかっています」

　怜藍も、彼と暮らすうちに離はなれがたい気持ちが大きくなるのを感じていた。いつかは去らなければならないが、できるならずっと側そばにいたいと。

　自分が『几子』でなければよかった。『几子』であるという事実は、一生隠かくし通せるものではないし、実際に一年と経たたず知られてしまった。

　それに何より、自分は今、彼の子を身み籠ごもっている。

「番の契りを交かわすということは、褥しとねを共にするということです。そうなれば、子を身籠るかもしれない。あなたは今、子供を作るわけにはいかない。そうなれば宮中の均きん衡こうが崩くずれると仰ったのは、あなたですよ」

「犯人が羅達たちだと判明するのが一番だが、それが無理でも均衡を損そこなう前に、羅達と皇后一派を失しつ脚きやくさせる」

「失脚？」

「実はずっと以前から、子飼いの者たちに彼らの周りを探さぐらせていた。皇后の血族たちが汚お職しよくや贈ぞう賄わいを重ねているのは事実なんだ。ただ、なかなか尻尾しつぽを摑つかませない。正当な手段でと思っていたが、こうなったらこちらも、汚きたない手を使わせてもらう」

　羅達たちを罠わなに嵌はめようというのだ。宮中で生き延びるために、あるいは覇は権けんを争うために、正当ではない手段を使うのも、致いたし方かたないことかもしれない。

　だがそれが怜藍のためだというなら、やめてほしい。自分は州舜の重荷になりたくない。

　そう口を開く前に、州舜は「怜藍」とその手を取った。怜藍ははっと息を吞のむ。

　あの事件以来、彼が直接怜藍に触れるのは、初めてのことだ。それは怜藍も同様だったが、以前は気軽に肩かたに触れたり、手を取ることがあったのに、あのことがあってから一定の距きよ離りを保って決して身体からだに触れようとしなかった。

　州舜は訴えるように、切実な眼まな差ざしで怜藍を見つめた。

「自分の力を過信しているわけではない。むしろ、いつも大切な人を守れないことを不ふ甲が斐いなく思う。『几子』かどうかではなく、お前を恐おそろしい目に遭あわせてしまったのは、私の考えが足りなかったせいだ」

「いいえ、それは」

「私は私の咎だと思っている。だがそれでも、私はお前にそばにいてほしいのだ。先ほど一緒に暮らして楽しいと言ったが、それだけではない。お前がそばにいてくれるだけで、癒いやされ慰なぐさめられるのだ。この先お前と別れても、もう二度とこんなふうに、そばにいるだけで心が高こう揚ようし、安らげる相手には出会えないと思う」

　州舜を騙だまして輿入れした時、彼にこんな言葉をかけてもらえるとは思っていなかった。嬉しくて、しがらみも何も考えずうなずきたくなる。

　真しん剣けんな表情で言い募つのる州舜は、噓うそを言っているようには見えなかった。心からの言葉に見える。だが信じられない。彼は必要ならば、噓でも本当のように口にできるだろうから。

　この状況で、屈くつ託たくなく彼の言葉を受け容いれることはどうしてもできなかった。

「……お時間をいただけませんか。考える時間をください」

　やがて怜藍は言った。州舜の表情に一瞬、切なげな色が過よぎる。しかしそれは愛のせいではない。責任を感じているからだとしか、思えなかった。

「ああ。お前の実家のこともある。ゆっくりでいい、考えておいてくれ」

　悲しい色を浮うかべながら、それでも労いたわるように自分に接してくれるこの人が愛いとおしい。

　だからこそこれ以上、彼のそばにいてはいけないと思った。
















　そうしているうちに、事件から……州舜に抱かれてから二か月が経った。発情期は訪おとずれず、かわりにつわりの症しよう状じようが続いている。もう、腹に子がいることは疑いようもなかった。

　幸いつわりはそれほどひどくはなかったので、食しよく欲よく不ふ振しんや倦けん怠たい感を覚えながらも、平静を装よそおうことはできた。

　今はまだ腹も目立たないが、そのうちどんどん大きくなってくる。

　怜藍はもう、故郷に戻もどって腹の子を一人で育てることに決めていた。身籠ったことを誰だれにも告げず、密ひそかに産むつもりだ。出家をして寺に協力を仰あおぐか。それまでに外に出られればいいが、そうでなければ寺で産むことになるだろう。

　そのため、一刻も早く離り縁えんをしてもらい、宮を出る必要がある。

　いつ州舜に告げるか。どう言えば許してもらえるか。毎日のように思い悩なやみ、やがてとうとう決意した。

「今日は夕方に戻るから、夕ゆう餉げを一緒に食べよう」

　その日、朝議のために出かける準備をしていた州舜は、それを手伝う怜藍に言った。怜藍ははい、と控ひかえめに答える。

「お前は昼前に、寺へ行くのだったか」

「はい。『几子』の方が、薬を用意してほしいと」

　寺というのは、先代や先々代の後宮が解散になったり、皇族から離縁されたりした女や『几子』たちが出家の後に住まう場所で、朱礼城の奥にひっそりと設けられた寺院だった。

　女たちのための尼あま寺でらと、『几子』のための寺がある。怜藍自身も直じきにそこへ入ることになるから、中の様子も見ておきたかった。

「翠すい袁えん殿でん下かとおっしゃる方で、まだお若い方だそうです」

「翠袁？」

　その名前を聞くと、不意に州舜の表情が真剣になった。

「何かあるのですか」

「いや……。翠袁殿どのというのは確か先日、羅達との縁えん談だんが破談になった相手だ」

　怜藍は驚おどろいた。文ふみで何度かやり取りしていたが、そんな事情は一言も言っていなかったからだ。しかし考えてみれば、薬を処方するのと縁談とは関係がない。わざわざ言うことでもないだろう。

「相手に瑕か疵しが見つかったと聞いていたが、そうか。寺に避ひ難なんしていたか」

　州舜は納得したように独り言ごちた。

「怜藍。今日の外出には、子蓉を連れていってくれ」

「え？　ですが、子蓉さんは州舜様の朝議に付き添そうのでは？」

　子蓉は通常、州舜の警護を担当している。子蓉を借り受けては州舜の方が手て薄うすになるのではないか。心配したが、州舜もまた、「私が安心したいから」と言った。

「私の方は夏傑も秋栄もいる。何もないとは思うが、念のためだ。私を安心させるためと思って頼たのみを聞いてくれ」

　彼はどこまでも、怜藍のことを優先に考えてくれる。そのことが嬉しく、そんな彼をこれから傷つけるのが心苦しかった。

「わかりました。それから、私からもお願いがあるのですが。聞いてくださいますか」

「なんだ」

「私と、離縁していただきたいのです」

　できる限り冷れい淡たんに、怜藍は言った。州舜が言葉もなく大きく目を見開く。

「本当はずっと怖こわかったのです」

　言いにくそうに、震ふるえるまぶたを伏ふせる。相手の目を見たら、勘かんのいい州舜に噓だとバレてしまいそうだった。

「また発情期になったら、あなたに抱だかれてしまうかもしれない。この間は大だい丈じよう夫ぶだったけど、今度こそ子を孕はらんでしまうかもしれない。私は……子供など産みたくないんです。『几子』ではなく、『百明堂』の跡あと取とり、紅怜藍として生きたい。だから身体が無事なうちに、宮を去らせてください。……本当はこうして、今あなたのそばにいるのも嫌いやなのです。ひどいことを言っていると思います。でも、理り屈くつではなく恐ろしいのです」

　州舜が息を吞むのが聞こえた。こんな言い方をして、彼は傷ついただろう。今まで普ふ通つうの顔をしてそばにいたのに、本当は嫌だったという。もう怜藍のことが、信じられなくなったに違ちがいない。

「……そうか。私は気づかずに、ひどいことをしていたのだな。申し訳なかった」

　怒おこるかと思ったのに、州舜は力のない声でそんなふうに言った。こちらに背を向けていたが、悲しそうな肩に縋すがりつきたくなる。

　本当はそんなこと思っていない。ずっとそばにいて、お腹なかの子と三人で暮らしたい。そう言えたらどんなにいいだろう。

　だが実際には、唇くちびるを嚙かんでうなだれるしかなかった。

「お前を外に出すのにも、そもそも離縁して出家させるのにも、根回しと手続きがいる。まだ結けつ婚こんして一年にも満たないからな。少し待ってくれないか」

「ではその間に、寺院などに身を置いてあなたや『之人』方たちと離はなれて暮らせるよう、取り計らってもらえませんか」

　怜藍はなおも食い下がった。時間がかかるのは困る。袍ほう服ぶくで誤ご魔ま化かせないほど腹が大きくなったら終わりだ。

「……方法を考えてみよう。行ってくるよ」

　疲つかれたように言い、州舜は出かけていった。

（とうとう、言ってしまった）

　もう今日から、州舜と食事をしたりお茶を飲んだり、共に過ごすことは叶かなわない。そしてそのまま別れて二度と会うことはないだろう。

　州舜に会えなくなることを考えると、こらえていた嗚お咽えつが漏もれそうになり、慌あわてて人のいない廊ろう下かまで走った。

（でも、私にはお腹の子がいる）

　州舜の子だ。自分にはこの子がいるから、二人で生きていける。しかし州舜は傷ついたまま一人なのだ。

　それを考えると、何が最善なのかわからなくなる。しかし、自分が州舜の子を身み籠ごもっていることを、公おおやけにすることだけは避さけなければならなかった。

　そしてもう、州舜に決定的なことを告げてしまったのだから、いつまでも嘆なげいていても何も解決しない。

（今日、翠袁様にお会いした時に、中の様子を窺うかがってみよう）

　薬の材料を薬箱にまとめ、時間通り馬車に乗り込む。子蓉も一いつ緒しよだった。

　二人で馬車に乗りかけた時、白炎と阿兎が庭から駆かけ出てきた。

「阿兎、白炎。行ってくるよ」

　大きな犬と小さな犬を、それぞれしばらく撫なでてやる。二匹ひきが見送りに出るのはいつものことで、特段珍めずらしくもない。

　しかしこの日に限って二匹とも、いつまでも撫でてとすり寄ってくる。

「もうおしまいだよ。いつまでも出かけられないだろう」

　嬉うれしいが困る。するとそばで見ていた子蓉が、

「阿兎だけでも連れて行かれてはどうでしょう」

　と言い出した。

「阿兎を？　しかし、勝手に連れて行っていいのでしょうか」

「もしも中に入れてはだめだと言われたら、私がお帰りまで見ております。どのみち、寺院の中に普通の男子である私は入れませんから」

　しかしそれでは、置いてけぼりの白炎が可か哀わいそうだと思ったが、阿兎が怜藍の腕うでにぴょんと飛び乗ると、白炎はぴたりとすり寄るのをやめた。

「阿兎が満足したので、お役やく御ご免めんと思ったのかもしれませんね。白炎は自分を阿兎の保護者か世話係だと思っている節がありますし」

　子蓉が言って、目元を和なごませる。怜藍も何だかほっこりした気持ちになった。それから、自分がここを去る時も、阿兎は残しておいた方がいいだろうかと考える。二匹は本当に仲が良くて、いつも一緒にいるからだ。

「寺院に入りましたら、中に犬を連れて行けるかどうか、翠袁様に聞いていただけませんか。阿兎を退たい屈くつさせるかもしれませんが、できれば一緒に連れて行っていただきたいのです」

　馬車に乗り込むなり、子蓉は怜藍の膝ひざの上の阿兎を見ながら、そんなことを言ってきた。先ほどのことといい、滅めつ多たに自分の意見を言わない子蓉には珍しいことだ。

　何かあるのだろうか。尋たずねると、子蓉はためらいながら「何となくですが」と打ち明けた。

「州舜様が、出がけにくれぐれも怜藍様を頼むと仰おつしやっておりました。今日お会いするのが羅達殿下の縁談相手だったからだそうです。羅達殿下のお名前に過か敏びんになっておられるようです」

　それで子蓉も、犬たちがまとわりつくのを見て思いついたのだそうだ。

「そうだったのですか……」

　州舜が子蓉に指示したのは、怜藍が冷たい言葉を浴びせた後だ。それなのになお怜藍のことを気き遣づかってくれるのが、嬉しくも申し訳なかった。

「まさか、宮中の寺院に押し入る暴漢がいるとは思えませんが、『几子』でない私は中に入れませんから、万が一の時の番犬代わりに。本当は白炎を連れて行けると良いのですが、狼おおかみを連れて入るのはさすがにはばかられましょう」

「番犬……になるといいが。そういうことなら、よろしく頼むよ、阿兎」

　この小さな毛玉が役に立つのかどうか、はなはだ疑問ではあるが、何もないことを祈いのった。

『几子』がいる寺院は、城内の北の果てにある。舗ほ装そうされた道も途と中ちゆうで終わり、鬱うつ蒼そうと茂しげった森を抜ぬけ、これが本当に宮中なのかと疑うような深い木々の奥に、突とつ如じよとして寺の敷しき地ちが開けているのだった。

　皇家に嫁とついだ者は、生しよう涯がい城を出ることはかなわない、という建て前があるから、城下街に近い南側の正せい殿でんとはうんと離れている。いかにも世界の中心というような、中央の雅みやびな建築群とは違い、寺院は鮮あざやかな色が一つもない地味な建物だった。

　今は比ひ較かく的てき自由だというが、かつては妃きさきたちは本当に一生ここから出ることは叶わず、日々、神に祈り寺院に奉ほう仕しする生活だったという。

　今日、約束をした翠袁という人は、先せん帝ていの弟の孫で、つまり州舜とははとこということになる。怜藍と同じ歳としだというが、州舜もほとんど面識はないようだ。

　州舜は子供の頃ころは後宮にいたし、翠袁も『几子』で、嫁よめ入いり前の『几子』が『之人』と会うことはまず家族が許さないので、面識がないのも当然といえる。

　年若い彼がどこにも嫁ぐことなく出家したのは、羅達との縁えん談だんから逃のがれるためだろうか。

「怜藍殿どの。このたびは遠いところまでご足労をおかけしました」

　その翠袁は、いかにも『几子』らしい、たおやかで中性的な美形で、寺院の表門まで出てきて丁てい寧ねいに礼を言った。

　寺院はかなり広いようだ。子蓉や他ほかの供の者は表門まで入ることを許され、そこから少し歩いた中門の手前にある詰つめ所で待つのだという。

「あの、犬を連れてきてしまったのですが。離すとうるさく鳴くので、中に入れていただけないでしょうか」

　挨あい拶さつを終えて腕の中の阿兎を示すと、翠袁はおや、というように顔をほころばせた。

「どうぞどうぞ。ふかふかで可愛かわいらしいですね」

　翠袁も犬好きのようだ。優やさしい目で言うと、阿兎もブンブンと尻尾しつぽを振ふった。中門に着くと、子蓉に軽く会え釈しやくをし、阿兎を抱かかえて中に入った。

「私の部屋は、ここからすぐです。同年代の方とお話しできるのが久しぶりで、楽しみにしておりました」

　翠袁は屈くつ託たくのない様子で、嬉しそうに言う。地味な鼠ねずみ色いろの袍ほう服ぶくと長い数珠じゆずを身に着けていること以外、僧そう侶りよらしいところはなく、むしろ年よりも幼くさえ見えた。

　いつからこちらにいらっしゃるのですかと尋ねると、四年前からだという。羅達との縁談が上がる以前から出家していたのだ。

　そして羅達は、無理に縁談を進めたと言っていたが、確かに、出家した『几子』を還げん俗ぞくさせて娶めとるというのは、なかなかの力ちから業わざだ。それだけ焦あせっているということだろうか。

　中門を通ってしばらく歩いたところに、長屋造りの建物があった。そこが出家した『几子』たちの住まいだった。

　いくつも部屋が並ぶが、しかし辺りはしんと静まり返っている。聞けば今、この棟むねに住むのは翠袁と、年老いた『几子』の二人だけなのだそうだ。寺院の中には他にもこういう長屋があちこちに点在していて、空いている部屋であれば自由に使っていいようだ。多くは湯殿や水みず汲くみ場のある中央の棟に住んでいるらしい。

「うちは周りに人がいると、騒さわがしくてご迷めい惑わくになるので」

　最後の言葉の意味は、じきにわかった。長屋の一角に着くと翠袁は、「むさくるしいところですが」と断って戸を開けた。

「かあさま！」

　しかし開けるなり、鈴すずのような声と共に小さな鞠まりのような子供がポーンと飛び出してきたので、面めん食くらってしまった。

「こらっ。お客様の前でしょう」

　めっ、と翠袁が軽く睨にらんだ。

「英えい翠すいといいます。私の息子むすこです」

「みっつ！」

　母が言えば、胸を張って明めい瞭りように英翠が言った。

「そうですか。私は怜藍と申します。ご挨拶できてえらいですね」

　怜藍が微笑ほほえむと、三歳の英翠は「くふふ」と、可愛い笑いを漏もらす。

　四年前からこの寺院に入ったという、翠袁の事情がおぼろげに理解できた。彼は未み婚こんのまま英翠を身み籠ごもったのだ。州舜は子供のことは何も言っていなかったから、もしかすると英翠のことは公おおやけになっていないのかもしれない。

　皇こう帝ていの従じゆう甥せいである彼がなぜ未婚のまま身籠ったのか、気にならないと言えば噓うそになるが、初対面の者が触ふれていい話題ではない。

　今日は何より、薬を処方しに来たのである。

　長屋の部屋の中は二間あって、奥は寝しん室しつになっているようだった。手前の居室で、翠袁は手早くお茶を沸わかし、怜藍に振ふる舞まった。英翠は阿兎がいい遊び相手になっているようだ。戸を開け放った奥の間と行ったり来たりしてじゃれ合っていた。

　お茶を飲むと、さっそく処方に取り掛かかる。

「ここにいる人たちは、たいがい街で売っているのと同じような生薬を飲んでいます。軽い人はそれも飲まずに、発情期の間だけ部屋にこもっていますが。私は症しよう状じようが重いし、英翠がおります。以前からどうにかならないかと思っていたんです」

　人にもよるが、『几子』はだいたい出産から一年経たつか経たないかで再び、発情期が訪おとずれるようになる。まだ症状が軽かったり、手伝ってくれる人がいればいいが、一人で子供を育てるのは大変だろう。

「怜藍殿は、英翠の父親が誰だれか聞かれないのですね」

　脈を診みたり、普ふ段だんの体質を聞いたりしていると、不意に翠袁が面おも白しろがるように言った。

「初対面の方にいきなり尋ねるのは、不ぶ躾しつけでしょう」

「普通に考えればそうですよね。でもここの方々は娯ご楽らくに飢うえているようで、私が身重で出家してきた時は、それはもう誰も彼もが事情を聞きに来ました」

　寺院の『几子』たちはみんな親切だが、物見高いらしい。

「英翠の父は、私の宮に仕えていた衛え士じなのです」

　怜藍は、どんな顔をしていいのかわからなかった。自分が官かん吏りたちに襲おそわれかけたことを思い出したからである。しかしそんな怜藍の顔色に気づいたのか、翠袁は慌あわてたように言った。

「ああ、でも無理にされたわけではないのですよ。お互たがいに初めて会った時から惹ひかれあったのです。最初に目を合わせた時から、どこか懐なつかしいような、でもひどく新しん鮮せんな気がして」

　その話に怜藍は、州舜と初めて会った時のことを思い出した。自分もまた、彼を一目見た時にひどく懐かしい気持ちがしたのだ。

「人に言うと、小説の読み過ぎだと笑われるのですが。私は彼を、天命で定められた相手だと思っています。本当に一目で惹かれましたし、相手もそうだと言ってくれました」

　英翠の父である衛士もまだ十代で、城に入ったばかりだった。逞たくましく見み目め麗うるわしい青年だったが、十代の後半まで発情期も訪れず、また『几子』の発情にあっても何ら目覚めることはなかったから、普通の男子だと周りも自分も信じていた。

　二人は『几子』と普通の男子として出会ったのだが、ところがある時、たまたま発情期に入った翠袁の近くに彼がいた。『之人』でないはずだった彼は、翠袁の熱にあてられて自らも発情したのである。

　その時はどうにか何事もなく離はなれたが、やがて互いに我が慢まんしきれなくなり、ついに発情期の最中、ことに及およんでしまった。そしてその一度きりで英翠を身籠ったのである。

　たまに、性の発現が遅おそい男性がいる。十代の後半で『几子』や『之人』だとわかることもある。翠袁の相手もそうだったのだろう。

　しかし子供を身籠ってしまえば、もう二人だけの問題ではない。両親に妊にん娠しんが知られるや否いなや、翠袁はこの寺院に入れられてしまった。翠袁が両親を泣いたり脅おどしたりして嘆たん願がんし、内々で済ませることにして、どうにか相手の刑けい罰ばつは免まぬがれた。しかし、衛士を解任されて城を追い出され、英翠の父が今どこで何をしているのか、翠袁は知るすべがない。

「お辛つらいですね」

　怜藍が思わず言うと、翠袁は予想に反して「いいえ」と、にっこりと微笑んだ。

「私には英翠もおりますし。それに、まだ諦あきらめてはいません。英翠がもう少し成長したら、ここを出て彼を捜さがしに行こうと思っているんです。幸い私の両親は、こんな不ふ肖しようの息子に今も生活費を送ってくれますし、ここで内職をしてわずかなお金も稼かせげます」

　生活費を切り詰つめお金を貯ためて、密ひそかに還俗して市し井せいで暮らそうというのだ。宮中深く大事に育てられた皇子なのに、ずいぶん逞しい。我が子と恋こいする相手のためだろうか。

「そのために、怜藍殿どのに薬を処方していただきたかったのです」

　彼が身籠ったのは十七の時。一人で心細かっただろう。それでもこうして子供が生まれ、新たな希望と目標を持って生きている。怜藍はそこに自分を重ねて、勇気をもらった気がした。

　念入りに相手の体質を診て、薬を調合する。まず一度試ためしてみて、その時の具合を診てまた調合を変える。上手うまくいけば一度でぴたりと治まるが、場合によっては二度、三度と訪れなければならないだろう。

　しかし、怜藍は調合した処方を紙に書きつけて客に渡わたしているので、あとはその書付を以もつてどこの薬やく舗ほでも調合をしてもらえる。翠袁が外に出られた時のことを考えて、怜藍はいつも他の皇族の『几子』たちにするように、叔父おじの『百明堂』を入念に宣伝しておいた。

　無事に薬方を終え、帰る前にお茶で一服する。英翠は部屋の中で遊ぶのに飽あきたのか、外に出たがった。

「ねえかあさま、わんことお外出ていい？」

「部屋の前だけだよ。それより遠くはだめだ。お約束できる？」

　母の言葉に、英翠は阿兎を抱だいてこくっ、と大きくうなずいて外に出た。扉とびらの外で、一人と一匹ぴきが戯たわむれるのが見えた。

「そういえば、羅達殿でん下かとご縁えん談だんがあったのだとか。衛士殿を見つけるつもりであれば、破談になって良かったですね」

　お茶を飲みながら、それとなく話を向ける。翠袁は羅達と聞いて一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめ、「ええ、本当に」と強くうなずいた。

「羅達殿下に嫁とついだ妃きさきが、何人も亡なくなっているのだとか。それでもう、お身内のはずの皇后陛下のご兄弟なども、縁談を世話することがなくなったそうです」

　それで、皇后の発案で、出家した『几子』から還げん俗ぞくさせて妃に娶めとろうとしたのだった。

　不幸中の幸いだったのは、羅達と年ねん齢れいの釣つり合う『几子』が翠袁一人だったことだ。さらに翠袁の父は帝みかどの従弟いとこで、政治の要かなめである朝議に参加する資格を持っている。影えい響きよう力は皆かい無むではない。未婚のまま産んだ幼い子がいることを理由に帝に訴うつたえ、どうにか破談にできた。

「私が出家する前から、第二皇子の残ざん忍にんさは有名でした。機き嫌げんが悪いというだけで、使用人を斬きり捨てたり。それに羅達殿下は『几子』に対して何か歪ゆがんだ気持ちというか、憎にくしみのようなものを抱いだいているそうなのです」

「憎しみ？　それはなぜでしょう」

「さあ。私も親しん戚せきに聞いた話だから詳くわしくはないのですが。『几子』を毛け嫌ぎらいしていて、あんなものを抱くのは御ご免めんだと吹ふい聴ちようしているそうです」

　女好きの『之人』などは、男の身体からだである『几子』を抱くのを嫌いやがる者もいる。そういう類たぐいかと思ったが、それでも相手に暴力をふるっていいわけはない。つくづく最低な男だと思った。

　ひとしきりおしゃべりをした後、そろそろお暇いとましようと腰こしを上げた。翠袁はまだ話したそうだが、そろそろ日も傾かたむきかけている。詰つめ所にいつまでも子蓉たちを待たせておくのも、申し訳なかった。

「それでは次の発情期の後に、またお邪じや魔まさせていただきます」

　怜藍がそんな挨あい拶さつをした時だった。外で英翠と遊んでいた阿兎が、いきなり吠ほえ始めたのだ。

「阿兎？」

　部屋から首を伸のばすと、英翠が戸口に立っていた。阿兎は少し離れた場所で吠えているようで、英翠は犬の豹ひよう変へんを呆ぼう然ぜんと見ている。

　何事かと外に出ようとしたところで、ギャン、と阿兎の鋭するどい悲鳴が聞こえた。

「阿兎！」

「英翠！」

　怜藍と翠袁は同時に叫さけんでいた。戸口の脇わきから誰かの手が伸び、英翠の身体が戸口からスッと消えたのだ。

　続いて人ひと影かげが数名、部屋の中に滑すべり込んでくる。みな翠袁と同じ鼠ねずみ色いろの袍ほう服ぶくを着ていたが、顔は同じ色の布で隠かくしていた。一人の腕うでの中に英翠がいて、ぐったりしていた。

「英翠！」

「静かにしろ。騒さわげば子供を殺す。抵てい抗こうしても殺す」

　くぐもった男の声で言い、意識を失っている英翠の首に短刀をつきつけた。

「何が目的です」

　怜藍は英翠を捕とらえた男を睨にらみ据すえたが、誰も答えない。外からもう一人が滑り込んできて、無言でうなずいた。怜藍と翠袁の前にそれぞれ男が近づいてくる。

　自分の目前に立った男が腕を振ふり上げたが、その背後にいる英翠の姿を見ると、避よけることは叶かなわなかった。

　ゴツッと鈍にぶい音が頭に響ひびき、視界は真っ暗になった。










　遠くで子供の泣き声が聞こえた。それから男の怒ど号ごうと悲鳴、くぐもったうめき声。覚えのある甘い匂においもする。

　全身に這はい上るような寒さを感じ、怜藍は混こん濁だくした意識の中から覚かく醒せいした。

「やっと起きたか」

　近くで誰かが言った。苛いら立だったような、癇かん癪しやくを起こす手前のような男の声だ。まぶたを開けたが、目の前は薄うす暗ぐらく、起きたばかりの目にははっきりと辺りを見み渡わたせなかった。

　身を起こそうとすると、後頭部がズキズキと痛んだ。その痛みで思い出す。翠袁の部屋で、何者かに襲おそわれたのだ。

「お願いです。この子だけは助けてください」

　翠袁が懇こん願がんし、そのそばで子供のすすり泣くのが聞こえた。覚醒前は遠く聞こえたが、今はすぐ近くに感じる。必死でまばたきをしていると、ようやく目が慣れてきた。

　そこで怜藍は、風景の異様さに気がついた。四方十間けんほどの広い空間で、黒々とした岩がん壁ぺきに囲まれている。どうやら岩穴のようだった。灯あかりは入り口とおぼしき横穴の前にある小さな篝かがり火びだけだ。

　地面もゴツゴツとした岩で、地下水が染しみ出ているのか、濡ぬれた地面に寝ねかされていた。どれくらい意識を失っていたのか。身体が芯しんから冷え切っている。

「お前が州舜の妃か」

　先ほどの声が言った。首を捻ひねると、横たわる怜藍の足元に男が立っていた。篝火の薄うっすらとした灯りでぼんやりと男の顔が浮うかんで見える。年の頃ころは三十半ば、どこか後ご慶けい帝ていに面おも差ざしの似た、けれど卑ひ屈くつそうに歪んだ人相をしていた。

「あなたは羅達殿下……」

　男は答える代わりにふっと笑い、いきなり怜藍の脛すねを蹴けった。

「……ぐっ」

　思わず呻うめくと、男は満足そうな顔をする。そうか、こういう奴やつかと内心で思いながら、痛みに耐たえた。腹を蹴られなくて良かった。

「なぜ私を。翠袁様まで」

「お前が邪魔だからだ。州舜を殺せば大おお事ごとになるが、平民の『几子』を殺したくらいでは大したことにはならんからな。翠袁は薄うす汚ぎたない娼しよう婦ふの分際で私の縁談を断った。万ばん死しに値あたいする」

　怜藍はそっと周りを窺うかがった。岩壁にもたれるようにして翠袁が座り、その脇に英翠がしがみついて泣いている。怜藍達を襲った鼠色の袍ほう服ぶくの男たちは、顔の覆おおいを取っていた。男たちは四人。羅達も入れれば五人になる。ざっと見た限り誰だれも手に凶きよう器きを持っていないが、手ぶらのはずがない。怜藍もそして翠袁も、両手を前に縛しばられていた。足は自由だ。とても逃にげられないと思っているのかもしれない。

　そして今、翠袁の様子がおかしかった。呼吸が荒あらく、何かを耐えるようにぎゅっと身を縮めている。異変を感じた英翠が横から「かあさま……」と縋すがるのに、ビクッと身体を震ふるわせた。

（発情しているのか……まさか）

　薬方の際、彼に発情の周期を尋たずねたが、まだずっと日があったはずだ。その時、ふと鼻先に嗅かいだ覚えのある甘い匂いを感じた。覚醒前にも感じたそれは以前、怜藍が襲われた時にもあった、発情を誘ゆう発はつする香かおりだった。

（やはり、羅達の仕し業わざだったか）

　今ここに犯人がいるのに、州舜に伝えられないのがもどかしい。そして顔を見せたからには、羅達は怜藍たちを殺すつもりだろう。ゾッと背筋に冷たいものが這った。

（いや、大だい丈じよう夫ぶだ。州舜様は必ず助けにきてくれる）

　子蓉も異変を察知しているはずだ。ここがどこなのか、見つけるすべがあるのかどうかもわからないが、絶対に州舜は助けにきてくれるはずだ。

「お前もそろそろ効いてくる頃だろう。身体がたまらないはずだ」

　発情にわななく翠袁を見て、羅達が言う。侮ぶ蔑べつと愉ゆ悦えつを含ふくんだ笑えみを浮かべていた。

「羅達様。そろそろ……」

　男の一人が我が慢まんしきれないといった様子で羅達をうかがった。四人とも息が荒く、明らかに発情している。翠袁に誘発されたのだ。彼らはみな『之人』なのだ。

「もう少し待て。こいつが発情してからだ。まとめて面めん倒どうを見てやれ」

　翠袁がやめてください、と鳴き咽むせぶ。英翠が泣き出すと、羅達は癇かんに障さわったように「うるさい！」と怒ど鳴なった。英翠を蹴り上げようとする。咄とつ嗟さに子を庇かばった翠袁が蹴られ、大きな悲鳴を上げた。

「やめろ、羅達！」

　怜藍が叫ぶと、羅達は物もの凄すごい形相で振り返った。

「商人風ふ情ぜいが、私を呼び捨てにするか！」

　叫んで、今度は怜藍を蹴る。怜藍は亀かめのように身を縮めてうずくまり、頭と腹を庇ってひたすら耐えた。

　そうして逃げて這いずり回る素そ振ぶりを見せながら、少しずつ翠袁に近付いて行く。その間に、身体からだの下で密ひそかに襟えり元もとを探さぐる。首から下げていた袋ふくろから、薬包を取り出した。

『几子』の発情を抑おさえる薬だ。あの一件があってから、どこに行くにも常に服の下に忍しのばせていた。自分用に調合したものだが、それでも翠袁に飲ませればある程度は治まるはずだ。

　逃げていると、目の前に翠袁の足先があった。がばっと跳はね起き、翠袁の口元に薬包を押し付ける。

「口を開けて！　飲み込んで！」

　その一いつ瞬しゆんで理解したのだろう、翠袁も咄嗟に押し付けられた薬を、必死で飲み込もうとした。

「貴様っ」

　羅達はなおも怜藍を攻こう撃げきしようとしたが、唐とう突とつにそれがぴたりと止まった。何かを思いついたように目を爛らん々らんと輝かがやかせ、口を三日月のように笑いの形に歪ゆがめる。

「お前、香こうが効いていないな。そうか。州舜の子を身み籠ごもっていたか」

　ニヤニヤと笑う男に、ゾッと背筋が凍こおった。

「では、その腹の子ともども殺してやろう」

　羅達は言い、「おい」と男たちを呼ぶ。

「この売女ばいたたちを思う存分辱はずかしめてやれ。殺すのはそれからだ」

　男たちから、下げ卑びた笑い声が上がる。彼らはもう、怜藍たちが発情していようがいまいが、犯おかすつもりらしい。

　男の一人が待ちかねたように、怜藍を押し倒たおそうとする。翠袁にも男たちが群がり、悲鳴が上がった。官かん吏りに襲われた時を思い出し、身体が強こわ張ばりそうになる。こんな男たちに犯されたくない。もうすぐ州舜が助けに来てくれるはずだ。

　州舜を思い浮かべ、気持ちを奮い立たせる。時間を稼かせがなくてはならない。

「羅達。あなたは加わらないのか」

　挑ちよう発はつはイチかバチかの賭かけだった。下手へたをすればたちまち殺される。だが黙だまっていれば男たちに犯されてしまう。

「いや、加われないのかな。『之人』ではないあなたには」

　羅達の顔色が変わった。図星だったのだ。翠袁が発情し、他ほかの『之人』とみられる男たちも熱にあてられたのに、羅達はその兆候が見られなかった。そのことが示す事実は一つ。

「『之人』のふりをしていたのか。どうりで州舜様に劣おとるはずだ。ただの男なのだからな」

「黙れ」

　鬼おにのような形相をした羅達が、怜藍に覆いかぶさっていた男を突つき飛ばす。横たわった怜藍の胸むな倉ぐらを摑つかんで引き上げた。

　屈くつ辱じよくに震える男の顔を見て、少し溜りゆう飲いんが下がった気がしたが、怒おこらせ過ぎたようだ。

「黙れ、黙れ、黙れ！」

　何かが取り憑ついたように繰くり返し、両手を怜藍の首にかける。喉のどが絞しまり、ぐっとひしゃげた声が出た。ギリギリと喉を潰つぶさんばかりの勢いで絞め上げられ、頭がぼうっとしてくる。

　……殺される。脳のう裏りに、州舜の顔が過よぎった。

「羅達！」

　その時だった。まるで怜藍の祈いのりに応こたえるかのように、州舜の声がした。死ぬ前の幻げん聴ちようかと思った怜藍の目の前で、篝火が風に揺ゆれ、横穴から州舜が飛び込んでくるのが見えた。

（州舜様）

　州舜の手元で、きらりと何かが光る。それは長く伸のび、怜藍と羅達の間でまた閃ひらめいた。

「あああああっ」

　羅達の両りよう腕うでから血が[image: ]ほとばしり、叫さけび声をあげてよろよろと後あと退ずさった。怜藍は気道が解放され、その場に倒たおれ込む。気がつくと激しく咳せき込んでいた。

「怜藍！」

　すぐ間近で、州舜の悲痛な叫びが聞こえる。誰だれかに抱き起こされてまぶたを開けると、州舜が今にも泣き出しそうな顔で、必死に怜藍の名前を呼んでいた。

　その肩かた越ごしに、子蓉や夏傑、それに秋栄の姿が見える。翠袁がわんわんと鳴く英翠を抱だきしめていた。男たちは地面に倒れ伏ふしている。

　自分たちは助かったのだ。ホッとしたのも束つかの間、下腹部に鈍にぶい痛みが走り、思わず顔をしかめた。

「どうした、怜藍。怪け我がをしているのか」

　腹の子を助けてほしい。そう言いたいのに言葉が出ない。まだ頭が朦もう朧ろうとしていて、腹が痛むというのに、気を抜ぬくと意識を失ってしまいそうだった。

「怜藍、頼たのむ。目を開けてくれ」

　そんなふうに悲しまないでほしい。慰なぐさめたいのに、言葉にならない。温かな手に頰ほおを包まれた時、心地ここちよさにふっとまぶたが落ちた。怜藍、と州舜はなおも呼び続ける。

「置いて行かないでくれ。私は……お前を愛しているんだ」

　それが最後の言葉だった。灯あかりを吹ふき消すように、意識がすとんと闇やみに落ちた。










　しばらく、夢と現うつつの間を行ったり来たりしていた。

　眠ねむって起きて、すると窓の外は昼だったり夜だったりする。なのに目覚めるといつも、州舜が枕まくら元もとにいて怜藍の手を握にぎっていた。

「怜藍」

　大丈夫か。どこか痛むところはないか。ほしいものは。それに怜藍が答えたのかどうか、わからない。気づくと夢を見ていたり、また覚かく醒せいしたりしていた。

　けれど現から夢に落ちる前、聞こえるのは必ず州舜の声だった。

「怜藍、愛している。お前を愛してる。どうか、元気になってくれ。どこに行ってもいいから、生きていてくれ」

　祈るような声に、こちらも切なくなった。

（私もです。州舜様を愛しています。あなたと離はなれたくない）

　そう言いたいのに声が出ない。

　やがてはっきりと覚醒した時、やはり傍かたわらに州舜がいて、思わず涙なみだがこぼれた。

「どこか痛むのか」

　水を飲ませ、汗あせを拭ぬぐって甲か斐い甲が斐いしく世話をしながら、州舜が心配そうに尋たずねた。怜藍は静かにかぶりを振ふる。州舜はそれに優やさしく笑って言った。

「腹の子も無事だ」

　それを聞いた時、またどっと涙がこぼれた。安心して言葉にならない。何も言わずに咽むせび泣く怜藍を、州舜は「もう大丈夫だ」と繰り返し慰め、涙を拭って頭を撫なでてくれた。

「ゆっくり休むんだ。それから話をしよう。何も焦あせらなくていい」

　そうしてまた眠って、今度こそ目が覚めたのは、羅達に誘ゆう拐かいされてから三日後のことだった。

　その間ずっと、意識が朦朧としていたらしい。身重の身体で寒いところに長く放ほうっておかれたのと、拉ら致ちされ殺されかけた衝しよう撃げきで熱が出たのだろうと、宮中の医師が言っていた。

　翠袁と英翠も助け出されて一晩、熱が出たそうだが、今は二人とも元気になっているそうだ。帝みかどの配はい慮りよで一時的に寺から実家に戻もどされ、両親のもとで身体を休めているのだという。

「あの日、阿兎が血を流しながら、子蓉のいる詰つめ所まで走ってきたんだ」

　起き上がれるようになった怜藍のために、粥かゆを運んだり世話をしながら、州舜はこれまでのことを教えてくれた。

　怜藍たちが誘拐された時、いち早く賊ぞくに気づいた阿兎は、激しく吠ほえたてたために、殴なぐられてしまった。どこかに打ち付けたらしく、頭と足に血を流しながらも、子蓉のもとまで辿たどりついたのだという。

　異変を察した子蓉は、すぐさま人を呼んで翠袁の部屋へ行き、怜藍たちが何者かに拉致されたことを知った。

　その頃ころ、宮きゆう廷ていの朝議に出ていた州舜は子蓉の使いから知らせを受け、夏傑と秋栄と共に密ひそかに捜そう索さくを開始した。帝にはひっそりと報告したが、表立って騒さわぐことをしなかったのは、羅達が首しゆ謀ぼう者しやだと当たりをつけていたからだ。

　朝議を終えた羅達の後を追わせ、さらに州舜たちも怜藍が消えた寺院の部屋から、白炎に匂においを辿らせて行方ゆくえを捜さがした。

　果たして辿り着いたのが、怜藍たちが拉致されていた場所だった。朱礼城の北の城外にある、自然の洞どう窟くつを利用して作られた岩の牢ろう獄ごくで、ずっと昔に罪人を拷ごう問もんしたり閉じ込めておくのに使われていたのだそうだ。使われなくなって久しく、宮中でもその存在を知る者はほとんどないそうだが、羅達がなぜそんな場所を知っていたのかわからない。ただ、特に封ふう鎖さされているわけでもないから、誰だれでも入れたらしい。

「羅達はすべての罪を白状した。今回のことと、お前を官吏に襲おそわせたのはあの男だ。だが八年前の祥華は、皇后の差し金だそうだ」

　もともと、『几子』の発情を促うながす香こうを持っていたのは皇后だった。代々、家に伝わる薬だったのだという。それを見ていた羅達が母から香をもらい受け、怜藍を排はい除じよしようとした。

　今回、怜藍たちを襲ったのは、州舜に差を付けられて焦ったのと、翠袁に縁えん談だんを断られた逆さか恨うらみだった。偶ぐう然ぜん、怜藍が翠袁のもとを訪ねることを知り、思いついたのだという。

　そして羅達はやはり、『之人』ではなかった。帝の皇子が長じて第二の性が発現した場合、真実かどうか検分が行われるのだが、皇后の息のかかった者たちに検分させ、やり過ごしたのだそうだ。

「翠袁様の話では、羅達は『几子』を嫌きらい、憎ぞう悪おしていたのだそうです。きっと自分が『之人』ではなく、劣れつ等とう感を覚えていたのでしょう」

　怜藍が『之人』ではないと突つき付けた時の、あの男の豹ひよう変へんぶりをみると、よほど鬱うつ屈くつした思いを抱かかえていたと見える。

　怜藍たちを襲った四人は、羅達が金で雇やとった『之人』だった。彼らも生きて捕とらえられ、詮せん議ぎを受けている。羅達の証言から、皇后も詮議を受け、後宮の彼女の部屋から例の香が見つかったことが決定打となって、彼女も捕らえられた。

　長年、皇后に協力していた一派も、すでに証しよう拠こを押さえられて何人か捕らえられている。じきに一いつ掃そうされるだろうとのことだ。

　帝は怒いかり、皇后を直ちに廃はい位いした。彼らの処しよ遇ぐうはこれから決まるが、極きよつ刑けいは免まぬがれたとしても、生しよう涯がい幽ゆう閉へいされるか、流る刑けいになるだろうと言われている。

　これで、州舜や祥栄、さらに怜藍の身を危あやうくさせていた脅きよう威いは去ったのである。

「あの日、離り縁えんすると言ったのは、子を身み籠ごもっていたからなのだな」

　州舜が改めてそんな言葉を口にしたのは、事件から十日ほど経たち、怜藍がすっかり健康を取り戻した頃だった。

　それまで看病の傍ら、事件の処理のために毎日のように正せい殿でんと自宅を行ったり来たりしていた州舜も、ようやく仕事が落ち着いていた。

　床とこも上げ、久しぶりに二人で夕ゆう餉げを食べた。酒は腹の子に障さわるからお茶を付き合ってくれないか、と州舜が言い出したのである。何か話があるだろうとは思っていた。

「私に迷めい惑わくをかけまいと、離縁を申し出た。一人で育てるつもりだったのだな。……そうだろう？」

　州舜の声には、そうであってくれ、と願うような切実さがあった。怜藍は言葉に詰まる。その通りだし、いまさら隠かくす理由は何もない。

　けれど、それは自分の州舜に対する気持ちを打ち明けることにも繫つながる。州舜を愛していて、だからこそ重荷になりたくなかったのだと。

　州舜が自分のことをどう思っているのかわからないのに、いきなり重い愛の告白をするのはためらわれた。

　意識が朦朧としていた時、彼に何度も愛していると言われた気がする。でもそれは、すべて都合のいい夢のようにも思えた。

「なあ、怜藍」

　わずかに距きよ離りを置いて座っていた州舜が、急に椅い子すごと怜藍のそばに移動した。びっくりして目を瞬またたく怜藍の手を、そっと握る。手の先にためらいなく口づけをされて、「わゃ」と変な声が出てしまった。州舜はそれに喉のどを震ふるわせて笑う。

「枕元で何度も言ったのだが、覚えていないかな。お前を愛していると、ずっと囁ささやいていた」

　怜藍は言葉を失い、ただ相手を見つめ返した。あれは夢ではなかったのか。州舜はまた、怜藍の指先に口づけした。

「以前、お前に妃きさきになってほしいと言ったな。私はお前に、愛していると言えなかった。本当は言いたかったんだ。言えば言うほど白々しく聞こえる気がして、私は臆おくしてしまった。お前が羅達に捕らわれた時、なぜ心のまま告げなかったのかと後こう悔かいした」

「私を愛していると仰おつしやるのですか」

　それでも州舜の言葉を疑ってしまう、自分は臆病な人間だ。なのに州舜は、辛しん抱ぼう強づよく優しく、怜藍に言い聞かせてくれる。

「初めて会った時から惹ひかれていた。お前の美しさと、凜りんとした姿に。あんなふうに胸が高鳴ったのは、初はつ恋こいをして以来、初めてだった。きっと、私が皇子ではなくただの役人だったら、すぐにお前に求愛していただろうな。『几子』かどうかに関係なく」

　思わぬ熱い言葉を浴びせられて、怜藍は戸と惑まどった。自分が一目見て彼に惹かれたように、彼もまた、怜藍に惹かれていたというのか。

「お前は私の策さく謀ぼうに協力してくれているだけで、やがて宮中を去る人間だから、愛しているとは言えなかった。引き止めてはいけないと思ったんだ。しかし一度でもお前を抱だいてしまったら、もう耐たえられなかった。それまでの計画をすべて捻ねじ曲げても、お前が欲しいと思った」

　では、あの時に聞いた言葉はすべて、真実だったのだ。怜藍の身を慮おもんぱかって、重荷を背負おうとしたのではなかった。

「お前は、私との子を孕はらむのが嫌いやだから離縁したいと言った。だがそれは噓うそだ。お前は、腹に子供がいることに気づいていた。私のためを思って、離縁を申し出たのだろう」

「……あれから、ずっと発情期が来なかったので」

　怜藍はとうとう観念する。正直に打ち明けると、その途と端たん、張り詰めていた感情が溢あふれ出し、思わず顔を手で覆おおった。

「ずっと、一人で抱え込んでいたんだな。不安だっただろう」

　州舜はぽろぽろと涙なみだを流す怜藍を抱きしめ、労いたわるように何度も背中を撫なでてくれた。

「私も」

　と、嗚お咽えつの合間に、懸けん命めいに言葉を紡つむいだ。今ようやく言える。

「私も、初めて見た時からあなたに惹かれていたんです。あなたが好きで、だから重荷になるのが辛つらかった」

　涙は止めどもなく流れ出た。子供の頃にだって、こんなに泣いたことはない。

「あの時、あなたに本当の妃になってくれと言われた時、私も答えたかった。あなたを愛しています。偽いつわりでなく、本当の番つがいになりたい」

　席を立って縋すがりつく、強く抱き着くと、その力の分だけ州舜も抱き返してくれた。

「私も愛している。どうかとわに、私のそばにいてほしい」

　何度も強くうなずいた。州舜の顔が近づいてきて、そっと目を閉じる。

　やがて、唇くちびるが触ふれ合わさり、温かく甘やかな感かん触しよくに陶とう然ぜんとなる。生まれて初めて感じるその甘さを、怜藍はいつまでも味わい続けていた。










　それからさらに、十日ほどが経った。

　帝みかどから正式に罪状が下り、皇后は生しよう涯がい、宮中の奥にある牢ろうに幽ゆう閉へいされることが決まった。羅達は流る刑けいとなったが、さらに宮刑が加わった。彼は去勢され、北方の凍いてついた大地に流されるという。　>>>♥

　彼に利用され、長らく獄ごくに繫がれていた官かん吏りは放ほう免めんになり、地方に赴ふ任にんすることが決まっている。

　怜藍は元気で腹の子にも異常はない。名めい誉よの負傷をした阿兎もすっかり元気だ。

　その後も州舜と何度か話し合い、腹が大きくなる前に番の契ちぎりを交かわそうということになった。まだ具体的にいつとは決めていなかったが、ゆっくりと時間が取れる日にしようと言っていた。

　それで怜藍は今日、それを決行することにした。明日は珍めずらしく州舜は一日予定がない。それにここ数日、以前に比べて何となく、下っ腹が気になるようになったからである。腹が大きくても州舜は愛してくれるだろうが、そうなる前の身体からだを抱いてほしかったのだ。

　州舜には、話があるので今夜そちらの寝しん所じよを訪ねていいか、とあらかじめ言ってある。

　夕餉を終えると湯ゆ殿どのに行き、身体の隅すみ々ずみまで洗い上げた。素す肌はだに絹の夜着を纏まとっただけのしどけない恰かつ好こうで、州舜の部屋を訪ねる。あらかじめ来ることは言っておいたのに、州舜は怜藍の姿を見て、心底驚おどろいたように目を瞠みはった。

「怜藍……その恰好は」

「中に入れていただけないでしょうか。もし、ご迷惑でないのなら」

　本当は心臓の音がドキドキしてうるさいくらいだったが、怜藍は努めて冷静に言った。州舜の方が珍しく取り乱している。

「ああ。あ、いや、迷惑だなどと。……その、どうぞ」

　脇わきに下がって中へ入れてくれたが、目の前を怜藍が通る際、まるで怖こわいものでも通るようにわずかに後あと退ずさった。

　部屋に入ってからも、寝しん台だいには行かずに卓たくへ促うながす。

「酒は……と、腹の子に良くないのだったな。茶を持たせよう」

「いえ、結構です」

　州舜は部屋着に着き替がえていたが、特に普ふ段だんと変わったところはない。隅々までぴかぴかに磨みがき上げた自分が、何だか滑こつ稽けいな気がした。

　話があると言ったのは怜藍だが、勘かんのいい彼のことだから、何の用件かはわかっていると思っていたのに。

　だんだん、自分が早まった真似まねをした気がして、いたたまれなくなった。怜藍は、椅い子すからすくっと立ち上がる。

「すみません。やはり帰ります」

「えっ？　話をするんだろう？」

　困こん惑わく顔で言われ、腹が立った。いつも嫌いやみなくらい気が回るくせに、どうしてこんなわかりきった誘さそいに気づかないのだろう。

「今日はもういいです」

　恥はずかしい、恥ずかしい。自分だけがしたくてたまらないみたいだ。

「ちょっと待ちなさい」

　そのまま立ち去ろうとする怜藍の手を、州舜が慌あわてて摑つかんで引き寄せた。

「放してください。もう寝ねるんです」

「こんな初うい々ういしい夜着を着て、いい匂においをさせているのに？」

　後ろから抱きこまれ、からかうように耳もとで囁かれて、カッと頭に血が上った。

「ひどい。わかっているのに、はぐらかすんですね」

「怜藍、こら。暴れないで。悪かった。はぐらかしたわけじゃないんだよ」

「いいんです。私が勝手にその気になってただけですから」

　鼻先がツンと痛くなって、慌てて目を伏ふせた。我ながら、面めん倒どう臭くさいやつだ。自分は冷静な人間だと思っていたのに、子供のように癇かん癪しやくを起こしているようで、うまくいかない。

「そんな風に言わないでくれ。まさか、お前から来てくれるとは思わなかったんだ。私の方からいつ行こうかと。今夜はそういう話をするんだと思っていた」

　州舜は、もっと順序立ててことを進めるつもりだったらしい。なのに怜藍が今日、いきなり忍しのんできたのだ。

「すみませんね。押し掛かけ女によう房ぼうで」

　ものすごく恥ずかしくて、ついつい憎にくまれ口を叩たたいてしまった。怜藍を抱きしめながら、州舜はクスッとおかしそうに笑う。こっちはもう、心に余よ裕ゆうがなくて辛いのに、そんな風に笑っている州舜が憎らしかった。

「別に、無理に娶めとってくださらなくてもいいんですよ。問題は解決したんですから。どうぞ離り縁えんして新しい妃をお迎むかえください。私は故郷に帰って一人でこの子を育てます」

　自分で言っていて涙がこぼれそうになる。どうしてこんな憎まれ口を叩いてしまうのだろう。こんなに愚おろかな人間だったのか？　普ふ通つうにしたいのに、気持ちとは裏腹にわざとそっぽを向いて、抱だきしめる腕うでを振ふり払はらおうとした。だが州舜は、いっそう強く怜藍を抱きこむ。

「ふてくされてるお前も可愛かわいい」

　抱きしめた手で、あやすように身体をさすった。首筋や髪かみに、小さく口づけをしていく。

「どうか、離縁するなんて言わないでくれ。私にはもう、お前だけなんだから」

　後ろから抱かれたまま、ゆらゆらと赤ん坊ぼうのように揺ゆすられて身体を撫でられていると、少しずつ気持ちが落ち着いてくる。

　ちらりと後ろを窺うかがい見た怜藍の顎あごをそっと取り、州舜は優やさしく口づけした。

「怜藍。どうか私の番になってほしい。今夜、お前をもらってもいいだろうか」

　真しん摯しな口調で求愛の言葉を告げる州舜は、強くまっすぐな眼まな差ざしで怜藍を見つめていた。怜藍はそっと目を伏せ、おずおずとうなずく。

「どうかもらってください。そのつもりで今夜は来たんです」

　こちらが答えるやいなや、州舜は何も言わずいきなり怜藍の身体を抱き上げて、寝台へ向かった。夜具の上に怜藍をそっと下ろすと、こちらを見つめてぐっと奥歯を嚙かみしめ、さらに突とつ然ぜん、ぱったりと怜藍の胸の上に顔を伏せた。

「……州舜様？」

「少し待ってくれ」

　くぐもった声で言う。やはり今夜はそんな気分になれないのでは、とまた不安が頭をもたげたが、やがて州舜から打ち明けられたのは、真逆の理由だった。

「今夜は優しくしたいんだ。腹には大事な子がいるし、最初があんなふうだったから、なおさら。だがどうにも……正直に言って、夜着を着たお前を一目見た時から、もうまずいことになっている。いい匂いがするし。発情の熱にあてられたわけでもないのに、身体が熱くてたまらない」

　顔を上げた州舜の目が熱に潤うるんだようになっていて、ドキリとした。息を吞のむと、州舜はその唇くちびるを軽く吸う。

「ん……」

　しかし、何度も繰くり返し口を吸われるのに、州舜はなかなかそれ以上のことをしなかった。

「州舜様。私の身体は大だい丈じよう夫ぶです。どうか続きをしてください。これでは私も生殺しです」

　怜藍とてこの部屋を訪おとなう前から、期待にその身を熱くしていたのだ。州舜の手を取り、夜着の合わせの間へ導く。

「……ん」

　男の指先が胸の突とつ起きに触ふれ、小さく声が漏もれた。

「怜藍」

　ごくりと、こちらを見下ろす州舜の喉のど仏ぼとけが上下する。胸に触れた指先が、今度は意図を持って動いた。軽く突起をつままれ、そこに甘い快感が広がる。

「あ、ん……」

　思わず声を上げると、州舜が大きく息を吐はいて、怜藍の首筋に顔をうずめた。音を立てて強く肌はだを吸い上げる。夜着の胸むな元もとを性急な手つきではだけ、胸の突起に吸い付いた。

「やっ、そんな」

　ゾクゾクと身体が震ふるえ、夜着の下で怜藍の雄おすの部分が反り返った。たまらず内うち股またに力を入れる。州舜が夜着の腰こし紐ひもを解こうとするのを、慌てて押し止とどめた。

「あの、その前に灯あかりを……」

　寝台のそばにはまだ、煌こう々こうと灯りが灯ともされたままだ。暗くしてほしいと頼たのんだのだが、州舜は目を細めて羞しゆう恥ちに顔を赤らめる怜藍を見つめた。

「駄だ目めだ。それではお互たがいの様子がわからないだろう」

「でも、恥ずかしいんです」

　じっと州舜が見つめるから、余計に恥ずかしくなる。怜藍はふいと顔を逸そらした。

「そんな顔をされたら、ますます灯りを消すわけにはいかなくなるな」

　州舜は言い、腰紐を解いて夜着の合わせを開いた。

「あ、待っ……っ」

　下は何も身に着けていない。肌がすっかり露あらわになって、反り返った雄ゆう心しんまで晒さらされてしまった。

「何も穿はいてないのか。いや、美しいな。何もかもが美しい」

「……そんなにまじまじ、見ないでください」

　股またの間のものを凝ぎよう視しされ、両手でそこを覆おおった。州舜はフッと笑って寝台の上に乗った。そうして自らも部屋着を脱ぬぎ捨てる。逞たくましい裸ら体たいが目の前に現れ、怜藍は快感とは別に、ドキドキと胸が高鳴るのを感じた。

　太い陽根は天を仰あおぎ、テラテラと黒光りしている。その肉の感かん触しよくを思い出し、後ろがひとりでに疼うずいた。

「最初は向かい合ってしたいが、腹に負担がかかりそうだ」

「大丈夫ですよ。お医者様にも問題はないと言われましたし」

　怜藍は言ったが、州舜はまだ目立たない腹を大事そうに撫なでると、身体からだを横向きにさせた。

「私の方は、見かけほど冷静じゃないんだよ。今だって、前ぜん戯ぎもなしにお前の中にねじ込みたくて、たまらない」

　腰こし骨ぼねを撫でる手が、いきなり双そう丘きゆうを割って後ろの窄すぼまりに触れたので、怜藍は思わず腰を揺らした。

「ひ、あ」

「前も後ろも濡ぬれているな」

　掠かすれた声が囁ささやく。窄まりに指を絡からませ、もう片方の手が硬かたくなった雄心を扱しごいた。

「や、あ、ぁ……っ。州舜様、どうかもう……」

「もう？　どうしたいのだ、怜藍」

　意地悪く言って、州舜はなおも怜藍の身体を追い上げた。はしたない嬌きよう声せいが口をついて出てしまう。怜藍は両手で口を覆った。恥はずかしくて、なのに気持ちよかった。

「ん、んぅ……っ」

　潤んだ目で焦じらさないでくれと懇こん願がんすると、州舜の目が眩まぶしそうに細められた。愛あい撫ぶの手が止やんで、口を覆っていた両手を州舜が摑つかみ、強ごう引いんに口づけされた。

「ん、ふ……っ」

　長い口づけの後、身を起こした州舜が怜藍の片足を大きく抱かかえ上げる。横を向いたままそんな姿勢を取らされるのは、顔から火が出るほど恥ずかしかった。羞恥に顔を伏ふせると、州舜が優しくそのうなじや頰ほおに接せつ吻ぷんする。

「この体勢の方が、腹に負担がかからないだろう」

　言って、抱え上げた足の間に腰を潜もぐり込ませる。露わにされた秘所に、ぬめった熱い塊かたまりが押し当てられた。

「怜藍、いいか」

　これから二人は一つになるのだ。怜藍はこくこくとうなずいた。息を詰つめる音がして、次に州舜の雄がぐっと、怜藍の中に突つき立てられる。

「ああ……」

　深く根元まで埋うめ込まれ、尻しりのあわいに州舜の下生えが擦こすりつけられた。

「……温かい」

　熱い息を吐きながら、州舜はつぶやいた。ふわりと甘く微笑ほほえむのに、怜藍もそれまでの羞恥や緊きん張ちようが解け、ひとりでに笑えみが浮うかんだ。

「辛つらくはないか」

　そう尋たずね、頰を撫でる手のひらが熱い。怜藍の中にある陽根はビクビクと脈打っていた。

「いいえ、少しも」

　州舜の手を取り、その手の甲こうに口づける。中にある州舜の雄が、さらに硬く、大きくなった気がした。

「動くぞ」

　堪こらえきれないというように、州舜が腰を揺する。内ない壁へきを擦られるたび、甘い疼きが加わって怜藍は身み悶もだえした。

「ずっと、お前を抱きたかった」

　律動を繰り返しながら、州舜が告白する。

「初めてお前を見た時からだ。馬上の麗れい人じんに一いつ瞬しゆんで心を奪うばわれた。不思議な感覚だった」

　その言葉に、怜藍も初めて出会った時のことを思い出す。

「私も……同じです。初めて会うのに、懐なつかしいような気がして」

「もしかすると、私たちは天に定められた番つがいなのかもしれないな」

　おとぎ話ではなく、本当にそうであればいいと思った。天に定められた番なら、きっと来世もそのまた次の世でも、番になれるから。

「だが、天命など関係ない。お前を愛している。私はもう、お前以外に妻を持つことはない。側室も持たない。一生、お前だけだ」

　嬉うれしかった。初めて会った時から惹ひかれ、叶かなわない思いだと諦あきらめていたのに。番にしてもらうばかりか、そんな言葉をもらえるとは。

「私も、お慕したいしております。この先もずっと、あなたのそばにいさせてほしい」

「怜藍……っ」

　州舜は愛いとしむようにその唇に接吻すると、繫つながったまま怜藍の背後に身を倒たおし、片足を抱え直してさらに深く激しく、後ろから怜藍を突き上げた。

「あ……、や、強……ぃ」

　荒あら々あらしい接合に、己おのれの身体は怯ひるむばかりか、もっと奥へと貪どん欲よくにうねる。発情期の時のように熱を孕はらみ、自身が男を誘さそうように香かおりを放つのを感じる。州舜もまた、甘い香りを放って怜藍を陶とう然ぜんとさせていた。

「怜藍、いいか」

　掠れた声で問われ、媚び肉にくを打たれる快感に朦もう朧ろうとなりながら、怜藍は髪かみを払はらってうなじを差し出した。

「州舜様、どうか……」

　耳元で低く唸うなる声が聞こえた。熱い吐と息いきがうなじにかかり、次の瞬間、甘く疼くような痛みが首筋に走った。

「あ……あ……」

　嚙かまれた首筋から、血が巡めぐるようにさあっと全身へ熱いものが流れるのを感じた。頭が真っ白になるほどの激しい快感に見み舞まわれ、怜藍は打ち震ふるえながら絶頂に達していた。

「……っ、く……」

　州舜もまた、抗あらがえぬほどの快楽を覚えているようだった。怜藍のうなじに歯を立てたまま、ひときわ強く腰を穿うがち、精を吐はき出した。州舜は余よ韻いんに浸ひたるように、達してからも何度か腰を揺ゆらした。そのたびに飲み込み切れない精が接合部分から零こぼれ、淫いん猥わいな水音を立てる。　>>>♥

　長い絶頂の後、ようやくうなじから男の牙きばが離はなれた。それから労いたわるように、嚙んだその部分に唇くちびるを這はわせる。

「ん、ぅ……」

「痛いか」

「いえ、いいえ。でも……」

　甘くうなじが疼く。合わさった二人の肌はだから、互いの発情の香りが立ち上っていた。もうこの身体は、この人にしか熱を持たないのだと本能でわかる。

　そっと背後を仰ぐと、州舜も同じことを感じていたのか、感極きわまったような潤うるんだ瞳ひとみとぶつかった。どちらからともなく、唇を合わせる。

　二人は長いこと、そうしてぴたりと肌を合わせ続けた。










　怜藍が故郷からの手紙を読み終えた時、宮の玄げん関かんの方で阿兎が一度だけ吠ほえるのが聞こえた。

　嬉しそうなその声に、誰だれが帰ってきたのかすぐわかる。

「ただいま帰りました」

　やがて、頰を紅潮させてやってきたのは思っていた通り、祥栄だ。怜藍の顔を見るなり、

「舜しゆん怜れいは？」

　と、勢いこんでたずねてくる。待ちきれない様子で、ぴょんぴょんと飛び跳はねるのを見ると、一年ちょっと前に初めて顔を合わせた彼とは別人のように思える。

「州舜様がおしめを換かえてるところですよ」

　笑いを堪えながら言うと、祥栄は「えーっ」と不満そうに声を上げた。

「私が換えたかったのに」

　おしめを換えるなんて普ふ通つうは嫌いやがると思うのだが、この宮の男たちは、なぜかこぞって赤ん坊ぼうのおしめを換えたがる。他ほかにも沐もく浴よくをさせたがったり、お乳を飲むのを眺ながめたりと忙いそがしい。

　二ふた月つき前、怜藍は男の子を産んだ。舜怜と名付けられ、みんなに可愛かわいがられている。

　州舜と番の契ちぎりを交かわし、怜藍は宮きゆう廷ていに留とどまることにした。そう報告すると、故郷の家族たちは驚おどろいたようだが、本当に愛した相手と結ばれたのだと便りを送ると、最後には祝福してくれた。藍羽は悲しみに打ちひしがれ、しばらく文ふみの返事をくれなかったが、しばらくするとまた返信をくれるようになった。

　その藍羽は今、『百明堂』の店先に立つまでに回復している。まだ長時間は無理だが、そのうち店の仕事を覚えて立派に跡あとを継つぐのだと息巻いている。

　祥栄は今も四の宮に住まいがあるが、実際はほとんどをこの三の宮で過ごしている。危険が去り、以前よりも安心して宮を行き来できるようになると、州舜と怜藍は頻ひん繁ぱんに彼を三の宮に招き、やがて寝ね泊とまりも増えて、しまいにはここで暮らすようになった。動物たちも連れてきて、阿兎や白炎は彼らとたまに喧けん嘩かをしつつも、仲良く暮らしている。

　次期皇こう帝ていが誰になるのか、まだわからない。州舜が当初考えていた、祥栄を擁よう立りつして自身が摂せつ政しようになるという計画は白紙に戻もどった。しかし二人とも帝位に執しゆう着ちやくはないし、やがて時が経たって玉座に座る者が決まれば、州舜も祥栄も国を治めるのに協力し合うだろう。

　今はただ、祥栄と、そして生まれたばかりの舜怜の成長を見守るばかりである。

「怜藍。舜怜が泣き止やまない」

　しばらくすると、州舜が息子むすこを抱だいてオロオロしながら現れた。祥栄がその後ろから付いてくる。

「ただでさえ出べそなのに、泣くとまたへそが出てしまう」

　州舜はこの頃ごろ、息子のへその出具合をしきりに気にしていた。

「お乳ですか」

　興味深げに祥栄が瞳をきらめかせたが、乳は先ほどやったので満腹なはずだ。

「お腹なかもいっぱいでおしめもすっきりしてるのに、なんでしょうかねえ」

　州舜から赤ん坊をもらって抱き上げる。すると舜怜はぴたりと泣き止んだ。

「すごい！」

　祥栄は興奮したように声を上げた。面おも映はゆいが、ただの偶ぐう然ぜんだ。どうやっても泣き止まないこともある。

「抱き上げた時の角度かな」

　州舜と祥栄が、真しん剣けんに赤ん坊の頭の位置を検分しているのを見て、思わず吹ふき出した。

「どうして笑うんだ」

「だって二人とも……揃そろって真剣すぎるから」

　あはは、と声を上げて笑うと、赤ん坊も笑う。

　毎日がこうして穏おだやかに、平和に過ぎていく。その平へい穏おんな日常に、怜藍はこの上もない幸せを感じるのだった。








あとがき









　こんにちは、はじめまして。小こ中なか大だい豆ずと申します。

　今回が初めての中ちゆう華かモノ、そしてオメガバースも初めてだったりします。初めて尽づくしで緊きん張ちようしています。

　ほんの数年前まで、オメガバースにはそれほど興味がなかったのですが、この系統の作品をいろいろ読むうちにだんだんハマッていき、とうとう自分で書かせていただくことになりました。楽しいけれど、むずかしかったです。

　中華モノなので「[image: α]アルフア」や「[image: Ω]オメガ」といった言葉を使うのは違い和わ感かんがあり、これらのギリシア文字に似た形状の漢字、「之シ」と「几キ」という記号を用いました。しかし逆に、わかりづらかったかもしれないと反省しております……。

　そんなややこしい中華オメガバースに、美しく繊せん細さいなイラストを添そえてくださった二に駒こまレイム先生、本当にありがとうございました。こちらの不ふ手て際ぎわで多大なご迷めい惑わくをおかけしたのですが、にもかかわらず、丁てい寧ねいなイラストを描かいていただきました。今から本を手に取るのが待ち遠しいです。

　担当様を始め、関係者の方々にもご迷惑をおかけしました。特に担当様には、マジ殴なぐりのフルボッコにされても文句が言えないところを、こうして丁寧な本にまとめていただきました。いつもいつも、ありがとうございます。




　そして最後になりましたが、ここまで拙せつ著ちよにお付き合いくださった読者の皆みな様さまに、感謝申し上げます。いろいろと反省することも多かった今作ですが、どこか少しでも、萌もえたり楽しんだりしていただけたら幸いです。

　それではまた。どこかでお会いできますように。
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皇おう子じと偽いつわりの花はな嫁よめ




～皇こう宮きゆうオメガバース～
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